
■特集
大規模火山噴火と気候変動 守田 治
心地よい運動のすすめ 桧垣 靖樹

■読書の窓
人生の「師」 桐衣 朝子

■論壇
選ぶこととは ―その先にあるもの― 東原 正明
アルツハイマー病に漢方薬は効くのか？ 岩崎 克典

■随筆
天神様（菅原道真公）の本質 田坂 順子

■産学官連携
「火山噴火史情報学」を確立する 奥野 充

■ふるさとを想う
札幌の四季 文仙 正俊
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福岡大学は、「建学の精神」に基づいた全人教育を目標として、「教育研究
の理念」に掲げる三つの共存をはかることによって、真理と自由を追求し、
自発的で創造性豊かな人間を育成し、社会の発展に寄与することを使命とし
ています。地域に密着し、地域と融合した総合大学として、コミュニケーショ
ンを大切にし、社会から信頼される人材を育成します。

陸上競技場

福岡大学の教育研究は、「建学の精神」に基づいた
全人教育を理想とし、この三つの共存をはかることに
よって、真理と自由を追求し、自発的で創造性豊かな人
間を育成し、社会の発展に寄与することを目的とする。

本学の教育課程においては、厳格な成績評価を行い、所定の単位を修め、次の
能力を備えた学生に卒業を認定し、学位を授与します。
1．修得した知識・技能・態度により、自らが発見した新たな課題を解決する力
2．職業生活、社会生活に必要な知的活動を支えるコミュニケーション能力や

論理的思考力
3．自律しながらも他者と協調して行動でき、社会の一員として社会の発展に

寄与できる力

本学の「教育研究の理念」に基づき、すべての学生に提供する「共通教育科目」
と、各学部学科に設置する「専門教育科目」の二つを大きな柱とし、それぞれの
学部学科の教育目標にあわせたカリキュラムを編成します。また、正課外教育に
おいても、充実した各種教育プログラムを展開し、全教職員で本学学生の人間的
成長を支援し、全人教育を実現します。
1．全学に提供する共通教育科目をとおして、専門性にとらわれない幅広い視

野と豊かな人間性を持つ人材を育成
2．各学部学科が設置する専門教育科目をとおして、専門的な知識や技能を高

め、社会の進歩や変革に応え得る深い学識を有する人材を育成
3．様々な教育プログラムをとおして、国際性と地域性を兼ね備えた21世紀に

通用する人材を育成

本学の「建学の精神」を理解した、次のような人たちを広く国内外から受け入
れます。
1．考え方がしっかりしており独断や偏見にとらわれない生き方を求める人
2．温和で包容力がありバランス感覚に優れた能力を身につけたい人
3．誠実で責任感が強く何事にも屈しない人生をめざす人
4．新しいこと、困難なことに自ら進んで取り組んで行こうとする人
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今日のギャラリー
糸
園
和
三
郎「
み
か
ん
売
り
」に
つ
い
て

人
文
学
部
文
化
学
科
教
授

植
野

健
造

こ
の
絵
の
裏
面
に
は
、「
房
総
の
ミ
カ
ン
売
り
」「
糸
園
和

三
郎
」
と
い
う
作
者
自
身
に
よ
る
書
き
込
み
が
認
め
ら
れ
る
。

制
作
年
を
示
す
書
き
込
み
は
な
い
。
し
か
し
、
1
9
7
8
年

に
福
岡
大
学
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
制
作
年
も
そ
れ
に

先
立
つ
近
い
時
期
、
す
な
わ
ち
1
9
7
0
年
代
と
し
て
お
き

た
い
。

1
9
7
8
年
に
は
、
北
九
州
市
立
美
術
館
と
大
分
県
立
芸

術
会
館
で
糸
園
和
三
郎
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

を
機
縁
と
し
た
画
家
注
目
の
機
運
の
中
で
の
収
集
で
あ
っ
た

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

画
面
に
は
、
黄
色
の
抽
象
的
な
空
間
を
背
景
と
し
て
、
簡

よ

易
な
日
除
け
雨
除
け
用
の
屋
根
の
あ
る
露
店
が
描
か
れ
て
い

る
。
二
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
向
か
っ
て
右
の
手
ぬ

ぐ
い
で
頭
を
覆
っ
て
座
る
人
物
は
婦
人
と
見
ら
れ
る
が
、
左

の
人
物
は
男
性
と
も
女
性
と
も
断
定
し
難
い
。
黄
色
の
球
状

の
も
の
が
数
多
く
描
か
れ
て
い
る
が
、「
み
か
ん
売
り
」
と

い
う
画
題
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
が
ミ
カ
ン
と
は
す
ぐ

に
は
了
解
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
画
面
に
は
、

少
し
大
き
め
で
明
る
い
黄
色
の
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
ハ
ッ

サ
ク
や
甘
夏
な
ど
も
併
せ
て
売
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

糸
園
和
三
郎
は
、
大
分
県
中
津
市
の
富
裕
な
呉
服
商
の
三

男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
病
気
の
た
め
小
学
校
卒
業
後
の
進
学

を
断
念
す
る
。
1
9
2
7
年
16
歳
の
年
に
画
家
を
志
し
て
上

京
。
1
9
3
0
年
第
8
回
春
陽
会
展
と
1
9
3
0
年
第
5
回

協
会
展
で
入
選
。
1
9
3
1
年
の
第
1
回
独
立
展
に
入
選
、

そ
の
後
1
9
3
7
年
の
第
7
回
ま
で
独
立
展
に
出
品
。
1
9

3
4
年
頃
か
ら
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
影
響
を
受
け
始
め
、

1
9
3
9
年
に
福
沢
一
郎
、
北
脇
昇
、
麻
生
三
郎
、
寺
田
政

明
ら
と
と
も
に
美
術
文
化
協
会
の
結
成
に
参
加
。
1
9
4
3

年
に
は
麻
生
、
寺
田
、
井
上
長
三
郎
、
松
本
竣
介
、
靉
光
、

鶴
岡
政
男
ら
と
と
も
に
新
人
画
会
を
結
成
。
戦
後
の
1
9
4

7
年
、
美
術
文
化
協
会
を
退
き
、
自
由
美
術
協
会
に
参
加
。

1
9
6
4
年
か
ら
は
無
所
属
で
制
作
に
専
念
し
た
。

糸園和三郎「みかん売り」
油彩・キャンバス、額装、45．2×60．3㎝ 12号Ｐ

制作年不詳 福岡大学所蔵
左下に署名：Itozono

この絵の裏面には、「房総のミカン売り」という作者自身による書き込みがあり、これ
が本来の画題かもしれないが、額装された作品を納める箱には「みかん売り」と記された
貼紙があり、福岡大学に納入された時点で「みかん売り」という画題が定着していたもの
とみられる。
糸園和三郎（いとぞの・わさぶろう、1911－2001）は、大分県中津市の生まれ。少年時
代に骨髄炎を患いながら、絵画一筋に専念した生涯を送った。その作風は、特異な視点か
ら、主題以外のモティーフを大胆に排除し、背景を抽象的な空間として処理、精緻なマティ

いんえい

エール（絵肌）を形成しながら、全体にシュールな陰翳と人間味漂う輝きや温もりを併せ
持つ独自の絵画世界を特色とする。
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政
府
の
規
制
政
策

学

長

衛
藤

卓
也

学
長
室
か
ら

1

補
助
と
規
制

中
央
政
府
は
、
大
学
な
ど
の
教
育
・
研
究
機
関
を
含
む
多

く
の
部
門
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
遂
行
し
て
い
る
。

政
府
の
政
策
に
は
、
そ
の
分
け
方
に
よ
っ
て
、
補
助
政
策
と

規
制
政
策
が
挙
げ
ら
れ
る
。

補
助
と
規
制
は
、
ア
メ
と
ム
チ
の
関
係
に
類
似
し
て
お
り
、

補
助
が
ア
メ
、
規
制
が
ム
チ
に
相
当
す
る
と
見
な
し
て
よ
い
。

高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
大
学
の
場
合
、
中
央
政
府
の
中
の

「
文
部
科
学
省
」
が
中
心
と
な
っ
て
補
助
政
策
と
規
制
政
策

を
主
導
し
て
い
る
。文
部
科
学
省
は
、平
成
13
（
2
0
0
1
）

年
の
省
庁
再
編
に
よ
り
文
部
省
か
ら
現
在
の
名
前
に
変
更
さ

れ
た
。

2

補
助
政
策

政
府
の
補
助
は
、
政
府
が
大
学
の
教
育
や
研
究
を
推
進
し

後
押
し
す
る
た
め
に
行
う
政
策
で
あ
る
。
補
助
金
は
最
も
典

型
的
か
つ
有
効
な
経
済
支
援
策
で
あ
り
、
そ
の
中
核
と
な
る

の
は
、
国
立
大
学
の
場
合
は
運
営
費
交
付
金
、
私
立
大
学
の

場
合
は
経
常
費
補
助
金
で
あ
る
。
後
者
の
経
常
費
補
助
金
は
、

一
般
補
助
と
特
別
補
助
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
約

8：
2
で
あ
る
。
平
成
23
（
2
0
1
1
）
年
か
ら
は
、
補
助

金
の
配
分
が
特
別
補
助
か
ら
一
般
補
助
の
方
に
傾
斜
し
て
き

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
①
従
来
の
特
別
補
助
の

対
象
で
あ
っ
た
取
り
組
み
の
う
ち
、
大
学
で
通
常
取
り
組
ん

で
い
る
一
般
化
し
た
も
の
は
、「
新
た
な
一
般
補
助
」
と
し

て
位
置
付
け
、
そ
の
他
の
一
般
的
な
取
り
組
み
は
廃
止
し
、

ま
た
、
②
政
府
の
「
新
成
長
戦
略
等
を
踏
ま
え
た
大
学
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
改
革
を
伴
う
組
織
的
な
取
り
組
み
」
を
「
新
た
な

特
別
補
助
」
と
し
て
位
置
付
け
支
援
す
る
こ
と
に
し
た
、
か

ら
で
あ
る
。

大
学
の
高
等
教
育
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
れ
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
義
務
教
育
サ
ー
ビ
ス
と
は
異
な
る
。
志
望

者
が
、
大
学
を
自
由
に
選
択
で
き
る
非
拘
束
的
・
選
択
的

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
た
だ
、
高
等
教
育
サ
ー
ビ
ス
は
、
学
生

が
直
接
に
受
益
す
る
と
い
う
直
接
効
果
を
も
た
ら
す
だ
け
で

な
く
、
国
や
地
域
社
会
を
支
え
発
展
さ
せ
る
と
い
う
大
き
な

間
接
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
き
な
プ
ラ

ス
の
間
接
効
果
を
有
す
る
た
め
、
高
等
教
育
サ
ー
ビ
ス
に
は

そ
れ
を
国
家
レ
ベ
ル
で
持
続
的
に
維
持
す
べ
き
価
値
財
的
な

側
面
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。こ
こ
で
、価
値
財（m

erit

goods

）
と
は
、
そ
の
財
が
大
き
な
プ
ラ
ス
の
国
家
的
・
社

会
的
価
値
を
有
し
、
そ
の
プ
ラ
ス
の
価
値
を
実
現
す
る
た
め

に
は
そ
の
財
（
教
育
サ
ー
ビ
ス
）
の
消
費
を
促
進
す
る
の
が

望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
財
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
高
等
教

育
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
に
対
し
て
国
が
補
助
す
る
本
質
的
な
根

拠
は
、
高
等
教
育
サ
ー
ビ
ス
が
価
値
財
的
側
面
を
有
す
る
こ

と
に
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
大
学
に
対
す
る

政
府
補
助
は
他
の
先
進
国
と
比
べ
て
貧
弱
で
あ
り
、
積
極
的

な
教
育
投
資
拡
充
策
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

3

規
制
政
策

⑴
規
制
の
種
類

規
制
は
、「
量
的
規
制
」
と
「
質
的
規
制
」に
大
別
さ
れ
る
。

量
的
規
制
は
、
経
済
的
規
制
と
言
っ
て
よ
い
も
の
で
、
需

要
と
供
給
の
関
係
で
見
る
と
、
あ
る
財
の
供
給
量
と
需
要
量

を
調
節
し
、
需
給
の
均
衡
状
態
を
保
つ
こ
と
を
意
図
し
た
も

の
（
需
給
調
整
規
制
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
も
し
「
強
い
量

的
規
制
」
に
す
れ
ば
、
供
給
量
が
需
要
量
と
均
衡
す
る
よ
う

学長室から
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に
参
入
規
制
を
厳
格
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、「
弱
い

量
的
規
制
」
に
す
れ
ば
、
供
給
量
と
需
要
量
が
市
場
の
中
で

自
然
に
調
節
さ
れ
る
よ
う
に
、
参
入
規
制
を
緩
和
し
参
入
を

容
易
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
要
す
る
に
、
規
制
を

強
く
す
る
場
合
に
は
「
事
前
規
制
方
式
」（
事
前
に
参
入
を

認
め
る
か
ど
う
か
を
厳
正
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
）
が
、
規
制
を

弱
く
す
る
場
合
に
は
「
事
後
チ
ェ
ッ
ク
方
式
」（
参
入
を
緩

和
し
、
そ
の
結
果
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
）
が
必
要
と
な
る
の
で

あ
る
。

質
的
規
制
は
、
消
費
者
や
労
働
者
の
安
全
や
健
康
の
確
保
、

公
衆
衛
生
、
環
境
保
全
、
災
害
防
止
、
不
正
や
法
令
違
反
の

防
止
な
ど
の
目
的
の
た
め
に
、
審
査
・
監
督
・
監
視
な
ど
の

政
策
を
講
じ
る
も
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
を
設
け
て
そ
の

基
準
を
超
え
る
場
合
に
は
厳
格
に
取
り
締
ま
る
も
の
で
あ
る
。

⑵
量
的
規
制
の
緩
和

イ
規
制
緩
和
の
潮
流

量
的
規
制
の
側
面
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
・
事
業
部
門
で

「
強
い
規
制
」か
ら「
弱
い
規
制
」に
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
・

シ
フ
ト
（paradigm

shift：

枠
組
み
の
転
換
）
が
進
ん
で

き
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
規
制
緩
和
（deregulation

）

の
大
き
な
流
れ
な
い
し
動
き
を
ビ
ッ
グ
バ
ン（big

ban：

大
爆
発
）
と
い
う
表
現
で
表
わ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
規
制
緩

和
政
策
は
、
基
本
的
に
は
、
供
給
サ
イ
ド
よ
り
も
需
要
サ
イ

ド
の
利
益
を
重
視
す
る
消
費
者
重
視
型
の
政
策
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
の
厳
格
な
規
制
が
緩
和
さ
れ
新
規

参
入
が
容
易
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
量
的
規
制
が
な
く
な

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

わ
が
国
で
も
、
多
く
の
産
業
・
事
業
部
門
に
お
い
て
規
制

緩
和
が
推
進
さ
れ
、
市
場
重
視
型
の
経
済
構
造
に
転
換
し
て

き
た
。
大
学
部
門
に
お
い
て
も
量
的
規
制
の
緩
和
（
大
学
設

置
基
準
の
緩
和
）
が
推
進
さ
れ
、
新
規
参
入
に
よ
っ
て
4
年

制
の
大
学
数
が
大
幅
に
増
え
、
現
在
7
8
0
校
を
超
え
る

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
で
、
規
制
緩
和
政
策
の
代
表
的
な
歴
史
的
事
例
を
取

り
上
げ
る
。

ロ
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
、
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
、
行
政
改
革

①
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム

イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
保
守
党
政
権
（
1
9
7
9
年

〜
1
9
8
0
年
）
は
、
当
時
「
英
国
病
」
と
い
わ
れ
た

経
済
を
立
て
直
す
た
め
、
幾
つ
か
の
経
済
政
策
を
打
ち
出

し
実
行
に
移
し
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
の
経
済
政
策
の
こ

と
を
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
（Thatcherism

）
と
言
う
。
当

時
、イ
ン
フ
レ
と
不
況
の
同
時
進
行（
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
）
の
下
で
大
量
の
失
業
者
を
抱
え
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
経

済
を
立
て
直
す
政
策
手
段
と
し
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は

引
き
締
め
基
調
の
財
政
・
金
融
政
策
を
採
用
し
た
が
、
財

政
政
策
に
お
い
て
は
政
府
の
支
出
削
減
を
図
る
チ
ー
プ
・

ガ
バ
メ
ン
ト
（
小
さ
な
政
府
）
政
策
を
採
用
し
た
。
さ
ら

に
、
規
制
緩
和
政
策
に
よ
っ
て
競
争
を
促
進
し
、
競
争
市

場
の
も
と
で
イ
ギ
リ
ス
産
業
の
再
活
性
化
を
図
る
こ
と
に

し
た
。
つ
ま
り
、
民
営
化
路
線
と
規
制
緩
和
路
線
を
一
貫

し
て
推
進
し
た
の
で
あ
る
。

②
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス

ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン
共
和
党
政
権
（
1
9
8
1
年

〜
1
9
8
9
年
）
は
、
競
争
的
な
ア
メ
リ
カ
を
強
く
志

向
す
る
規
制
緩
和
政
策
を
推
進
し
た
。
英
国
病
と
同
じ
よ

う
な
劣
悪
な
状
況
下
で
誕
生
し
た
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
と
同
じ
政
策
ス
タ
ン
ス
を
取
り
、
チ
ー

プ
・
ガ
バ
メ
ン
ト
政
策
に
よ
っ
て
民
間
企
業
の
活
力
を
引

き
出
し
、
経
済
の
再
生
を
図
る
市
場
重
視
型
の
活
性
化
策

を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
経
済
政

策
は
、
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス
（Reganom

ics

）
と
し
て
知

ら
れ
る
が
、
彼
に
お
い
て
も
規
制
緩
和
に
よ
る
競
争
促
進

政
策
を
次
々
と
実
行
に
移
し
、
大
き
な
潮
流
と
な
っ
て
い

く
の
で
あ
る
。

③
行
政
改
革

わ
が
国
の
規
制
緩
和
は
「
行
政
改
革
」
と
い
う
名
の
も

と
で
推
進
さ
れ
て
き
た
。
昭
和
56
（
1
9
8
1
）
年
、

鈴
木
内
閣
の
時
に
、
第
2
次
臨
時
行
政
調
査
会
（
い
わ
ゆ

る
「
臨
調
」、
土
光
敏
夫
会
長
）
が
設
置
さ
れ
、
臨
調
は

抜
本
的
な
行
政
改
革
案
の
策
定
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

全
部
で
5
回
の
答
申
案
を
ま
と
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

学長室から
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つ
い
て
大
胆
な
提
言
を
行
っ
た
。
第
3
次
答
申
で
は
、
国

鉄
の
分
割
・
民
営
化
を
打
ち
出
し
、
提
言
が
実
行
に
移
さ

れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
過
度
の
行
政
依
存
体

質
を
改
め
、
自
己
責
任
原
則
を
徹
底
す
る
た
め
規
制
緩
和

政
策
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
わ
が
国
の
行
政
改

革
の
一
環
と
し
て
大
き
な
政
策
的
位
置
付
け
を
付
与
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
規
制
緩
和
政
策
を
さ
ら
に
継
続
し
て
推
進

し
て
い
く
た
め
、
臨
調
解
散
後
も
新
た
な
検
討
組
織
が
設

置
さ
れ
て
い
き
、
現
在
で
も
審
議
が
継
続
中
で
あ
る
。

ハ
大
学
の
規
制
緩
和

大
学
部
門
に
対
し
て
も
ま
た
規
制
緩
和
政
策
が
導
入
さ

れ
、
近
年
で
は
大
学
数
が
大
幅
に
増
加
し
、
7
8
0
校

を
超
す
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
大
学
を
設
置
す
る
こ
と
が

比
較
的
容
易
と
な
り
、
こ
こ
20
年
間
で
新
規
参
入
が
多
く

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
始
ま
り
は
、

平
成
3
（
1
9
9
1
）
年
、
当
時
の
文
部
省
が
「
大
学

設
置
基
準
の
大
綱
化
」
に
よ
り
、
自
由
化
の
方
向
に
舵
を

切
り
、
設
置
規
制
の
緩
和
を
行
っ
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。

「
強
い
量
的
規
制
」
か
ら
「
弱
い
量
的
規
制
」
へ
の
転
換

が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
弱
い
量
的
規
制
」
下
の
も
と
、
現
在
、

大
学
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
の
諮
問
機
関
で

あ
る
「
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
」
が
学
校
教
育
法

や
大
学
設
置
基
準
な
ど
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
、
認
可
・

不
認
可
を
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
規
制
下
の
環
境
に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
。
昨
年
（
平
成
24
年
）
の
11
月
、
審
議
会
答
申
で

認
可
が
進
言
さ
れ
た
3
つ
の
大
学
の
新
設
を
、
田
中
文
部

科
学
大
臣
が
認
め
な
い
決
定
を
下
し
、
そ
の
直
後
に
一
転

し
て
認
可
を
行
っ
た
が
、
こ
の
件
は
、
わ
が
国
の
大
学
数

が
多
過
ぎ
て
質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
こ
れ
以
上
増

や
さ
な
い
方
が
望
ま
し
い
と
す
る
考
え
方
が
発
端
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
量
的
規
制
の
緩
和
に
対
し
て
い
っ
た
ん
は

歯
止
め
が
か
か
っ
た
事
例
で
あ
り
、
今
後
、
量
的
規
制
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
規
制
緩
和
政
策
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
に
対
す
る
問
題
提
起
に
も
な
っ
た
の

で
あ
る
。
大
学
数
は
多
過
ぎ
る
の
か
に
つ
い
て
、
進
学
率

の
推
移
、
大
学
の
規
模
の
違
い
（
総
合
大
学
、
単
科
大
学

な
ど
の
相
違
）、
地
域
の
事
情
・
特
性
、
市
場
原
理
（
競

争
原
理
）
へ
の
見
方
な
ど
、
多
面
的
な
視
点
か
ら
見
極
め

て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

⑶
質
的
規
制
の
強
化

量
的
規
制
に
対
し
て
質
的
規
制
の
方
は
強
化
さ
れ
て
き
て

い
る
と
言
え
る
。
成
熟
社
会
の
中
で
は
、
不
正
常
な
事
態
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
責
任
あ
る
行
動
を
取
る
よ
う
に
、

社
会
の
目
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
組
織
体

に
対
し
て
法
令
遵
守
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
や
説
明
責
任

（
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
）、
情
報
公
開
（
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
）
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
学
部
門

に
対
し
て
も
、
政
府
は
、
各
大
学
が
正
常
で
適
正
な
運
営
・

活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
を

要
請
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
法
律
に
よ
っ
て
認
証
評
価
を
受

け
る
義
務
（
自
己
点
検
・
評
価
の
実
施
と
結
果
公
表
の
義
務

化
、「
学
校
教
育
法
」）
を
課
し
た
り
、
事
業
報
告
の
作
成
を

義
務
付
け
た
り
し
て
い
る
（「
私
立
学
校
法
」）。
要
す
る
に
、

各
大
学
に
対
し
て
責
任
あ
る
「
体
制
」（
シ
ス
テ
ム
）
と
「
行

動
」
を
取
る
よ
う
に
政
策
措
置
を
講
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
各
大
学
と
も
、
前
述
し
た
量
的
規
制
の
緩
和
に
よ

る
競
争
圧
力
に
加
え
、
質
的
規
制
の
強
化
に
よ
る
政
策
圧
力

に
対
峙
し
な
が
ら
環
境
適
応
行
動
を
進
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

4

最
後
に

以
上
、
政
府
の
規
制
政
策
の
枠
組
み
と
そ
の
中
身
に
つ
い

て
述
べ
て
き
た
。
最
後
に
、
規
制
政
策
に
つ
い
て
考
え
る
べ

き
2
つ
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
1
点
は
、
規
制
政
策
を
講
じ
る
場
合
、
規
制
を
加
え
る

側
と
規
制
を
受
け
る
側
の
両
方
に
対
し
て
「
規
制
の
コ
ス

ト
」（regulation

cost

）
が
発
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例

え
ば
、
規
制
サ
イ
ド
に
お
い
て
は
、
規
制
政
策
を
遂
行
す
る

た
め
の
審
査
、
監
督
、
監
視
な
ど
の
業
務
の
費
用
、
さ
ら
に

そ
の
業
務
を
行
う
職
員
の
人
件
費
な
ど
が
必
要
と
な
り
、
被

規
制
サ
イ
ド
に
と
っ
て
は
、
規
制
政
策
に
対
応
す
る
た
め
多

学長室から
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環
境
未
来
オ
フ
ィ
ス
教
授

守
田

治

特 集

1

は
じ
め
に

記
憶
し
て
い
る
方
々
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
1
9
9
3

年
は
ま
さ
に
異
常
気
象
の
名
に
相
応
し
い
年
で
し
た
。
日
本

列
島
で
は
梅
雨
明
け
を
迎
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
本

格
的
な
夏
の
訪
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
気
象
庁
は
一
度

発
表
し
て
い
た
梅
雨
明
け
宣
言
を
取
り
消
し
、
次
の
年
か
ら

「
梅
雨
入
り
」「
梅
雨
明
け
」
宣
言
を
取
り
や
め
ま
し
た
。

鹿
児
島
市
で
は
年
降
水
量
が
4
0
2
2
・
0
㎜
を
記
録
し
、

8
月
6
日
の
豪
雨
で
は
江
戸
時
代
に
築
か
れ
た
五
石
橋
の
う

ち
新
上
橋
と
武
之
橋
が
流
失
し
ま
し
た
。
図
1
に
1
9
9
3

年
の
月
別
降
水
量
を
示
し
ま
す
。
例
年
南
九
州
で
は
6
月
初

め
に
梅
雨
入
り
し
7
月
中
頃
梅
雨
が
明
け
る
の
で
、
月
降
水

量
は
6
月
が
最
大
で
7
月
は
降
水
量
が
減
少
し
ま
す
。
と
こ

ろ
が
こ
の
年
は
7
月
の
降
水
量
が
最
大（
1
0
5
4
・
5
㎜
）

で
、
梅
雨
の
雨
は
8
月
と
9
月
も
続
き
ま
し
た
。
6
月
か
ら

9
月
の
4
カ
月
の
降
水
量
は
2
9
9
1
・
0
㎜
に
達
し
、
平

年
（
1
9
7
1
年
〜
2
0
0
0
年
の
平
均
値
）
の
年
降
水
量

2
2
7
9
・
0
㎜
を
は
る
か
に
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
梅

大
規
模
火
山
噴
火
と

気
候
変
動

特 集

額
の
業
務
費
や
人
件
費
が
掛
か
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
量
的

規
制
、
質
的
規
制
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
規
制
が
強
化
さ

れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
規
制
の
コ
ス
ト
が
積
み
上
が
っ
て
い

く
と
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
2
点
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
規
制
政
策
は
ム
チ
に
当

た
る
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
が
逆
に
「
保
護
」
を
意
味
す
る
場

合
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
部
門
で
量
的
規
制

を
弱
く
す
る
、
つ
ま
り
規
制
緩
和
を
す
る
と
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
り
得
る
。
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
参
入
が
急
増
す

れ
ば
供
給
過
剰
と
な
る
が
、
こ
れ
は
競
争
の
激
化
な
い
し
過

し
れ
つ

当
競
争
を
引
き
起
こ
す
。競
争
が
熾
烈
に
な
る
と
事
業
者（
な

い
し
大
学
）
の
収
益
が
圧
迫
さ
れ
、
事
業
の
存
続
に
危
険
信

号
が
と
も
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
供
給
過
剰
と
過
当
競

争
を
抑
制
す
る
た
め
量
的
規
制
を
強
化
す
れ
ば
、
事
業
者
の

収
益
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
、
事
業
者
の
集
団
利

益
が
守
ら
れ
、
経
営
の
安
定
が
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

供
給
サ
イ
ド
の
利
益
が
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
事
業

者
は
む
し
ろ
政
府
に
規
制
の
強
化
を
働
き
掛
け
る
行
動
に
出

る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
事
業
者
の
行
動
を
レ
ン
ト
・

シ
ー
キ
ン
グ
（rent

seeking：

利
益
を
追
求
す
る
こ
と
）

と
い
う
。
こ
う
し
て
、
量
的
規
制
は
、
事
業
者
に
有
利
な「
保

護
」
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

大
学
の
よ
う
な
教
育
機
関
で
は
、
教
育
サ
ー
ビ
ス
が
大
き

な
社
会
的
価
値
（
国
や
地
域
を
支
え
る
人
材
を
育
て
る
と
い

う
大
き
な
間
接
効
果
）を
も
た
ら
す
の
で
、
そ
れ
を「
市
場
」

に
完
全
に
委
ね
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
大
き
な
地
域
的

役
割
を
果
た
し
、
地
域
社
会
の
文
化
的
拠
点
と
な
る
大
学
の

教
育
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
た
め
に
は
、「
補
助
政
策
」
と
、

ム
チ
だ
け
で
な
く
ア
メ
（
保
護
）
の
側
面
を
併
せ
持
つ
「
規

制
政
策
」
が
効
果
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
、
実
施
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
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1993年
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雨
前
線
が
6
月
か
ら
9
月
ま
で
日
本
南
岸
に
停
滞
し
、
秋
霖

前
線
に
移
行
し
た
た
め
で
す
。
図
1
に
は
1
9
0
5
年
の
月

別
降
水
量
も
記
入
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
年
の
年
降
水
量
は

3
5
5
0
・
6
㎜
で
第
2
位
の
記
録
で
し
た
。
興
味
深
い
こ

と
は
、
1
9
0
2
年
に
は
中
南
米
で
3
つ
の
火
山
（
ペ
レ
ー
、

ス
ー
フ
リ
エ
ー
ル
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
）
が
相
次
い
で
噴
火

し
、
火
山
噴
煙
指
数
（
後
述
）
の
合
計
が
ピ
ナ
ツ
ボ
の
火
山

噴
煙
指
数
と
等
し
い
値
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

東
北
・
北
海
道
の
米
作
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
米
不

足
の
た
め
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
米
を
緊
急
輸
入
し
ま
し
た
。
も

し
も
物
流
が
な
け
れ
ば
、
天
明
の
大
飢
饉
を
上
回
る
餓
死
者

が
出
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

異
常
気
象
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
も
起
こ
り
ま
し
た
。
降

り
続
く
長
雨
の
た
め
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
が
大
氾
濫
を
起
こ
し
、

セ
ン
ト
ル
イ
ス
は
水
浸
し
に
な
り
ま
し
た
。
図
2
ａ
は
ラ
ン

ド
サ
ッ
ト
衛
星
か
ら
撮
影
し
た
2
0
0
2
年
9
月
の
セ
ン
ト

ル
イ
ス
付
近
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
の
流
路
、
図
2
ｂ
は
1
9
9

3
年
9
月
の
流
路
で
す
。

ミ
ズ
ー
リ
川
と
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
の
合
流
点
に
あ
る
ジ
ョ
ー

ン
ズ
合
流
点
州
立
公
園
に
は
、
1
9
9
3
年
大
氾
濫
の
記
念

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
旗
掲
揚
の
ポ
ー
ル
の
先
端
は

水
面
か
ら
13
・
6
ｍ
の
高
さ
に
あ
り
、
氾
濫
時
そ
の
高
さ
ま

で
水
が
来
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
年
の
ミ
シ
シ
ッ

ピ
川
大
氾
濫
は
1
5
0
年
に
一
度
、
あ
る
い
は
5
0
0
年

に
一
度
の
現
象
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な

長
周
期
の
現
象
が
大
気
系
内
、
あ
る
い
は
大
気－
海
洋
系
内

の
変
動
と
は
考
え
に
く
く
、
何
ら
か
の
外
的
な
要
因
、
す
な

わ
ち
1
9
9
1
年
6
月
15
日
の
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
の
影
響
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

1
9
9
0
年
か
ら
1
9
9
3
年
ま
で
4
年
間
の
直
達
日
射

量
（
地
球
大
気
に
よ
る
散
乱
光
と
反
射
光
を
除
い
た
、
太
陽

光
球
面
か
ら
地
表
に
達
す
る
太
陽
放
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
を
調

べ
る
と
、
1
9
9
0
年
と
比
べ
1
9
9
2
年
は
約
10
％
、
1

9
9
3
年
は
数
％
減
少
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
ピ
ナ
ツ
ボ

起
源
の
硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル
（
大
気
中
に
浮
遊
す
る
固
体
や
液

体
微
粒
子
）
の
た
め
で
し
た
。
た
だ
し
、
直
達
日
射
量
は
減

少
し
ま
す
が
、
逆
に
散
乱
光
は
増
加
す
る
た
め
、
直
達
日
射

量
10
％
の
減
少
は
太
陽
入
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
3
％
の
減
少
に

と
ど
ま
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2

放
射
平
衡
と
放
射
平
衡
温
度
の
揺
ら
ぎ

1
年
間
平
均
し
地
球
全
体
で
平
均
し
た
温
度
は
、
太
陽
か

ら
地
球
に
入
射
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
球
が
宇
宙
空
間
に
放

図1 鹿児島における1993年の月別降水量
年降水量は4，022．0㎜。比較のため1905年（3，550．6㎜）と
平年（2，279．0㎜）の月別降水量を示す。横軸は月、縦軸は降
水量（㎜）。

図2ａ 1991年8月14日、ランドサット衛星から
撮影したミシシッピ川の流路
中央部赤く映っているのはセントルイス。市北

西部でイリノイ川とミシシッピ川が合流し、市東
部でミズーリ川とミシシッピ川が合流している。

図2ｂ 1993年8月19日、大氾濫時のミシシッピ
川の流路
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射
す
る
赤
外
線
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス
で
決
ま
り
ま
す
。

年
平
均
し
全
地
球
表
面
で
平
均
し
た
太
陽
入
射
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
3
4
3
Ｗ
／
㎡
（
ワ
ッ
ト
／
平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
す
が
、

そ
の
総
て
が
地
球－

大
気
系
に
吸
収
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

約
30
％
が
宇
宙
空
間
に
反
射
さ
れ
ま
す
。
そ
の
反
射
率
を
ア

ル
ベ
ド
（
惑
星
反
射
率
）
と
言
い
、
惑
星
や
衛
星
に
固
有
の

値
で
す
。
地
球
の
ア
ル
ベ
ド
の
66
％
は
雲
が
担
っ
て
い
ま
す
。

金
星
は
厚
い
雲
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
ア
ル
ベ
ド
は
0
・

7
で
す
。
金
星
は
別
名「
宵
の
明
星
」と
か「
明
け
の
明
星
」

と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
明
る
く
輝
い
て
見
え
る
の
は
地
球
か
ら

近
く
に
あ
る
こ
と
と
、
高
い
ア
ル
ベ
ド
の
た
め
で
す
。

一
方
、
物
体
の
表
面
温
度
と
物
体
が
放
射
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
間
に
は
ス
テ
フ
ァ
ン－

ボ
ル
ツ
マ
ン
の
法
則
が
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
放
射
平
衡
と
ス
テ
フ
ァ
ン－

ボ
ル
ツ
マ
ン

の
法
則
か
ら
地
球
の
平
均
温
度
を
求
め
る
と
マ
イ
ナ
ス
18
℃

に
な
り
、
こ
の
温
度
を
放
射
平
衡
温
度
と
言
い
ま
す
。
観
測

に
よ
る
と
地
表
付
近
の
平
均
温
度
は
約
15
℃
で
す
が
、
こ
れ

は
地
球
大
気
中
に
含
ま
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
が
大
気
下
層
に

熱
を
た
め
込
む
た
め
で
す
。
放
射
平
衡
温
度
の
式
か
ら
、
太

陽
入
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ア
ル
ベ
ド
が
1
％
揺
ら
ぐ
と
放
射

平
衡
温
度
は
0
・
6
℃
変
動
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ピ
ナ
ツ
ボ
噴
火
後
、
ア
ル
ベ
ド
は
3
％
減
少
し
ま
し
たわ

ず

か
ら
、
放
射
平
衡
温
度
2
℃
の
低
下
に
相
当
し
ま
す
。
僅

か
2
℃
の
温
度
低
下
な
ど
さ
ほ
ど
大
き
な
気
温
低
下
で
は

な
い
と
思
う
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
1
9

9
3
年
夏
の
日
本
の
平
均
気
温
は
平
年
よ
り
約
2
℃
低
い

だ
け
で
し
た
。
僅
か
2
℃
の
気
温
降
下
が
東
北
・
北
海
道

の
米
作
に
大
打
撃
を
与
え
得
る
の
で
す
。

1
節
と
2
節
で
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
私
は
1
9
9
3
年

の
冷
夏
は
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
の
噴
火
が
原
因
だ
と
考
え
、『
8
・

6
豪
雨
災
害
報
告
書
』（
1
9
9
4
年
）
の
中
で
述
べ
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
研
究
を
進
め
て
い
く
中
で
私
の
予
想

は
半
ば
正
し
く
半
ば
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

3

火
山
噴
火
規
模
の
指
数

火
山
噴
火
の
規
模
を
示
す
指
数
に
、
火
山
噴
煙
指
数
と
火

山
爆
発
指
数
が
あ
り
ま
す
。
気
候
に
関
係
す
る
の
は
前
者
で
、

光
学
現
象
、
太
陽
放
射
量
の
測
定
、
気
温
、
噴
火
量
、
絵
画
、

文
献
な
ど
か
ら
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。
最
大
値
は
1
、0

0
0
で
、
1
8
8
3
年
8
月
26
日
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ク
ラ

カ
タ
ウ
の
大
噴
火
が
基
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
カ
タ
ウ

の
噴
煙
は
高
度
40
㎞
に
達
し
、
爆
発
音
は
イ
ン
ド
洋
の
ロ
ド

リ
ゲ
ス
島
ま
で
届
き
、
津
波
は
日
本
で
も
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

成
層
圏
に
注
入
さ
れ
た
多
量
の
二
酸
化
硫
黄
は
大
気
中
の
水

酸
基
と
続
発
的
に
反
応
し
て
硫
酸
の
霧
と
な
り
数
年
間
成
層

圏
に
滞
留
し
ま
し
た
。
硫
酸
の
霧
に
よ
っ
て
太
陽
光
が
散
乱

さ
れ
世
界
各
地
で
異
様
に
赤
い
夕
焼
け
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

エ
ド
ヴ
ァ
ル
ト
・
ム
ン
ク
の
叫
び
（
図
3
）
は
1
8
9
3
年

の
作
品
で
す
が
、
そ
れ
に
前
後
す
る
一
連
の
作
品
に
は
、
血

の
よ
う
に
真
っ
赤
な
夕
焼
け
と
、
そ
れ
と
対
照
的
な
フ
ィ
ヨ

ル
ド
の
青
黒
い
海
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
常
な
ら
ぬ
異
様
な

赤
さ
の
夕
焼
け
が
ム
ン
ク
の
心
の
不
安
を
か
き
立
て
、
一
連

の
絵
画
の
制
作
動
機
に
な
っ
た
の
だ
と
ム
ン
ク
自
身
が
書
き

残
し
て
い
ま
す
。
火
山
噴
煙
指
数
を
決
定
す
る
要
素
の
一
つ

に
気
温
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
指
数
で
気
候
変
動
を
論
じ
る

ど
う
ち
ゃ
く

の
は
自
己
撞
着
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
が
あ
り
ま
す
。

せ
い
こ
く

こ
の
批
判
は
正
鵠
を
射
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人
工

衛
星
な
ど
に
よ
る
硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル
量
や
光
学
的
深
さ
の
客

観
的
観
測
が
な
い
と
き
の
火
山
噴
火
の
気
候
に
対
す
る
影
響

を
評
価
す
る
に
は
、
火
山
噴
煙
指
数
に
依
拠
す
る
し
か
な
い

の
も
事
実
で
す
。

も
う
一
つ
の
指
数
、火
山
爆
発
指
数
は
火
山
の
噴
出
物（
火

山
灰
、
火
山
弾
、
火
砕
流
な
ど
）
の
総
量
（
た
だ
し
、
キ
ラ 図3 ムンクの「叫び」（1893年）
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ウ
ェ
ア
火
山
の
よ
う
に
静
か
に
流
れ
る
溶
岩
流
は
含
ま
れ
な

い
）
で
評
価
し
0
か
ら
8
ま
で
の
9
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
ク
ラ
カ
タ
ウ
や
ピ
ナ
ツ
ボ
の
噴
火
は
6
、
阿
蘇
山
や
姶

良
カ
ル
デ
ラ
の
噴
火
は
7
、
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
や
ト
バ
湖

の
噴
火
は
8
と
な
っ
て
い
ま
す
。
2
つ
の
指
数
は
必
ず
し
も

比
例
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
格
好
の
例
が
1
9
8
0

年
の
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ン
ズ
山
の
噴
火
で
す
。
火
山
爆
発
指
数

は
5
と
い
う
大
規
模
爆
発
で
し
た
が
、
火
山
噴
煙
指
数
は

1
0
0
に
満
た
な
い
も
の
で
し
た
。
こ
れ
は
火
山
噴
火
が

山
体
の
側
面
で
起
こ
っ
た
た
め
に
、
二
酸
化
硫
黄
が
成
層
圏

に
ほ
と
ん
ど
注
入
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
す
。

4
火
山
噴
火
に
よ
る
硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
生
成
と
そ
の
影
響

2
0
1
0
年
4
月
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
エ
イ
ヤ
フ
ィ
ヤ
ト

ラ
ヨ
ー
ク
ト
ル
山
が
噴
火
し
、
噴
煙
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

多
く
の
空
港
が
閉
鎖
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
出
来
事

で
す
。
固
形
噴
火
物
は
目
視
で
き
ま
す
し
、
社
会
生
活
に
多

大
な
影
響
を
与
え
ま
す
が
、
大
気
中
の
火
山
灰
量
は
約
1
カ

月
で
3
分
の
1
に
減
少
し
ま
す
の
で
、
そ
の
影
響
は
短
期
的

で
気
候
に
対
し
て
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
ま
せ
ん
。
気
候

に
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
火
山
ガ
ス
中
の
二
酸
化
硫
黄
で
、
特

に
成
層
圏
に
注
入
さ
れ
た
二
酸
化
硫
黄
は
大
気
中
の
水
酸
基

と
反
応
し
て
硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
生
成
し
、
噴
火
後
数
年
に

わ
た
っ
て
成
層
圏
に
滞
留
し
ま
す
（
1
年
間
で
3
分
の
1
に

減
少
す
る
程
度
で
す
）。
図
4
に
火
山
性
硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル

が
生
成
さ
れ
る
化
学
反
応
と
気
候
へ
の
影
響
の
様
子
を
示
し

ま
す
。

硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル
は
地
球
の
ア
ル
ベ
ド
を
増
し
て
地
表
を

冷
却
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
温
室
効
果
も
有
し

て
い
ま
す
。
温
室
効
果
は
特
に
冬
半
球
高
緯
度
地
帯
で
顕
著

で
、
地
表
を
温
め
ま
す
。
こ
の
相
異
な
る
2
つ
の
効
果
は
、

対
流
圏
に
お
け
る
火
山
噴
火
の
影
響
評
価
を
難
し
く
し
て
い

る
要
因
の
一
つ
で
す
。

1
9
8
4
年
に
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
打
ち
上
げ
た
、
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ⅱ

（
成
層
圏
エ
ア
ロ
ゾ
ル
・
ガ
ス
実
験
計
画
Ⅱ
）
極
軌
道
衛
星

が
成
層
圏
エ
ア
ロ
ゾ
ル
や
光
学
的
深
さ
を
観
測
し
て
い
て
、

そ
の
観
測
期
間
中
に
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
が
噴
火
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
1
世
紀
に
一
度
く
ら
い
の
頻
度
で
し
か
起
こ
ら
な

い
大
規
模
火
山
噴
火
に
よ
る
硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
時
間
変
化

や
、
空
間
的
な
広
が
り
を
詳
細
に
観
測
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
後
の
研
究
に
貴
重
な
基
礎
デ
ー
タ
を
提
供
し
ま
し
た
。

図
5
に
ピ
ナ
ツ
ボ
噴
火
前
と
噴
火
後
の
1
、0
2
0
�
の
波

長
に
対
す
る
光
学
的
深
さ
の
全
球
分
布
を
示
し
ま
す
。
噴
火

直
後
、
硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル
は
東
西
方
向
に
拡
が
り
、
噴
火
後

2
カ
月
に
は
早
く
も
両
半
球
の
高
緯
度
帯
へ
と
拡
が
っ
て

い
っ
た
様
子
が
分
か
り
ま
す
。
衛
星
観
測
に
基
づ
く
見
積
り

に
よ
る
と
、
噴
火
に
よ
っ
て
放
出
さ
れ
た
二
酸
化
硫
黄
の
量

は
20
〜
30
メ
ガ
ト
ン
と
い
う
膨
大
な
量
で
し
た
。
ピ
ナ
ツ
ボ

火
山
の
よ
う
に
低
緯
度
に
あ
る
火
山
が
放
出
す
る
硫
酸
エ
ア

ロ
ゾ
ル
は
両
半
球
に
拡
が
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
例

図4 火山噴火の影響
二酸化硫黄（SO2）と2個の水酸基（OH）が反応して硫酸（H2SO4）

になる。硫酸エアロゾルは太陽光線を反射・吸収し地表を冷やす。
一方、地表からの赤外線を吸収して地表を温める温室効果もある
（NASAのウェブサイトより）。

図5 光学的深さの全球分布
左上は1991年4月10日～5月13日、右上は1991年6月

15日～7月25日、左下は1991年8月23日～9月30日、右
下は1993年12月5日～1994年1月16日（NASAのウェブ
サイトより）。
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え
ば
、
1
8
1
5
年
に
大
爆
発
を
起
こ
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
タ
ン
ボ
ラ
火
山
（
火
山
爆
発
指
数
7
）
起
源
の
硫
酸
は

南
極
と
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
氷
床
に
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
の

に
対
し
、
高
緯
度
に
あ
る
火
山
噴
火
の
場
合
は
、
硫
酸
エ
ア

ロ
ゾ
ル
の
拡
が
り
は
半
球
に
限
ら
れ
ま
す
。
天
明
の
大
飢
饉

の
原
因
に
な
っ
た
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
ラ
キ
火
山
の
噴
火
の
影

響
は
、
北
半
球
に
限
ら
れ
た
現
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

図
6
に
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ⅱ
衛
星
で
観
測
し
た
、
地
上
20
・
5
㎞

に
お
け
る
硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル
量
の
時
間
・
緯
度
断
面
を
示
し

ま
す
。
観
測
期
間
内
に
噴
火
し
た
ネ
バ
ド
・
デ
ル
・
ル
イ
ス
、

ケ
ル
ー
ト
、
ハ
ド
ソ
ン
の
噴
火
規
模
と
比
べ
る
と
、
ピ
ナ
ツ

ボ
の
噴
火
規
模
の
大
き
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
硫
酸
エ
ア

ロ
ゾ
ル
量
は
噴
火
直
後
か
ら
急
速
に
増
加
し
て
7
カ
月
後
に

ピ
ー
ク
に
達
し
、
そ
の
後
は
指
数
関
数
的
に
減
少
し
て
い
き

ま
し
た
。北
緯
30
度
〜
40
度
緯
度
帯
の
硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル（
緑

色
実
線
）
の
時
間
変
化
の
詳
細
を
図
7
に
示
し
ま
す
。
実
測

デ
ー
タ
に
基
づ
く
気
温
偏
差
（
青
色
実
線
）
と
数
値
モ
デ
ル

の
気
温
偏
差
（
赤
色
実
線
）
も
記
入
し
て
い
ま
す
。
後
に
研

究
を
進
め
て
い
く
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
重
要
な
結
果
の
一

つ
で
す
が
、
あ
る
緯
度
帯
の
気
温
低
下
の
極
大
は
、
太
陽
高

度
が
最
大
に
な
る
月
の
1
〜
2
カ
月
後
に
起
こ
り
ま
す
。
こ

の
時
間
的
な
遅
れ
は
地
表
の
熱
慣
性
に
よ
る
も
の
で
す
。
太

陽
高
度
が
最
高
に
な
る
夏
至
か
ら
、
お
よ
そ
1
カ
月
後
に
地

表
の
年
最
高
気
温
が
表
れ
る
の
も
こ
の
た
め
で
す
。

ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
の
噴
火
は
北
半
球
の
初
夏
に
起
こ
っ
た
の

で
、
噴
火
か
ら
7
カ
月
後
の
真
冬
に
硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル
密
度

が
最
大
に
な
り
、
そ
の
年
の
真
夏
に
硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
気

温
低
下
効
果
が
最
大
に
な
り
ま
し
た
。
も
し
も
、
噴
火
が
冬

に
起
こ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
影
響
は
半
年
後
の
夏
に
最
大
に

な
る
は
ず
で
す
。
こ
の
よ
う
に
噴
火
の
時
期
に
よ
っ
て
影
響

の
出
る
ま
で
の
期
間
に
相
違
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
火
山
噴

火
の
気
候
へ
の
影
響
評
価
を
難
し
く
し
て
い
る
要
因
の
一
つ

で
す
。

5

因
果
律
解
析
と
相
関
解
析

1
9
9
0
年
代
初
め
、
東
京
大
学
の
岡
部
靖
憲
教
授
と
滋

賀
大
学
の
中
野
祐
治
教
授
は
因
果
律
解
析
と
い
う
時
系
列

デ
ー
タ
解
析
法
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
解
析
法
は
、
2
つ

の
時
系
列
デ
ー
タ
の
一
方
が
他
方
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

か
否
か
を
判
定
す
る
も
の
で
す
。ま
た
、第
3
の
時
系
列
デ
ー

タ
が
他
の
時
系
列
デ
ー
タ
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
き
、

そ
の
影
響
を
取
り
去
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
は
中
野
先
生
と
共
同
し
て
、
因
果
律
解
析
と
相
関
解
析

を
用
い
て
、
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
噴
火
の
解
析
を
行
い
ま
し
た
。

使
用
し
た
時
系
列
デ
ー
タ
は
い
ず
れ
も
月
平
均
デ
ー
タ
で
、

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ⅱ
に
よ
る
硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル
密
度
（
期
間：

1
9

8
5
年
1
月
〜
1
9
9
6
年
12
月
、
領
域：

北
緯
20
度
〜
50

度
の
10
度
毎
の
東
西
平
均
値
）、
数
値
モ
デ
ル
に
よ
る
地
表

（
1
、0
0
0
㍱
面
）
気
温
デ
ー
タ
（
期
間：

1
9
8
0
年

1
月
〜
2
0
0
0
年
12
月
、
領
域：

北
緯
20
度
〜
50
度
、
緯

度
方
向
2
・
5
度
毎
、
経
度
方
向
2
・
5
度
毎
の
格
子
上
）、

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
・
南
方
振
動
の
指
標
と
し
て
南
方
振
動
指
数

図7 北緯30度～40度緯度帯における硫酸エアロゾル
量と気温偏差の時間変化

図6 地上20．5㎞における硫酸エアロゾル量の時間・
緯度断面
観測期間は1984年11月～1996年12月（NASAのウェ

ブサイトより）。
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（
期
間：

1
9
8
5
年
1
月
〜
1
9
9
6
年
12
月
）
の
3
つ

で
す
。
気
温
デ
ー
タ
は
各
格
子
点
で
全
期
間
の
デ
ー
タ
の
月

別
平
均
値
を
求
め
て
、
元
の
気
温
デ
ー
タ
か
ら
平
均
値
を
差

し
引
い
た
偏
差
デ
ー
タ
に
加
工
し
、
各
緯
度
円
毎
に
東
西
方

向
に
平
均
を
取
り
ま
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
季

節
進
行
に
伴
う
気
温
変
化
が
取
り
除
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

気
温
偏
差
デ
ー
タ
か
ら
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
・
南
方
振
動
の
影
響

を
取
り
除
い
た
デ
ー
タ
も
作
成
し
ま
し
た
。

表
1
と
表
2
に
結
果
を
示
し
ま
す
。
表
1
で
は
硫
酸
エ
ア

ロ
ゾ
ル
密
度
の
時
系
列
デ
ー
タ
と
気
温
偏
差
（
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
・
南
方
振
動
の
影
響
を
取
り
除
い
て
い
な
い
も
の
）
の

時
系
列
デ
ー
タ
に
つ
い
て
ラ
グ
相
関
を
取
っ
た
結
果
と
、
因

果
律
解
析
の
結
果
を
示
し
ま
す
。
両
者
の
間
に
は
負
の
相
関

が
あ
り
、
特
に
北
緯
27
・
5
度
〜
35
・
0
度
の
間
で
強
い
負

の
相
関
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
遅
延
時
間
の
単
位

は
月
で
、
硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
変
化
か
ら
気
温
偏
差
の
変
化

が
ど
の
く
ら
い
遅
れ
た
ら
両
者
が
最
も
よ
く
重
な
る
か
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
遅
延
時
間
は
概
ね
低
緯
度
か
ら

高
緯
度
に
行
く
の
に
従
っ
て
増
え
て
い
き
ま
す
が
、
単
調
に

増
加
し
て
い
る
の
で
は
な
く
所
々
に
遅
延
時
間
の
乱
れ
が
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
北
緯
20
・
0
度
と
22
・
5
度
で
は
遅
延
時

間
が
マ
イ
ナ
ス
2
カ
月
に
な
っ
て
い
て
、
気
温
偏
差
の
変
化

の
方
が
硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
変
化
に
先
行
す
る
と
い
う
、
不

合
理
な
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
因
果
律
解
析
に
つ
い
て
は
、

因
果
値
が
90
％
を
超
え
る
と
因
果
関
係
が
あ
る
と
定
義
し
、

95
％
を
超
え
る
と
強
い
因
果
関
係
が
あ
る
と
定
義
し
て
い
ま

す
。
2
〜
3
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
相
関
係
数
と
因
果
値

と
の
間
に
は
合
理
的
な
対
応
関
係
が
あ
り
ま
す
。

次
に
、
気
温
偏
差
デ
ー
タ
か
ら
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
・
南
方
振

動
の
影
響
を
取
り
除
い
た
デ
ー
タ
で
同
様
の
解
析
を
行
い
ま

し
た
。
結
果
を
表
2
に
示
し
ま
す
。
相
関
係
数
は
ほ
ぼ
低
緯

度
か
ら
高
緯
度
に
向
か
っ
て
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遅

延
時
間
も
低
緯
度
か
ら
高
緯
度
に
向
か
っ
て
単
調
に
減
少
し

て
い
ま
す
。

硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル
密
度
が
最
大
に
な
る
の
は
1
9
9
2
年

1
月
で
す
か
ら
、
季
節
進
行
に
伴
っ
て
太
陽
高
度
が
増
す
に

つ
れ
、
気
温
降
下
領
域
が
高
緯
度
へ
移
っ
て
い
っ
た
様
子
が

分
か
り
ま
す
。
因
果
値
に
つ
い
て
は
、
2
〜
3
の
例
外
は
あ

り
ま
す
が
、
相
関
係
数
と
の
間
に
合
理
的
な
対
応
関
係
が
見

ら
れ
ま
す
。

6

ま
と
め

前
節
の
結
果
か
ら
幾
つ
か
の
重
要
な
結
論
が
導
け
ま
す
。

⑴
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
噴
火
後
の
北
緯
20
度
〜
北
緯
50
度
の
気
温

降
下
に
は
火
山
起
源
の
硫
酸
エ
ア
ロ
ゾ
ル
密
度
と
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
・
南
方
振
動
が
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
⑵
低
緯

度
（
北
緯
20
・
0
度
〜
22
・
5
度
）
で
は
両
者
は
相
殺
す
る

よ
う
に
働
き
、中
・
高
緯
度（
北
緯
25
・
0
度
〜
50
・
0
度
）

で
は
協
調
的
に
働
い
て
気
温
を
降
下
さ
せ
る
。
⑶
火
山
噴
火

単
独
の
気
温
降
下
は
低
緯
度
ほ
ど
大
き
い
。
⑷
火
山
噴
火
後

の
あ
る
緯
度
の
、
火
山
噴
火
単
独
の
最
大
気
温
降
下
は
、
そ

の
緯
度
に
お
い
て
太
陽
高
度
が
最
大
に
な
っ
て
か
ら
2
〜
3

カ
月
後
に
起
こ
る
。

大
規
模
な
火
山
噴
火
が
起
こ
る
と
、
火
山
性
硫
酸
エ
ア
ロ

表1 硫酸エアロゾルと地表気温のラグ相関係数と
ラグ（単位は月）
第4列は硫酸エアロゾルが地表に及ぼす影響の因

果値。

因果値
88．50％
89．90％
91．70％
86．20％
82．20％
91．60％
96．90％
95．40％
97．00％
98．20％
93．40％
79．20％
64．50％

遅延（月）
8
8
7
7
8
7
5
5
3
2
1
－2
－2

相関係数
－0．34263
－0．37238
－0．38929
－0．35962
－0．46020
－0．42984
－0．47768
－0．46903
－0．48260
－0．49784
－0．44617
－0．36435
－0．31284

緯度
50．0Ｎ
47．5Ｎ
45．0Ｎ
42．5Ｎ
40．0Ｎ
37．5Ｎ
35．0Ｎ
32．5Ｎ
30．0Ｎ
27．5Ｎ
25．0Ｎ
22．5Ｎ
20．0Ｎ

表2 表1と同じ
ただし、気温偏差データはエルニーニョ・南方振

動の影響を取り除いたものを用いた。

因果値
67．80％
65．10％
64．60％
49．10％
55．10％
62．80％
72．50％
64．30％
77．00％
84．90％
86．10％
89．30％
89．30％

遅延（月）
8
8
8
8
8
7
5
5
3
2
1
1
1

相関係数
－0．23977
－0．26233
－0．26907
－0．23008
－0．22586
－0．27804
－0．32972
－0．32852
－0．36384
－0．40220
－0．40659
－0．39042
－0．39297

緯度
50．0Ｎ
47．5Ｎ
45．0Ｎ
42．5Ｎ
40．0Ｎ
37．5Ｎ
35．0Ｎ
32．5Ｎ
30．0Ｎ
27．5Ｎ
25．0Ｎ
22．5Ｎ
20．0Ｎ
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ゾ
ル
の
霧
が
下
部
成
層
圏
に
滞
留
し
て
、
噴
火
後
2
〜
3
年

か
ら
数
年
に
わ
た
っ
て
地
球
の
ア
ル
ベ
ド
を
増
加
し
て
地
表

気
温
を
降
下
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
を
日
傘
効
果
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
慮
す
れ
ば
、
入
射
す
る
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
が
多
い
ほ
ど
気
温
降
下
が
大
き
く
な
る
の
は
自

明
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
⑶
⑷
の
結
論
は
分
か
っ
て
み
れ

ば
自
明
だ
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
、
自
明
の
こ
と
を
自
明
の
こ
と
と
し
て
証
明
す
る

こ
と
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
1
世
紀
に

一
度
く
ら
い
の
頻
度
で
し
か
起
こ
ら
な
い
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
の

大
噴
火
が
1
9
9
1
年
6
月
15
日
に
起
こ
っ
た
こ
と
、
噴
火

時
に
エ
ア
ロ
ゾ
ル
探
査
衛
星
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ⅱ
が
運
用
中
で
あ
っ

た
こ
と
、
因
果
律
解
析
と
い
う
画
期
的
な
時
系
列
解
析
法
が

開
発
さ
れ
た
こ
と
の
総
て
が
そ
ろ
っ
た
お
か
げ
で
こ
の
よ
う

な
重
要
な
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
ま
さ
に
天

の
時
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

7

お
わ
り
に

ム
ン
ク
は
ク
ラ
カ
タ
ウ
の
大
噴
火
後
に
出
現
し
た
真
赤
な

夕
焼
け
に
触
発
さ
れ
て
「
叫
び
」
に
代
表
さ
れ
る
一
連
の
作

品
を
残
し
ま
し
た
。
夕
焼
け
と
い
え
ば
、「
夕
焼
け
の
翌
日

こ
と
わ
ざ

は
晴
れ
」
と
い
う
諺
を
思
い
出
し
ま
す
。
本
稿
の
最
後
に
、

こ
と
わ
ざ

知
っ
て
い
る
と
役
に
立
つ
気
象
に
関
す
る
諺
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。「
夕
焼
け
の
翌
日
は
晴
れ
」
と
同
じ
意
味
の
諺
に
、

「
朝
虹
は
雨
」「
夕
虹
は
晴
れ
」「
東
の
雷
雨
知
ら
ず
」
が
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
天
気
変
化
を
も
た
ら
す
高
・
低
気
圧

波
動
が
西
か
ら
東
に
移
動
す
る
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
反
映
し
た
諺
で
す
。

こ
こ
で
、
虹
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

虹
は
、
観
測
者
が
太
陽
を
背
に
し
て
前
方
の
空
中
に
雨
滴
が

存
在
す
る
と
き
に
見
ら
れ
ま
す
。
水
滴
の
中
で
太
陽
光
が
一

度
反
射
し
て
観
測
者
の
目
に
入
る
の
が
主
虹
で
、
二
度
反
射

し
て
観
測
者
の
目
に
入
る
の
が
副
虹
で
す
。
朝
虹
が
見
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
西
の
空
に
雨
雲
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

て
、
や
が
て
観
測
者
の
と
こ
ろ
も
雨
に
な
る
と
い
う
わ
け
で

す
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
虹
の
仕
組
み
を
明
ら

か
に
し
た
の
は
デ
カ
ル
ト
で
、
1
6
7
3
年
に
「
方
法
序
説

お
よ
び
論
説
集
」
の
中
で
述
べ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の

当
時
ま
で
は
光
の
分
光
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
分
か
っ
て
お

ら
ず
、
デ
カ
ル
ト
か
ら
30
年
後
に
虹
の
七
色
を
明
ら
か
に
し

た
の
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
で
し
た
。

高
・
低
気
圧
波
動
は
赤
道
と
極
の
間
の
気
温
差
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
南
北
方
向
の
温
度
勾
配

（
南
北
方
向
の
気
温
差
を
南
北
方
向
の
距
離
で
割
っ
た
量
）

が
大
き
い
ほ
ど
高
・
低
気
圧
波
動
が
発
生
し
や
す
い
わ
け
で

す
。
南
北
方
向
の
温
度
勾
配
が
大
き
い
領
域
を
前
線
帯
と
言

い
ま
す
が
、
前
線
帯
は
季
節
と
と
も
に
南
北
に
移
動
し
ま
す
。

冬
は
日
本
列
島
よ
り
も
低
緯
度
に
位
置
し
、
春
・
秋
に
は
日

本
列
島
に
か
か
り
、
夏
は
日
本
列
島
よ
り
も
高
緯
度
に
移
動

し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
春
・
秋
は
天
気
が
周
期
的
に
変
化
し

ま
す
。
高
・
低
気
圧
波
動
の
周
期
は
3
〜
4
日
で
あ
り
、
ま

た
低
気
圧
波
動
の
前
面
で
は
南
風
が
吹
き
込
ん
で
気
温
が
上

が
り
、
後
面
で
は
北
風
が
入
っ
て
気
温
が
下
が
り
ま
す
。
以

上
の
事
柄
を
反
映
す
る
次
の
よ
う
な
諺
が
あ
り
ま
す
。「
春

に
3
日
の
日
和
な
し
」「
三
寒
四
温
」「
北
風
が
南
風
に
変
わ

る
と
雨
」「
春
の
北
風
は
晴
れ
」
な
ど
で
す
。

低
気
圧
波
動
は
発
生
期
を
除
い
て
、
前
方
に
温
暖
前
線
、

後
方
に
寒
冷
前
線
を
伴
っ
て
い
ま
す
。
温
暖
前
線
に
沿
っ
て

は
緩
や
か
な
上
昇
流
、
寒
冷
前
線
付
近
で
は
比
較
的
強
い
上

昇
流
を
生
じ
ま
す
。
従
っ
て
前
線
付
近
で
は
様
々
な
種
類
の

雲
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
た
め
雲
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
低
気
圧
波
動
の
位
置
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
図

7
に
低
気
圧
波
動
の
構
造
と
前
線
に
伴
う
雲
を
模
式
的
に
示

け
ん

し
ま
す
。
温
暖
前
線
の
先
端
に
は
卷
雲
、
巻
層
雲
が
あ
り
、

低
気
圧
の
中
心
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
高
積
雲
、
高
層
雲
、
乱

層
雲
が
見
ら
れ
ま
す
。
巻
層
雲
と
高
層
雲
は
薄
い
ベ
ー
ル
状

が
さ

の
雲
な
の
で
、
雲
を
通
し
て
日
暈
、
月
暈
が
見
ら
れ
ま
す
。

以
上
述
べ
た
雲
の
性
質
を
反
映
し
た
次
の
よ
う
な
諺
が
あ
り

う
ろ
こ

ま
す
。「
卷
雲
が
出
た
ら
雨
が
近
い
」「
鱗
雲
が
出
た
ら
翌

日
は
雨
」「
山
に
笠
雲
が
か
か
る
と
雨
に
な
る
」
な
ど
で
す
。

天
気
に
関
す
る
諺
は
、
そ
の
地
方
に
特
有
の
も
の
が
あ
り
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ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授

桧
垣

靖
樹

特 集

大
学
生
の
体
力
低
下

毎
年
、
体
育
の
日
に
体
力
・
運
動
能
力
調
査
（
文
部
科
学

省
）
の
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
す
。
2
0
1
1
年
度
の
調
査

結
果
に
よ
る
と
、
子
ど
も
（
11
歳
）
の
体
力
は
回
復
基
調
に

あ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
、
体
力
の
ピ
ー
ク
と
さ
れ
る

1
9
8
0
年
代
半
ば
に
は
届
か
な
い
状
況
で
す
。
現
在
の

大
学
生
は
、
体
力
が
低
下
傾
向
に
あ
っ
た
頃
の
子
ど
も
た
ち

な
の
で
、
大
学
生
の
体
力
回
復
に
は
時
間
を
要
し
、
も
う
し

ば
ら
く
体
力
レ
ベ
ル
の
低
い
状
態
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。ス

ポ
ー
ツ
科
学
部
で
は
、
2
0
0
9
年
度
か
ら
9
学
部

の
全
新
入
生
を
対
象
に
体
力
・
運
動
能
力
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
実
態
把
握
と
同
時
に
学
生
自
身
が
自
己
の
健
康
体

力
を
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
分
析
し
、
問
題
点
を
自
ら

が
見
い
だ
し
行
動
変
容
を
促
す
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
と
福
大
生
の
体
力
の

特
徴
は
、
同
年
代
に
比
べ
筋
力
と
柔
軟
性
で
低
値
を
示
す
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
⑴
⑵

。
ま
た
ア
ン
ケ
ー

心
地
よ
い運

動
の
す
す
め

特 集

ま
す
。
福
岡
の
場
合
、
平
和
台
に
球
場
が
あ
り
ま
し
た
が
、

「
油
山
に
雲
が
か
か
っ
た
ら
雨
に
な
る
」
と
い
わ
れ
て
い
て
、

球
場
に
出
掛
け
る
か
ど
う
か
の
判
断
材
料
に
し
て
い
ま
し
た
。

今
か
ら
半
世
紀
も
昔
の
こ
と
、
福
岡
に
西
鉄
ラ
イ
オ
ン
ズ
と

い
う
破
天
荒
な
球
団
が
あ
っ
た
こ
ろ
の
話
で
す
。

図7 低気圧波動の構造（平面図と東西断面図）および前線に伴う雲
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ト
調
査
で
は
、「
体
力
に
不
安
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
学
生

は
、
全
体
の
約
4
割
に
も
達
し
ま
す
。
逆
に
、「
体
力
に
自

信
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
学
生
は
、
1
割
に
も
満
た
な
い
状

況
で
し
た
。
大
学
受
験
の
た
め
に
運
動
不
足
や
不
規
則
な
生

活
習
慣
が
そ
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
実
際
、
学
校
保
健
統
計
で
は
、
中
学
3
年
生
か
ら
高
校

1
年
生
に
か
け
て
、
ま
た
高
校
3
年
生
か
ら
大
学
1
年
生
に

か
け
て
、
肥
満
者
の
割
合
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

最
近
の
体
力
低
下
に
伴
い
、
生
活
習
慣
病
の
低
年
齢
化
も

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
肥
満
研
究
や
日
本
小
児
科
学
雑
誌

に
高
校
生
の
生
活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
関
す
る
研
究
報
告
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
大
学
体
育
の
新
た

な
課
題
と
し
て
、
予
防
や
健
康
を
よ
り
重
視
し
た
身
体
づ
く

け
い
も
う

り
と
意
識
の
啓
蒙
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま

す
。体

力
低
下
の
要
因
に
は
、
現
代
の
子
ど
も
の
生
活
環
境
の

変
化
が
大
き
く
関
与
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
低
出
生
体
重

児
の
増
加
も
要
因
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

低
出
生
体
重
児
と
は
、
2
、5
0
0
ｇ
未
満
で
生
ま
れ
た
児

の
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、
そ
の
割
合
が
1
9
7
6
年
に
男

性
4
・
5
％
、
女
性
5
・
3
％
ま
で
低
下
し
た
後
は
、
男

女
と
も
に
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
2
0
0
9
年
は
男
性
8
・

5
％
、
女
性
10
・
8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
現

在
は
10
人
に
1
人
が
低
出
生
体
重
児
に
な
っ
て
い
ま
す
。

1
9
9
3
年
、
英
国
医
学
雑
誌
に
、
低
出
生
体
重
そ
れ
自

体
が
成
人
後
の
心
疾
患
リ
ス
ク
に
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
、

生
活
習
慣
病
胎
児
期
発
症
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
わ
が

国
で
は
、「
小
さ
く
生
ん
で
大
き
く
育
て
る
」
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
も
し
こ
の
学
説
が
日
本
人
に
も
当
て
は
ま
る
と
な
る

と
、
最
近
の
低
出
生
体
重
児
の
増
加
は
、
将
来
の
わ
が
国
の

健
康
問
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。

早
生
ま
れ
、
低
出
生
体
重
と
体
力

成
長
過
程
の
児
童
期
（
6
歳
〜
12
歳
）
で
は
、
早
生
ま
れ

の
児
童
の
低
体
力
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
福

岡
市
内
に
あ
る
小
学
校
の
協
力
を
得
て
、
早
生
ま
れ
と
体
力

と
の
関
係
を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
1
月
以
降
に
生
ま
れ
た
児

童
は
、
4
月
か
ら
9
月
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
に
比
べ
、
体

力
テ
ス
ト
の
結
果
が
低
値
を
示
す
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

特
に
、
優
れ
た
体
力
レ
ベ
ル
を
持
つ
児
童
は
早
生
ま
れ
に
極

め
て
少
な
い
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た（
図
1
）⑶
。
筋
力
系（
握

力
や
上
体
起
こ
し
）
の
指
標
は
、
身
長
や
体
重
と
よ
く
相
関

す
る
こ
と
か
ら
、
児
童
の
体
力
評
価
に
は
成
長
過
程
を
考
慮

す
る
必
要
も
あ
り
そ
う
で
す
。

で
は
、
低
出
生
体
重
と
体
力
の
関
係
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

2
0
1
1
年
度
か
ら
は
本
学
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学

研
究
科
の
安
方
惇
さ
ん
を
中
心
に
研
究
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、

福
岡
市
教
育
委
員
会
や
小
学
校
、
地
域
ネ
ッ
ト
推
進
室
と
の

共
同
事
業
と
し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
最
新

の
デ
ー
タ
分
析
で
は
、
低
出
生
体
重
児
の
体
力
レ
ベ
ル
が
低

い
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
早
生
ま
れ
で
か

つ
低
出
生
体
重
児
と
な
る
と
、
体
力
レ
ベ
ル
の
優
れ
る
児
童

の
割
合
は
極
め
て
少
な
く
な
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

図1 小学児童の早生まれと体力レベルの関係
福岡市立Ｎ小学校の3～6年生565人を対象に新体力テストと生まれ月の調査を行った結果、

早生まれの児童は体力レベルに優れた児が少なく、逆に低い児童が多い。児童期の体力評価は発
育発達の要因を配慮する必要がある。
（安方惇ら『九州体育・スポーツ学研究27（1）』より改変）
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ま
す
。
2
0
1
2
年
度
は
、
追
跡
調
査
を
実
施
し
て
体
力

評
価
の
在
り
方
に
加
え
、
早
生
ま
れ
や
低
出
生
体
重
児
に
対

す
る
体
力
づ
く
り
の
実
践
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
や
健
康
を
科
学
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
社
会
に
貢
献

す
る
人
材
育
成
を
目
指
す
本
学
に
と
っ
て
は
、
大
学
と
地
域

を
結
び
、
目
的
に
向
か
っ
て
協
同
し
て
歩
む
教
育
と
研
究
の

体
制
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
今
回
こ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
っ
た
学
生
が
、
教
員
や
研
究
者
へ
と
進
路
を
決

め
ま
し
た
。
今
後
、
研
究
成
果
を
生
か
し
現
場
で
実
践
し
て

い
っ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

体
力
低
下
は
中
高
年
層
に
も

メ
タ
ボ
撃
退
！

体
力
低
下
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
リ
ス
ク
と
の

間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
40
歳
以
上
を
対
象
と
す
る
メ
タ
ボ
健
診
が
始

ま
り
ま
し
た
。
お
腹
回
り
や
体
重
の
増
加
が
気
に
な
る
人
も

多
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
お
正
月
に
食
べ
過
ぎ
て
太
っ
て
し

ま
っ
た
、
と
感
じ
る
人
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
実
は
、

3
日
間
ほ
ど
の
短
期
的
な
体
重
増
加
は
脂
肪
で
は
な
い
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
3
日
間
で
2
㎏
の
体
重

が
増
え
た
と
し
ま
す
。
身
体
に
蓄
え
ら
れ
る
脂
肪
組
織
1
ｇ

の
熱
量
は
約
7
ｋcal
で
す
。
仮
に
2
㎏
の
体
重
増
が
す
べ
て

脂
肪
だ
と
す
る
と
、
1
4
、0
0
0
ｋ
cal
を
貯
め
込
ん
だ
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
換
算
で
45
個

分
、
お
に
ぎ
り
換
算
で
80
個
分
に
相
当
す
る
の
で
、
食
事
の

過
剰
摂
取
の
面
か
ら
は
あ
り
そ
う
に
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
20
歳
代
の
健
常
な
8
人
に
3
日
間
、
普
段
の

食
事
よ
り
1
、5
0
0
ｋ
cal
余
分
に
摂
り
続
け
る
と
ど
う
な

る
か
、
実
験
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
過
食
後
に
体
重
は

平
均
8
3
0
ｇ
増
加
し
ま
し
た
が
、
脂
肪
量
の
増
加
は
平
均

約
50
ｇ
で
あ
り
、
増
加
分
の
90
％
以
上
が
脂
肪
以
外
と
い
う

結
果
と
な
り
ま
し
た
（
図
2
）⑷
。
実
際
に
増
加
し
た
成
分
は

水
分
で
あ
る
こ
と
が
詳
細
な
実
験
か
ら
判
明
し
ま
し
た
。
実

験
終
了
後
、
通
常
の
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
増
え
た
体
重
が

い
つ
戻
る
か
追
跡
し
た
と
こ
ろ
、
早
い
人
で
1
日
、
長
い
人

で
14
日
間
、
平
均
は
5
日
間
と
い
う
結
果
で
し
た
。
年
末
年

始
や
歓
送
迎
会
の
時
期
に
は
、
食
べ
過
ぎ
を
気
に
す
る
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
息
が
弾
む
程
度
の
軽
運
動
を
し
て

汗
を
流
す
と
、
体
重
は
元
に
戻
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
数
カ
月
掛
け
て
増
え
た
体
重
を
落
と
す
方
法
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
半
年
で
3
㎏
の
体
重
が
増
え
た

と
し
ま
す
。
1
8
0
日
で
2
1
、0
0
0
ｋ
cal
を
溜
め
込
ん

だ
こ
と
に
な
る
の
で
、
1
日
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約

1
2
0
ｋ
cal
を
余
分
に
摂
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
お
に
ぎ
り
2
／
3
個
、
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
20
ｇ
の
カ
ロ

リ
ー
に
相
当
し
ま
す
。
体
重
は
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー
と
消
費
カ図3 カロリーの出納バランス

体重のコントロールはエネルギー出納バランスで決まる。

図2 1日に1，500kcal を3日間連続で余分に摂取した場合
の体重の変化とその内訳
過食後は平均で約830ｇの体重の増加が認められたが、脂肪

量の増加は約50ｇで、増加分のほとんどが水分であると考え
られる。
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ロ
リ
ー
の
出
納
バ
ラ
ン
ス
で
決
ま
る
の
で
（
図
3
）、
消
費

が
摂
取
を
上
回
る
と
体
重
は
減
り
、
逆
に
摂
取
が
消
費
を
上

回
る
と
体
重
は
増
加
し
ま
す
。
い
か
に
消
費
を
増
や
す
か
が

脂
肪
撃
退
の
鍵
と
な
り
ま
す
。
消
費
を
増
や
す
方
法
と
し
て
、

い
つ
で
も
誰
で
も
気
軽
に
で
き
そ
う
な
の
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
し
ょ
う
。
最
近
で
は
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
、
同
じ
距
離
で
あ
れ
ば
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

比
べ
約
2
倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
計
算
は
と
て
も
簡
単
で
、
1
㎞
走
れ
ば
、
体
重
1
㎏

当
た
り
1
ｋ
cal
消
費
し
ま
す
。
ま
た
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
は
、

走
る
ス
ピ
ー
ド
に
関
係
な
く
走
行
距
離
に
比
例
す
る
の
で
、

ゆ
っ
く
り
走
っ
て
も
速
く
走
っ
て
も
走
っ
た
距
離
が
同
じ
で

あ
れ
ば
、
消
費
も
同
じ
と
な
り
ま
す
。
先
に
、
1
日
1
2
0

ｋ
cal
余
分
に
摂
取
す
る
と
半
年
で
3
㎏
増
え
る
こ
と
を
述
べ

ま
し
た
。
発
想
を
逆
転
さ
せ
る
と
、
1
日
1
2
0
ｋ
cal
を

余
分
に
消
費
す
る
と
半
年
で
3
㎏
の
減
量
に
成
功
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。1
2
0
ｋ
cal
は
、体
重
75
㎏
の
人
で
は
約
1
・

6
㎞
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
相
当
し
ま
す
。
時
間
に
し
て
15
分
程

度
の
運
動
で
す
。
最
近
で
は
、
総
運
動
時
間
が
同
じ
場
合
、

小
分
け
に
運
動
を
実
施
し
て
も
同
等
の
減
量
効
果
が
得
ら
れ

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ

と
が
、
減
量
へ
の
第
一
歩
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

身
体
を
動
か
し
、
脳
ス
ッ
キ
リ

ラ
ン
ナ
ー
ズ
ハ
イ
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？
私
た
ち
は
、「
ス
ウ
ス
ウ
、
ハ
ア
ハ
ア
」
と
リ
ズ
ミ

カ
ル
に
呼
吸
を
し
な
が
ら
走
っ
て
い
る
う
ち
に
、
脳
の
中
で

快
適
を
促
す
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
、
何
と
も
い
え
な
い
高

揚
感
や
達
成
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
ラ
ン

ナ
ー
ズ
ハ
イ
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、「
ゼ
エ
ゼ
エ
、
ハ

ア
ハ
ア
」
と
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
過
ぎ
て
は
そ
の
効
果
は
得
ら

れ
ま
せ
ん
。
ラ
ン
ナ
ー
は
自
分
の
心
地
良
い
ス
ピ
ー
ド
で
、

自
然
の
香
り
や
風
を
肌
で
感
じ
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
を
耳
に

し
、
五
感
を
適
度
に
刺
激
し
な
が
ら
心
地
良
さ
を
求
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

最
近
で
は
運
動
と
脳
機
能
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
が
進

み
、
軽
度
の
運
動
が
認
知
症
の
予
防
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
骨
格
筋
は
、
脳
か
ら
の
指

令
を
受
け
収
縮
し
、
そ
し
て
筋
肉
か
ら
感
覚
神
経
を
通
し
て

情
報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
運
動
を
し
な
や
か
に
実
行
す

る
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
骨
格
筋
を
動
か
す
こ
と

＝

脳
細
胞
の
活
動
を
刺
激
、
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
特
に
脳

つ
か
さ
ど

の
中
で
記
憶
を
司
る
海
馬
と
い
う
部
位
で
は
、
運
動
刺
激

で
神
経
活
動
が
活
発
に
な
る
こ
と
や
、
持
久
的
な
能
力
の
高

い
人
、
つ
ま
り
ス
タ
ミ
ナ
の
あ
る
人
の
海
馬
容
積
が
大
き
い

こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
運
動
中
に
認
知
機
能
検

査
を
実
施
し
た
研
究
に
よ
る
と
、
心
地
良
さ
を
感
じ
る
�
き

つ
く
も
な
く
楽
で
も
な
い
�
程
度
の
軽
運
動
が
認
知
機
能
を

向
上
さ
せ
、
脳
ス
ッ
キ
リ
状
態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
語
源
は
も
と
も
と
、「
そ
の

場
か
ら
離
れ
る
」「
嫌
な
も
の
や
仕
事
か
ら
の
解
放
を
求
め

気
晴
ら
し
を
す
る
」
で
す
。
筋
肉
を
動
か
し
脳
を
適
度
に
刺

激
す
る
こ
と
こ
そ
、
人
間
の
自
然
な
姿
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
刺
激
さ
れ
た
脳
は
、
身
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
低
下
を
感
知

し
、
食
欲
を
高
め
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
再
補
充
し
ま
す
。

現
代
社
会
の
「
食
べ
過
ぎ
た
た
め
に
運
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
状
態
は
、
人
間
の
本
質
と
は
逆
行
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ポ
ー
ツ
の
心
地
良
さ
を
求
め
て

2
0
1
2
年
度
【
福
岡
大
学
魅
力
あ
る
学
士
課
程
教
育

支
援
】
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
が
主
体
と
な
り
「
コ
コ

ロ
と
カ
ラ
ダ
の
ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
現
在
の
学
生
は
体
力
や
健

康
に
不
安
を
抱
え
る
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
正
課
授
業
と
し

て
で
は
な
く
、
誰
も
が
気
軽
に
い
つ
で
も
参
加
で
き
る
通
称

�
福
大
朝
ス
ポ
倶
楽
部
�
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
月
に
2
回

程
度
、
土
曜
日
の
早
朝
午
前
8
時
に
集
ま
り
、
約
1
時
間
程

度
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
な
ど
を
し
て
汗
を
流
し
ま
す
。
運
動
ば

か
り
で
は
な
く
、
食
事
に
関
す
る
情
報
提
供
や
一
緒
に
朝
食
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を
楽
し
む
時
間
な
ど
も
設
定
し
て
い
ま
す
。

福
岡
は
海
あ
り
山
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
に
は
絶
好

の
場
所
で
す
。
夏
期
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ヨ
ッ
ト
部

に
協
力
し
て
も
ら
い
小
戸
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
か
ら
博
多
湾
へ

の
ヨ
ッ
ト
体
験
や
カ
ヌ
ー
体
験
、
ま
た
湾
内
で
は
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
、
普
段
着
の
ま
ま
で
海
の
中
に
入
っ

て
、
緊
急
時
の
対
応
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
も
う
一
つ
の
夏

期
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
福
大
く
じ
ゅ
う
の
杜
キ
ャ
ン
パ
ス

（
大
分
県
）
の
冒
険
教
育
施
設
を
利
用
し
た
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
普
段
体
験
で
き
な
い
ロ
ッ
ク
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
と
信
頼
と
協
力
を
合

言
葉
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
冬
期
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、
く
じ
ゅ
う
の
杜
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
に
ス
キ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

参
加
し
た
学
生
の
声
は
、
氾
濫
す
る
情
報
過
多
の
時
代
・

ス
ピ
ー
ド
を
競
う
時
代
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
本
質
で
あ
る

�
気
晴
ら
し
、
心
地
良
さ
を
求
め
て
自
由
な
時
間
・
空
間
へ

の
移
動
�
が
、
学
生
生
活
を
�
生
き
��
活
き
�
そ
し
て
豊

か
に
さ
せ
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

朝
ス
ポ
倶
楽
部
参
加
者
か
ら
の
声

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
普
段
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と

（
登
山
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）
が
で
き
た
の
で
、
と

て
も
た
め
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
人
と
協
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
本
当
に
朝
ス
ポ
キ
ャ
ン
プ
に

参
加
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
こ
と
で
・
・
・
・
・
。

こ
の
2
泊
3
日
は
充
実
し
て
い
て
、
楽
し
さ
が
詰
ま
っ
て

い
た
の
で
、
福
岡
に
帰
っ
て
研
究
室
で
の
生
活
が
物
足
り

な
く
感
じ
ま
す
（
笑
）。
あ
っ
と
い
う
間
の
2
泊
3
日
で

し
た
が
、
今
年
の
夏
一
番
の
思
い
出
に
な
り
そ
う
で
す
�

貴
重
な
体
験
の
数
々
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
胸
に
秘
め
て
、
こ
れ
か
ら
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
！

汗を流した後は朝食タイム

バランスボールで体幹トレーニング

写真 福大朝スポ倶楽部の活動
博多湾ヨット体験

アドベンチャーキャンプ
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人生の「師」

作家 桐衣 朝子

稲
盛
和
夫
、瀬
戸
内
寂
聴
、五
木
寛
之
、エ
ミ
リ
ー
・
デ
ィ

キ
ン
ソ
ン
、
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
Ｅ
・
フ
ラ
ン
ク
ル
…
。

私
が
「
師
」
と
仰
ぐ
方
達
で
あ
る
。

う
ろ
こ

本
を
通
し
て
、
私
を
導
き
、
足
下
を
照
ら
し
、
目
か
ら
鱗

は
を
剥
ぎ
取
り
、
癒
や
し
て
く
れ
た
「
師
」
は
、
も
ち
ろ
ん
、

こ
こ
に
挙
げ
た
方
達
だ
け
で
は
な
い
。
本
は
、
身
近
な
生
身

の
人
間
同
様
、
私
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
く
れ
た
。

明
日
が
見
え
な
い
絶
望
の
日
々
に
、
魂
に
直
接
語
り
掛
け
、

背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
は
、
い
つ
も
「
本
」
だ
っ
た
。

本
を
読
む
と
い
う
こ
と
は
、
著
者
と
の
出
逢
い
で
あ
る
。

歴
史
上
の
人
物
が
、
英
雄
が
、
大
き
な
仕
事
を
為
し
た
人
が
、

特
別
な
体
験
を
し
た
人
が
、
本
と
い
う
媒
体
を
通
し
て
で
は

あ
る
が
、語
り
掛
け
て
く
れ
る
。な
ん
と
い
う
贅
沢
だ
ろ
う
！

六
歳
の
早
春
、
家
の
近
く
を
歩
い
て
い
た
ら
、
父
の
部
下

だ
っ
た
女
性
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
。

「
も
う
す
ぐ
小
学
生
ね
。
こ
れ
は
入
学
祝
い
よ
」

二
冊
の
本
を
手
渡
す
と
、
そ
の
女
性
は
ゆ
る
や
か
な
坂
道

を
下
り
て
い
っ
た
。

一
冊
は
黒
地
に
綺
麗
な
絵
が
描
か
れ
た
詩
集
、
も
う
一
冊

は
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
だ
っ
た
。

絵
本
で
は
な
い
本
を
読
ん
だ
の
は
、
そ
の
二
冊
が
最
初
で

読書の窓

朝
ス
ポ
、
今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
普
段
で
は
で

き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
の
機
会
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ヨ
ッ
ト
、
カ
ヌ
ー

は
競
技
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

今
回
の
体
験
で
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
1
・
2
年
次
か
ら

こ
の
よ
う
な
機
会
に
定
期
的
に
参
加
す
る
と
、
大
学
生
活

の
中
で
の
興
味
の
幅
も
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
、
今
後
の
活
動
に
も
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
ヨ
ッ
ト
・
カ
ヌ
ー
の
体
験
が
で
き
、
非
常
に
良

か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も

初
め
て
の
経
験
で
、
少
し
不
安
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
先

生
方
や
ヨ
ッ
ト
部
の
丁
寧
な
説
明
の
お
か
げ
で
、
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
あ
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。
暑
い
夏
を
乗
り
切
る
た

め
に
も
、
適
度
な
運
動
を
意
識
し
て
行
う
よ
う
、
心
掛
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

さ

今
の
小
学
生
が
大
学
生
に
な
る
頃
に
は
、
受
験
で
錆
び
付

い
た
カ
ラ
ダ
を
鍛
え
直
し
、
疲
れ
た
コ
コ
ロ
を
癒
や
す
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
き
っ
と
必
要
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
健
康
と
予
防
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
全
学
的
実
践
教
育

す
べ

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
健
康
づ
く
り
の
知
恵
と
術
を
兼
ね
備
え
た

人
材
育
成
に
結
び
付
き
、
今
後
の
わ
が
国
の
健
康
施
策
に
貢

献
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

参
考
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⑴
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あ
る
。

絵
本
と
違
っ
て
、「
字
」
だ�

け�

し
か
書
か
れ
て
い
な
い
こ

と
が
、
六
歳
の
私
に
は
と
て
も
不
満
だ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
時
は
ま
っ
た
く
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
の

だ
が
、
そ
の
「
だ
け
」
が
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。

私
は
、
い
つ
の
間
に
か
、
描
か
れ
て
い
な
い
絵
を
頭
の
中

で
描
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
想
像
力
と
い
う
道
具
を

使
っ
て
。
そ
の
道
具
は
、
使
い
込
む
ほ
ど
に
手
に
馴
染
み
、

進
化
し
た
。
そ
し
て
完
全
に
自
分
の
一
部
に
な
っ
て
い
っ
た
。

想
像
力
は
、
欠
け
て
い
る
部
分
を
補
う
力
が
あ
る
。
欠
け

た
部
分
が
な
く
、
望
む
も
の
が
充
分
に
与
え
ら
れ
て
い
る
状

態
で
は
、
想
像
力
が
そ
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
難
し
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
は
小
説
を
書
こ
う
と
す
る
時
、
キ
ー
ボ
ー
ド
に
触
れ
る

前
に
、
カ
ラ
ー
の
映
像
が
見
え
る
。
見
え
な
い
場
合
は
書
け

な
い
。

例
え
ば
、
江
戸
時
代
の
二
条
城
で
、
後
水
尾
天
皇
と
家
光

が
語
り
合
っ
て
い
た
り
、
鎖
国
下
の
出
島
で
阿
蘭
陀
人
の
カ

ピ
タ
ン
が
丸
山
遊
女
を
膝
に
抱
い
て
い
た
り
…
。
そ
ん
な
映

像
を
見
な
が
ら
、
私
は
そ
れ
を
書
き
写
す
。

私
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
想
像
力
豊
か
な
人
間
だ
と
思

う
が
、
そ
れ
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
天
性
の
も
の
だ
と
は
思
わ
な

つ
ち
か

い
。
お
そ
ら
く
、
字
だ�

け�

の
本
を
読
む
間
に
、
想
像
力
が
培

わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

日
頃
本
を
読
ま
な
い
と
言
う
人
に
出
逢
う
と
、「
な
ん
て

も
っ
た
い
な
い
こ
と
！
」
と
心
底
思
っ
て
し
ま
う
。

本
屋
さ
ん
や
図
書
館
は
、
宝
の
山
で
あ
る
。

最
近
は
「
電
子
ブ
ッ
ク
」
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
本
が
売
れ

な
い
時
代
に
な
っ
た
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
情
報
を
得
る
手
段

と
し
て
、
電
子
ブ
ッ
ク
は
非
常
に
便
利
な
ア
イ
テ
ム
だ
と
は

思
う
が
、
も
し
そ
れ
が
主
流
に
な
っ
て
、
本
屋
さ
ん
や
図
書

館
に
足
を
運
ぶ
人
が
少
な
く
な
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
あ

ま
り
に
も
残
念
な
こ
と
だ
。

本
を
、
情
報
を
得
る
た
め
の
道
具
と
し
て
の
み
考
え
る
な

こ
と
た

ら
ば
、
電
子
ブ
ッ
ク
で
事
足
り
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
本
は
そ
れ
以
上
の
も
の
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。

本
は
、「
今
」
だ
け
で
な
く
、
過
去
も
、
未
来
を
も
包
含

し
、
時
の
地
平
に
、
読
み
手
の
人
生
を
ま
ざ
ま
ざ
と
刻
印
す

る
力
を
持
っ
て
い
る
。

ひ
び罅

の
入
っ
た
壁
と
、
独
特
の
匂
い
…
。
建
て
替
わ
る
前
の

福
大
の
図
書
館
で
出
逢
っ
た
本
達
は
み
な
、
私
の
心
の
中
で
、

ま
と

懐
か
し
さ
と
少
し
の
寂
し
さ
を
纏
い
続
け
る
。

か
つ
て
先
輩
達
が
読
ん
だ
そ
の
本
を
、
後
輩
達
が
読
み
継

い
で
い
く
。
一
冊
の
本
は
、
そ
れ
を
手
に
し
た
す
べ
て
の
人

の
ぬ
く
も
り
を
、
記
憶
す
る
。
そ
の
記
憶
を
私
達
は
、
そ
れ

と
知
ら
ず
に
、
時
を
越
え
て
共
有
し
て
い
る
の
だ
。

私
の
娘
の
本
棚
に
は
、
私
が
読
み
き
か
せ
た
絵
本
が
並
ん

で
い
る
。
汚
れ
た
り
、
破
れ
た
り
し
て
い
る
絵
本
を
手
に
取

り
、
そ
っ
と
指
で
撫
で
る
と
、
母
親
に
な
り
た
て
の
迷
い
多

い
日
々
の
記
憶
が
よ
み
が
え
る
。

何
十
年
も
前
に
読
ん
だ
本
を
ぱ
ら
り
と
め
く
り
、
鉛
筆
で

線
が
引
い
て
あ
る
の
を
見
つ
け
て
、
若
き
日
の
私
が
何
を

思
っ
て
そ
こ
に
線
を
引
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
巡
ら
す
楽

し
み
も
捨
て
難
い
。

つ
い
最
近
、
私
は
三
十
年
以
上
前
に
読
ん
だ
本
を
も
う
一

度
じ
っ
く
り
と
読
み
返
す
機
会
を
得
た
。

東
日
本
大
震
災
の
後
、
被
災
地
を
中
心
に
六
十
年
以
上
前

に
書
か
れ
た
『
夜
と
霧
』
が
売
れ
て
い
る
と
知
り
、
も
う
一

度
読
ん
で
み
た
く
な
っ
た
の
だ
。

ユ
ダ
ヤ
系
の
心
理
学
者
で
あ
る
ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
Ｅ
・
フ

ラ
ン
ク
ル
が
、
第
二
次
大
戦
中
の
強
制
収
容
所
で
の
体
験
を

書
い
た
『
夜
と
霧
』
を
初
め
て
読
ん
だ
時
、
私
は
ま
だ
二
十

代
だ
っ
た
。

私
は
確
か
に
感
動
を
も
っ
て
そ
の
本
を
読
み
、
心
に
刻
ん

だ
の
だ
。
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し
か
し
、
子
供
を
育
て
、
親
の
死
に
目
に
も
会
い
、
大
病

も
し
、
苦
悩
の
た
め
に
眠
れ
ぬ
夜
を
幾
度
と
な
く
経
験
し
た

六
十
一
歳
の
私
が
読
ん
だ
『
夜
と
霧
』
は
、
二
十
代
の
私
が

読
ん
だ
、
あ
の
『
夜
と
霧
』
で
は
な
か
っ
た
。

二
十
代
の
私
と
六
十
一
歳
の
私
。
フ
ラ
ン
ク
ル
は
そ
の
時

そ
の
瞬
間
の
私
に
語
り
掛
け
て
く
れ
た
の
だ
。

読
書
と
は
、
書
き
手
と
読
み
手
の
一
対
一
の
関
係
に
他
な

ら
な
い
。
し
か
も
そ
の
関
係
は
、
時
間
性
と
い
う
根
源
的
時

間
に
お
い
て
、
唯
一
無
二
の
も
の
と
な
る
。
二
十
代
の
私
が

読
ん
だ
『
夜
と
霧
』
も
、
六
十
一
歳
の
私
が
読
ん
だ
『
夜
と

霧
』
も
、
た
だ
一
度
き
り
の
出
逢
い
な
の
だ
。

フ
ラ
ン
ク
ル
は
、
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
私
た
ち
が
苦
し
ん
だ
こ
と
も
、
す
べ
て
は
い
つ
で
も
現
実

の
中
へ
と
救
い
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
も
い
つ
か
は
過

去
の
も
の
と
な
る
の
だ
が
、
ま
さ
に
過
去
の
中
で
、
永
遠
に

保
存
さ
れ
る
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
過
去
で
あ
る
こ
と
も
、
一

種
の
あ�

る�

こ
と
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
は
も
っ
と
も
確
実
な
あ�

る�

こ
と
な
の
だ
」

フ
ラ
ン
ク
ル
が
強
制
収
容
所
で
、
二
千
五
百
人
の
仲
間
達

に
語
っ
た
、
血
を
吐
く
よ
う
な
言
葉
を
、
心
と
魂
で
理
解
す

る
の
に
、
私
は
六
十
一
年
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

二
年
前
、
私
は
乳
が
ん
を
患
っ
て
い
る
。

手
術
か
ら
数
ヶ
月
後
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
。

一
人
称
の
死
に
対
す
る
恐
怖
に
羽
交
い
締
め
に
さ
れ
た
ま

ま
、
私
は
一
日
中
テ
レ
ビ
の
前
に
い
た
。
大
変
な
数
の
三
人

称
の
死
が
テ
レ
ビ
を
通
し
て
刻
々
と
伝
え
ら
れ
る
。
私
が
精

神
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
の
に
、
さ
ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
な

か
っ
た
。

心
に
浮
か
ぶ
の
は
、
根
源
的
な
「
問
い
」
だ
っ
た
。

個
人
的
な
病
や
地
震
等
の
自
然
現
象
も
含
め
て
、
こ
の
世

界
に
現
れ
る
す
べ
て
の
事
象
に
は
、
何
ら
か
の
意
味
や
秩
序

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
、
何
の
意
味
も
秩
序
も
な
く
、
た
だ
現
れ
て
、

そ
し
て
消
え
去
る
だ
け
な
の
だ
ろ
う
か
。

も
し
後
者
だ
と
し
た
ら
、
こ
の
世
界
は
何
と
虚
し
い
場
所

な
の
だ
ろ
う
…
！

か
ら

と

答
の
見
つ
か
ら
な
い
問
い
に
搦
め
捕
ら
れ
た
私
は
、
正
気

を
保
つ
た
め
に
、
文
章
を
綴
っ
た
。
私
が
創
っ
た
世
界
に
逃

げ
込
ん
だ
の
だ
。

そ
の
間
、
私
が
創
り
出
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
が
、
言
語

を
通
さ
ず
に
さ
さ
や
き
続
け
て
い
た
。

「
す
べ
て
の
事
象
は
、
消
え
去
る
の
で
は
な
い
。
想
い
も
行ひ

と

為
も
、
愛
し
た
こ
と
も
苦
し
ん
だ
こ
と
も
、
こ
の
世
界
に
一

た
び度

現
れ
た
も
の
は
、
何
ひ
と
つ
無
に
は
な
ら
な
い
。
永
遠
の

不
在
に
入
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
永
遠
に
存
在
し
続
け
る
。

だ
か
ら
、
こ
の
世
界
は
虚
し
い
場
所
で
は
な
い
」
と
。

も
が
き
な
が
ら
書
い
た
こ
の
作
品
が
「
第
十
三
回
小
学
館

文
庫
小
説
賞
」
の
受
賞
作
と
な
っ
た
。

フ
ラ
ン
ク
ル
は
、
こ
う
言
っ
て
い
る
。

「
私
達
が
な
し
た
こ
と
も
、
苦
し
ん
だ
こ
と
も
…
い
つ
か
は

過
去
の
も
の
に
な
る
の
だ
が
、
ま
さ
に
過
去
の
中
で
、
永
遠

に
保
存
さ
れ
る
」

私
の
小
説
の
中
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
が
絶
え
間
な
く
さ
さ

や
き
続
け
て
く
れ
た
言
葉
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
符
合
に
気
付
い
た
時
、
フ
ラ
ン
ク
ル
は
私
の
「
師
」
と

な
り
、
友
と
な
っ
た
。

私
は
、
文
学
賞
を
い
た
だ
い
て
本
を
出
す
こ
と
が
決
ま
っ

た
時
、
心
か
ら
祈
っ
た
。

か
つ
て
読
ん
だ
本
達
が
、
私
に
し
て
く
れ
た
よ
う
に
、
私

が
書
い
た
本
が
、
誰
か
の
心
を
癒
や
し
、
人
生
を
肯
定
す
る

助
け
に
な
り
ま
す
よ
う
に
…
。

私
は
今
も
毎
日
祈
り
続
け
て
い
る
。

あ
り
が
た
い
こ
と
に
福
岡
大
学
は
、
卒
業
生
に
も
図
書
館

の
利
用
カ
ー
ド
を
発
行
し
て
く
れ
る
。
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選
ぶ
こ
と
と
は

―
そ
の
先
に
あ
る
も
の
―

法
学
部
講
師

東
原

正
明

そ
の
悲
し
み
や
憂
鬱
、
あ
る
い
は
渇
望
こ
そ
が
未
来
の
他

者
へ
の
反
響
―
未
来
の
他
者
の
方
か
ら
初
め
て
対
自
化
で
き

る
心
情
―
な
の
で
あ
り
、
も
っ
と
端
的
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、

未
来
の
他
者
の
現
在
に
お
け
る
存
在
の
仕
方
な
の
だ
。
も
し
、

わ
れ
わ
れ
が
、
そ
の
心
情
に
応
じ
て
行
動
し
た
な
ら
ば
、
そ

れ
は
結
果
的
に
未
来
の
他
者
と
連
帯
し
た
こ
と
に
な
る
は
ず

だ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
心
情
に
応
じ
た
行
動
と
は
、
未
来

の
他
者
を
救
済
す
る
行
動
で
も
あ
る
か
ら
だ
。

大
澤
真
幸
『
夢
よ
り
も
深
い
覚
醒
へ

3
・
11
後
の
哲
学
』

（
岩
波
書
店
、
2
0
1
2
年
）

は
じ
め
に

「
浦
島
太
郎
現
象
」
な
る
言
葉
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
分

か
ら
な
い
が
、
し
ば
ら
く
外
国
で
生
活
し
た
後
に
帰
国
し
た

際
、
日
本
社
会
で
の
様
々
な
変
化
や
新
し
い
も
の
の
登
場
に

驚
く
こ
と
が
あ
る
。
ま
る
で
、
自
分
だ
け
数
年
前
で
時
間
が

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
で
あ
る
。

2
年
半
暮
ら
し
た
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
2
0
1
0
年
秋
に
帰
国

し
て
み
る
と
、「
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
」
な
る
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
が

活
動
し
て
い
た
。
も
と
も
と
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
ば
か
り
聴
い
て

い
て
日
本
の
音
楽
シ
ー
ン
に
全
く
興
味
の
な
い
身
と
し
て
は
、

論 壇

次
の
作
品
に
取
り
掛
か
る
時
に
は
、
懐
か
し
い
キ
ャ
ン
パ

ス
を
通
っ
て
、
美
し
く
建
て
替
わ
っ
た
図
書
館
に
足
を
運
ぼ

う
。そ

こ
で
ま
た
、
新
た
な
生
涯
の
「
師
」
と
の
出
逢
い
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
と
、
期
待
し
な
が
ら
。

作
家

桐
衣
朝
子

（
き
り
え
あ
さ
こ
）

1
9
5
1
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。
福
岡
市
内
の
高
校
を

卒
業
後
、
歯
科
衛
生
士
専
門
学
校
に
学
び
、
英
語
塾
講
師

を
経
て
結
婚
。
1
9
9
7
年
、
46
歳
で
社
会
人
入
試
に
合

格
し
福
岡
大
学
人
文
学
部
文
化
学
科
に
入
学
、
心
理
学
を

専
攻
。

2
0
0
3
年
、
52
歳
で
九
州
大
学
大
学
院
に
入
学
。
哲

学
と
生
命
倫
理
学
を
学
ぶ
。
2
0
0
5
年
比
較
社
会
文
化

修
士
課
程
修
了
。『
ガ
ラ
シ
ャ
夫
人
の
お
手
玉
』
で

2
0
1
2
年
第
十
三
回
「
小
学
館
文
庫
小
説
賞
」
を
受
賞
。

福
岡
県
在
住
。
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そ
も
そ
も
グ
ル
ー
プ
名
の
読
み
方
も
分
か
ら
ず
、「
Ａ
Ｋ
Ｂ

〔
よ
ん
じ
ゅ
う
は
ち
〕」
な
ど
と
言
っ
て
周
囲
に
呆
れ
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
驚
い
た
の
は
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の「
選

抜
総
選
挙
」
な
る
も
の
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は

フ
ァ
ン
（＝
消
費
者
）、
そ
し
て
大
手
メ
デ
ィ
ア
を
も
巻
き

込
ん
だ
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
「
総
選
挙
」
は
、
あ
る
曲
を
誰
が
中
心
に
な
っ
て
歌

う
か
な
ど
を
決
め
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。も
ち
ろ
ん
、フ
ァ

ン
に
と
っ
て
は
大
き
な
出
来
事
で
あ
り
、「
投
票
結
果
」
に

一
喜
一
憂
す
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
48

の
「
総
選
挙
」
は
、
あ
く
ま
で
も
芸
能
界
の
中
で
の
出
来
事

で
あ
り
、
フ
ァ
ン
、
そ
し
て
関
心
を
持
つ
人
々
に
と
っ
て
の

「
イ
ベ
ン
ト
」
で
し
か
な
い
。
当
然
な
が
ら
、
こ
の
「
総
選

挙
」
が
首
相
交
代
な
ど
の
政
治
的
な
影
響
を
日
本
社
会
に
与

え
る
こ
と
は
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
「
総
選
挙
」
で
も
衆
議
院
議
員
の

「
総
選
挙
」
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
こ
の
選
挙
の
結
果
、

議
会
に
過
半
数
を
得
た
政
党
や
政
党
の
連
合
は
（
連
立
）
政

権
を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
。
仮
に
選
挙
の
前
後
で
議
会
内
多

数
派
に
変
化
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
政
権
交
代
や
連
立
組
み

替
え
な
ど
の
現
象
が
起
こ
る
。
こ
の
「
総
選
挙
」
は
日
本
政

治
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

1
「
選
ぶ
」
と
は

そ
れ
で
は
、「
選
ぶ
」
と
は
ど
う
い
う
行
為
だ
ろ
う
か
。

私
た
ち
は
日
常
的
に
様
々
な
選
択
を
し
て
い
る
。
お
店
に
行

け
ば
、
数
多
く
の
商
品
や
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
自
分
の
好
み
の
も

の
を
選
び
、
購
入
す
る
。
車
を
運
転
す
れ
ば
走
行
車
線
を
選

ぶ
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
大
学
で
は
、
自
分
の
関

心
や
取
得
単
位
数
な
ど
を
基
準
に
し
て
履
修
科
目
を
選
ん
で

い
る
。
先
に
述
べ
た
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
「
総
選
挙
」
の
場
合
、
好

み
の
メ
ン
バ
ー
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

政
治
の
場
面
で
は
ど
う
か
。
代
表
制
民
主
主
義
を
採
用
す

る
日
本
に
お
い
て
、
選
挙
の
際
、
有
権
者
は
国
政
レ
ベ
ル
で

は
国
会
議
員
を
、
地
方
政
治
レ
ベ
ル
で
は
都
道
府
県
議
会
や

市
町
村
議
会
の
議
員
、
都
道
府
県
や
市
町
村
の
首
長
を
選
び
、

投
票
す
る
。
直
接
民
主
主
義
的
に
は
、
例
え
ば
住
民
投
票
が

制
度
化
さ
れ
、
そ
れ
が
実
施
さ
れ
る
場
合
、
投
票
者
は
あ
る

特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
自
ら
の
意
見
に
従
っ
て
賛
否
な
ど

を
表
明
す
る
。

選
挙
で
は
、
有
権
者
は
個
別
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
投
票
を

行
う
わ
け
で
は
な
い
。
各
政
党
は
幅
広
い
政
策
分
野
を
網
羅

し
た
政
党
公
約
（
近
年
で
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
多
い
）
を
有
権
者
に
提
示
し
、
選
挙
戦
に
臨
む
。
ま
た
、

各
党
間
で
大
き
く
立
場
の
分
か
れ
る
争
点
が
存
在
し
て
お
り
、

例
え
ば
2
0
1
2
年
の
衆
議
院
総
選
挙
で
は
、
原
子
力
政
策
、

経
済
政
策
や
沖
縄
に
駐
留
す
る
米
軍
基
地
の
問
題
、
税
制
、

社
会
政
策
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
う
し
た
政

党
公
約
や
争
点
を
踏
ま
え
、
有
権
者
は
政
党
や
候
補
者
に
投

票
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
近
年
の
投
票
行
動
の
研
究
に
お
い

て
は
、
性
別
や
年
齢
、
学
歴
、
職
業
、
社
会
的
地
位
、
居
住

地
域
な
ど
と
い
っ
た
社
会
学
的
要
因
と
、
候
補
者
に
対
す
る

イ
メ
ー
ジ
や
政
党
に
対
す
る
支
持
意
識
、
争
点
に
対
す
る
態

度
な
ど
の
心
理
学
的
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
、
選
挙
結

果
が
生
じ
る
と
さ
れ
る
。

2

日
本
に
お
け
る
総
選
挙
と
は

日
本
で
は
、
総
選
挙
は
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
と
い

う
制
度
の
下
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
選
挙
制
度
は
、
各

選
挙
区
の
定
数
を
1
と
し
、
第
1
位
に
な
っ
た
候
補
者
を
当

選
と
す
る
小
選
挙
区
制
と
、
国
内
を
11
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
た

比
例
代
表
制
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
比
例

代
表
制
で
は
、
有
権
者
は
支
持
す
る
政
党
に
投
票
し
、
得
票

に
応
じ
て
各
党
に
議
席
が
比
例
配
分
さ
れ
る
が
、
小
選
挙
区

制
に
お
い
て
は
、
第
1
位
と
な
っ
た
候
補
以
外
に
投
じ
ら
れ

た
票
は
議
席
に
結
び
付
か
な
い
死
票
と
な
る
。
政
治
学
者

デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
に
よ
れ
ば
、「
小
選
挙
区
制
は
二
大
政
党

化
を
も
た
ら
し
、
比
例
代
表
制
は
多
党
化
を
促
進
す
る
」
と

さ
れ
る
（
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
の
法
則
）。
彼
は
、
小
選
挙
区

制
に
お
い
て
二
大
政
党
化
が
進
む
要
因
と
し
て
2
点
挙
げ
て

い
る
。
そ
の
第
一
は
機
械
的
要
因
で
あ
り
、
こ
の
制
度
で
は

中
小
政
党
の
得
票
が
議
席
に
反
映
さ
れ
な
い
た
め
、
大
政
党
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得票率 議席率

民主党 自民党

100％

75％

50％

25％

0％

21.3 %

73.7 %

38.7 %
47.4 %

が
過
大
代
表
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
心
理
的

要
因
で
あ
る
。
有
権
者
は
当
選
の
見
込
み
の
な
い
中
小
政
党

に
投
票
す
る
こ
と
を
や
め
、
自
ら
の
票
が
議
席
に
結
び
付
く

こ
と
を
期
待
し
て
大
政
党
に
投
票
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
に
お
い
て
は
、
小
選

挙
区
部
分
の
議
席
比
率
が
比
例
代
表
部
分
の
議
席
比
率
と
比

較
し
て
大
き
い
こ
と
、
比
例
代
表
も
全
国
一
区
で
は
な
く
ブ

ロ
ッ
ク
制
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
選
挙
区
制
の
効

果
が
強
く
表
れ
、
1
9
9
6
年
の
総
選
挙
で
こ
の
制
度
が

導
入
さ
れ
て
以
降
、
衆
議
院
に
お
け
る
二
大
政
党
化
が
急
激

に
進
ん
だ
。
ま
た
、
日
本
で
は
小
選
挙
区
一
回
投
票
制
が
採

か
い
り

用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
得
票
率
と
議
席
率
に
大
き
な
乖
離

が
生
じ
る
と
い
う
制
度
上
の
問
題
点
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い

る
。「
政
権
交
代
選
挙
」
と
な
っ
た
2
0
0
9
年
の
総
選
挙

に
お
い
て
は
、
小
選
挙
区
制
と
比
例
代
表
制
を
単
純
に
足
し

合
わ
せ
た
こ
の
制
度
の
下
で
、
民
主
党
が
3
0
8
議
席
、
自

民
党
が
1
1
9
議
席
を
獲
得
し
た
。
そ
の
う
ち
、
全
4
8
0

議
席
中
3
0
0
議
席
を
占
め
る
小
選
挙
区
部
分
に
お
け
る
民

主
党
の
議
席
率
は
73
・
7
％
、
自
民
党
は
21
・
3
％
で
あ
っ

た
。
両
党
の
議
席
率
に
は
大
き
な
差
が
あ
り
、
小
選
挙
区
部

分
に
お
い
て
は
民
主
党
が
自
民
党
に
「
圧
勝
」
し
た
よ
う
に

も
見
え
る
。し
か
し
、両
党
の
得
票
率
は
そ
れ
ぞ
れ
47
・

4
％
、
38
・
7
％
で
あ
り
、
そ
の
差
は
10
ポ
イ
ン
ト
弱
に

す
ぎ
な
い
。
一
方
、
比
例
代
表
部
分
で
の
得
票
率
は
、
民
主

党
が
42
・
4
％
、
自
民
党
が
26
・
7
％
で
あ
っ
た
が
、
議

席
率
も
民
主
党
が
48
・
3
％
、
自
民
党
が
30
・
6
％
と
、

得
票
率
と
議
席
率

は
両
党
と
も
比
較

的
接
近
し
て
い
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
制
の
影

響
を
受
け
て
い
る

と
は
い
え
、
比
例

代
表
制
の
効
果
が

あ
る
程
度
表
れ
た

と
言
え
よ
う
。

得
票
を
議
席
に

「
変
換
」
す
る
の
が
選
挙
制
度
で
あ
る
が
、
2
0
0
9
年
の

結
果
を
見
る
と
小
選
挙
区
部
分
で
得
票
率
と
議
席
率
に
は
非

常
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
有
権
者
の
民
意
が
議
席
に
十
分
反

映
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、「
国
民
の
多
く

が
政
権
交
代
を
支
持
し
た
」
と
単
純
に
説
明
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
小
選
挙
区
一
回
投
票
制
の
「
非
民
主
性
」
を
指

摘
す
る
研
究
者
が
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

3

2
0
0
9
年
の
政
権
交
代
か
ら

2
0
0
9
年
に
実
施
さ
れ
た
総
選
挙
の
結
果
、
そ
れ
ま
で

の
自
民
党
主
導
の
連
立
政
権
に
代
わ
っ
て
、
民
主
党
主
導
の

連
立
政
権
が
誕
生
し
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
確
か
に

現
在
の
衆
議
院
の
選
挙
制
度
に
は
、
民
意
の
議
席
へ
の
反
映

と
い
う
点
で
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

現
行
選
挙
制
度
に
お
い
て
示
さ
れ
た
「
民
意
」
に
基
づ
い
て

新
政
権
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
小
選
挙
区
比

例
代
表
並
立
制
と
い
う
選
挙
制
度
の
下
で
、
国
民
は
政
権
交

代
を
「
選
ん
だ
」
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
マ
ス
コ
ミ
を
中
心

に
当
初
は
政
権
交
代
へ
の
期
待
が
多
く
語
ら
れ
た
も
の
の
、

そ
の
後
の
民
主
党
政
権
は
、
沖
縄
の
米
軍
普
天
間
飛
行
場
移

設
問
題
な
ど
で
迷
走
し
、
総
選
挙
時
に
提
示
し
た
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
内
容
を
十
分
に
実
行
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

民
主
党
に
は
多
く
の
批
判
が
集
ま
り
、
政
権
支
持
率
の
大
幅

な
低
下
が
見
ら
れ
た
。

そ
れ
で
は
、
日
本
の
有
権
者
が
「
選
ん
だ
」
民
主
党
政
権

は
、
政
権
交
代
と
い
う
「
実
験
」
に
失
敗
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
政
権
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
観
点
か
ら
今
後
幅
広
く
研

究
が
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
は
多
く
の
功
罪
が
明
ら

か
に
な
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
2
0
1
1
年
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島
第
一
原
発
事
故
後
の
日
本
の
原
子

力
政
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
2
0
0
9

年
に
政
権
交
代
が
起
こ
ら
ず
、
自
民
党
政
権
が
継
続
し
て
い

た
と
し
た
ら
、
現
在
の
よ
う
に
国
内
の
ほ
と
ん
ど
の
原
発
が

停
止
す
る
状
況
は
生
ま
れ
た
だ
ろ
う
か
。
民
主
党
政
権
に
つ

い
て
は
、
事
故
直
後
の
対
応
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
批
判
さ

れ
る
べ
き
点
は
数
多
く
、
福
井
県
の
大
飯
原
発
も
様
々
に
理

2009年総選挙における小選挙区部分での得票率と議席率
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由
付
け
さ
れ
つ
つ
再
稼
働
さ
れ
た
。
た
だ
、
そ
れ
以
外
の
原

発
の
稼
働
は
認
め
ら
れ
ず
、
同
党
が
発
表
し
た
2
0
1
2
年

総
選
挙
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
2
0
3
0
年
代
ま
で
に
「
原

発
ゼ
ロ
」
を
実
現
す
る
と
表
明
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
自

民
党
で
は
ど
う
か
。
日
本
の
原
子
力
政
策
に
お
い
て
は
、
原

発
は
核
兵
器
と
切
り
離
さ
れ
、「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
と

い
う
言
葉
の
下
に
相
次
い
で
建
設
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
政
策

を
国
策
と
し
て
中
心
的
に
推
進
し
た
の
は
、
自
民
党
で
あ
っ

た
。
福
島
で
の
事
故
の
後
、
多
く
の
人
々
が
住
ん
で
い
た
土

地
を
追
わ
れ
、
立
ち
入
り
禁
止
区
域
が
設
定
さ
れ
て
帰
還
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
状
況
が
生
じ
た
。
一
度
原
発
事
故
が
発

生
す
れ
ば
、
放
射
能
の
影
響
か
ら
国
土
の
大
き
な
部
分
が
人

の
住
め
な
い
土
地
と
な
っ
て
し
ま
い
、
重
大
な
健
康
被
害
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
民
党
で
は

「
2
0
3
0
年
代
ま
で
に
原
発
ゼ
ロ
は
無
責
任
」
と
も
主
張

さ
れ
て
い
る
。

民
主
党
政
権
の
問
題
点
は
数
多
く
あ
る
。
そ
れ
ら
は
十
分

に
検
証
さ
れ
、
教
訓
と
し
て
記
憶
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
指
摘
し
た
い
の
は
、
彼
ら
が
進
め
た
各
政

策
の
是
非
で
は
な
い
。
2
0
0
9
年
の
総
選
挙
で
有
権
者
は

―
小
選
挙
区
制
を
中
心
と
す
る
現
在
の
選
挙
制
度
に
は
大
き

な
問
題
が
あ
る
と
は
い
え
―
民
主
党
に
衆
議
院
で
の
多
数
を

与
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
有
権
者
は
、
現
行
選
挙
制
度

の
下
で
民
主
党
政
権
を
「
選
ん
だ
」
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

彼
ら
は
、
2
0
0
9
年
選
挙
で
は
ま
だ
原
子
力
の
利
用
に
積

極
的
で
あ
っ
た
も
の
の
、
現
在
で
は
「
脱
原
発
」
を
主
張
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
政
権
交
代
の
結
果
は
、
事
故

後
の
原
発
停
止
や
原
子
力
規
制
の
在
り
方
に
関
す
る
議
論
な

ど
に
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
仮
に
、
今

な
お
脱
原
発
を
積
極
的
に
訴
え
よ
う
と
し
な
い
自
民
党
に
よ

る
政
権
が
事
故
後
の
原
子
力
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
と
し

た
ら
、
多
く
の
原
発
が
停
止
し
、
再
稼
働
の
時
期
が
不
透
明

と
な
る
よ
う
な
状
況
は
生
ま
れ
た
だ
ろ
う
か
。
民
主
党
と
自

民
党
で
は
、
そ
の
対
応
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
有
権
者
が
「
選
ん
だ
」
政
権
に
よ
っ
て
、

日
本
の
原
子
力
政
策
に
重
大
な
変
化
が
訪
れ
た
可
能
性
が
指

摘
で
き
よ
う
。

4

ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
経
験
か
ら

前
節
で
は
、
日
本
で
の
政
権
交
代
の
経
験
に
つ
い
て
考
察

し
て
み
た
。
こ
こ
で
は
も
う
一
例
、
戦
間
期
か
ら
第
二
次
世

界
大
戦
に
至
る
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
そ
の
目

的
は
、
ナ
チ
党
政
権
下
の
宣
伝
大
臣
で
あ
っ
た
ゲ
ッ
ペ
ル
ス

の
言
葉
を
導
き
出
す
こ
と
に
あ
る
。

ヴ
ァ
イ
マ
ル
共
和
国
期
の
ド
イ
ツ
で
は
経
済
的
・
社
会
的

に
危
機
が
進
行
し
、
国
民
の
不
安
と
不
満
が
増
大
す
る
中
、

ナ
チ
党
と
共
産
党
と
い
う
左
右
の
急
進
的
な
政
策
を
掲
げ
る

政
党
が
勢
力
を
拡
大
さ
せ
た
。
1
9
3
2
年
夏
に
は
、
ナ
チ

党
は
総
選
挙
で
37
・
3
％
の
支
持
を
受
け
、
2
3
0
議
席

を
獲
得
し
て
第
一
党
と
な
っ
た
（
総
議
席
数
6
0
8
）。
1

9
3
3
年
に
ヒ
ト
ラ
ー
は
首
相
に
就
任
し
、
さ
ら
に
同
年
の

総
選
挙
で
は
得
票
率
43
・
9
％
で
2
8
8
議
席
を
得
た
（
総

議
席
数
6
4
7
）。
ヒ
ト
ラ
ー
は
後
に
総
統
と
な
り
、
独
裁

体
制
を
築
い
て
人
々
の
政
治
活
動
の
自
由
を
奪
っ
て
い
っ
た
。

ナ
チ
党
の
台
頭
に
は
、
選
挙
制
度
の
特
性
や
街
頭
に
お
け
る

暴
力
な
ど
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
数
多
く
あ
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
彼
ら
が
多
数
の
国
民
の
支
持
を

得
て
政
権
を
獲
得
し
た
事
実
は
重
い
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
は
、

世
界
大
戦
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、1
9
4
5
年
春
、第
二
次
世
界
大
戦
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
最
末
期
、
ド
イ
ツ
は
東
西
か
ら
攻
め
込
ま
れ
敗

北
も
間
近
と
な
っ
て
い
た
。
首
都
ベ
ル
リ
ン
は
ソ
連
軍
に
よ

る
激
し
い
砲
撃
を
受
け
、
廃
墟
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
ド
イ

ツ
が
東
西
か
ら
連
合
国
の
攻
撃
を
受
け
、
敗
北
寸
前
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ゲ
ッ
ペ
ル
ス
は
、
ド
イ
ツ
国
民
が

「
東
部
戦
線
で
は
逃
亡
し
、
西
部
戦
線
で
は
白
旗
を
振
っ
て

敵
を
迎
え
て
い
る
」
と
指
摘
し
、「
わ
れ
わ
れ
は
ド
イ
ツ
国

民
に
無
理
強
い
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。（
略
）
国
民
が

自
分
の
方
か
ら
わ
れ
わ
れ
に
委
任
し
た
の
だ
。
…
つ
ま
り
は

自
業
自
得
と
い
う
こ
と
だ
」と
述
べ
た
と
い
う（
ヨ
ア
ヒ
ム
・

フ
ィ
ス
ト
（
鈴
木
直
訳
）『
ヒ
ト
ラ
ー

最
後
の
12
日
間
』

〔
岩
波
書
店
、
2
0
0
5
年
〕）。
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こ
の
ゲ
ッ
ペ
ル
ス
の
言
葉
に
は
、「
選
ぶ
」
こ
と
の
一
つ

の
重
要
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
必
ず
し
も
ナ

チ
党
が
民
主
的
に
権
力
を
獲
得
し
た
わ
け
で
は
な
い
点
に
は

十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
ヴ
ァ
イ
マ
ル
共

和
国
に
お
い
て
、
彼
ら
に
は
一
定
の
支
持
が
あ
っ
た
。
そ
の

支
持
を
土
台
に
、
ナ
チ
党
は
ヒ
ト
ラ
ー
の
下
に
独
裁
体
制
を

つ
く
り
上
げ
た
。
そ
し
て
世
界
大
戦
に
突
入
し
、
連
合
国
か

ら
ド
イ
ツ
全
土
が
焦
土
と
化
す
よ
う
な
激
し
い
攻
撃
を
受
け

て
第
三
帝
国
は
崩
壊
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
選
ぶ
」

こ
と
の
意
味
と
は
、
ド
イ
ツ
国
民
自
身
が
―
様
々
に
考
慮
す

る
べ
き
状
況
が
あ
っ
た
と
し
て
も
―
ナ
チ
党
を
「
選
ん
だ
」

の
で
あ
り
、
そ
の
責
任
も
ま
た
国
民
が
負
わ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
国
民
は
、
そ

の
責
任
を
、
戦
後
今
な
お
負
い
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に
―
選
ぶ
こ
と
の
責
任

こ
こ
ま
で
の
考
察
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
だ

ろ
う
か
。
私
た
ち
の
「
選
ぶ
」
と
い
う
行
為
は
、
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
日
常
生
活
全
般
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

極
め
て
個
人
的
な
領
域
に
お
け
る
こ
と
か
ら
、
政
治
に
限
ら

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や
学
校
な
ど
の
領
域
に
お
け
る
も
の

ま
で
幅
広
い
。
職
場
や
学
校
な
ど
で
の
「
選
ぶ
」
と
い
う
行

為
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
仕
事
に
関
す
る
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
の
機
関
決
定
で
あ
っ
た
り
、
学
習
発
表
に
つ
い
て
の
友

人
と
の
討
論
結
果
を
踏
ま
え
た
選
択
で
あ
っ
た
り
と
多
様
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
場
合
に
も
「
選
ん
だ
」
こ
と

に
よ
っ
て
責
任
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
職
場
の
機
関
決
定
で

あ
れ
ば
従
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
し
、
学
習
発
表
の
場
合
は

討
論
結
果
に
基
づ
き
責
任
を
持
っ
て
聴
衆
に
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
職
場
や
学
校
と
政
治
で
は
質
的
に

大
き
な
違
い
が
あ
る
が
、
選
ん
だ
後
に
責
任
を
負
う
と
い
う

点
で
は
共
通
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
、
広
い
意
味
で

の
「
選
ぶ
こ
と
の
責
任
」
と
い
う
も
の
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
も
う
一
度
、
政
治
の
場
面
に
立
ち
返
っ
て
検
討
し
て
み

よ
う
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
有
権
者
は
選
挙
の
際
に
「
民
意
」

を
示
す
。
そ
の
「
民
意
」
に
基
づ
い
て
政
権
が
つ
く
ら
れ
、

政
治
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
は
有
権
者
自
身
が

引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ゲ
ッ
ペ
ル

ス
の
言
葉
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
責
任

は
「
選
ん
だ
」
有
権
者
の
世
代
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
も
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
原
発
の

運
転
に
よ
っ
て
生
じ
る
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
に
は
、
途
方

も
な
い
年
月
が
か
か
り
、
原
発
を
利
用
し
て
き
た
私
た
ち
の

世
代
だ
け
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
全
く
な
い
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
日
本
の
原
子
力
政
策
に
お
い
て
、
放
射
性
廃
棄
物

の
処
理
方
法
は
い
ま
だ
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う

な
状
況
で
、
こ
れ
ま
で
原
発
を
動
か
し
て
き
た
と
い
う
事
実

は
、
そ
し
て
も
し
仮
に
今
後
、
現
在
運
転
停
止
し
て
い
る
原

発
を
再
稼
働
さ
せ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
将
来
世
代
の
行
動
や

生
活
、
彼
ら
を
取
り
巻
く
自
然
環
境
に
対
し
て
重
大
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
例
だ
け

を
み
て
も
「
選
ぶ
」
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
私
た
ち
は
、
場

合
に
よ
っ
て
数
百
年
、
数
千
年
も
先
の
世
代
、
大
澤
真
幸
に

よ
る
と
こ
ろ
の
「
未
来
の
他
者
」
に
対
す
る
大
き
な
責
任
を

負
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

代
表
制
民
主
主
義
に
お
い
て
、「
代
表
」
概
念
を
「
国
民

代
表
原
理
」
に
基
づ
い
て
把
握
す
る
場
合
、
国
会
議
員
は
全

国
民
を
代
表
し
、
国
家
の
問
題
に
つ
い
て
政
党
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
政
策
決
定
を
行
う
と
説
明
さ
れ
る
。
有
権
者
が
選
ん

だ
代
表
が
政
党
政
治
の
枠
組
み
に
お
い
て
政
治
を
行
う
の
で

あ
り
、
ど
の
よ
う
な
政
治
が
行
わ
れ
、
ど
の
よ
う
な
結
果
―

も
ち
ろ
ん
そ
の
「
結
果
」
と
は
、
ま
だ
見
ぬ
将
来
の
世
代
が

背
負
う
べ
き
も
の
も
含
ま
れ
る
―
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
、
そ

の
責
任
は
「
選
ぶ
」
と
い
う
行
為
を
行
っ
た
有
権
者
に
あ
る
。

現
代
社
会
で
は
、人
々
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
他
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
る
膨
大
な
量
の
情
報

に
接
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
有
益
な
も
の
が
数
多
い
が
、

あ
お

一
方
で
社
会
の
偏
見
や
対
立
を
煽
っ
た
り
、
排
外
主
義
的

な
態
度
を
示
し
た
り
す
る
な
ど
、
注
意
す
べ
き
も
の
も
少
な

か
ら
ず
存
在
す
る
。
故
に
有
権
者
に
は
、
幅
広
く
多
様
な
情

報
の
中
か
ら
必
要
な
も
の
を
取
捨
選
択
し
つ
つ
、
冷
静
に
、
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そ
し
て
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

再
び
原
子
力
の
問
題
を
例
に
引
い
て
み
よ
う
。
2
0
1
2

年
12
月
、
日
本
で
は
3
年
ぶ
り
に
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。

原
子
力
政
策
に
限
定
し
て
も
、
各
政
党
は
、
脱
原
発
か
ら
原

発
の
引
き
続
い
て
の
利
用
、
さ
ら
に
は
核
兵
器
に
関
す
る
言

及
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
政
策
を
主
張
し
た
。「
核
分
裂
は

生
命
の
論
理
と
は
違
う
論
理
で
動
く
世
界
」
で
あ
る
と
し
た

上
で
、
人
類
が
膨
大
な
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
と
誤
認
」
し
て
お
り
、
地
球
上
に
核
兵
器
が
多
数
存

在
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
「
地
球
の
生
命
体
へ
の
敵
対
行

為
以
外
の
な
に
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
指
摘
し
た
の
は

宇
宙
物
理
学
者
の
池
内
了
で
あ
っ
た
（『
朝
日
新
聞
』
2
0

0
0
年
8
月
5
日
）。
原
発
も
核
分
裂
を
伴
っ
て
お
り
、
そ

の
存
在
を
核
抑
止
力
に
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
言
説
も
あ
る

中
で
、
池
内
の
言
葉
の
対
象
を
原
発
に
ま
で
拡
大
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。
有
権
者
と
す
れ
ば
、
放
射
能
汚
染
と
い
う
、

人
間
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
地
球
上
の
あ
ら
ゆ
る
生
命
体
の
存

在
自
体
に
対
す
る
脅
威
を
内
包
し
た
装
置
―
そ
れ
は
原
発
で

あ
れ
核
兵
器
で
あ
れ
―
が
引
き
続
い
て
残
存
し
て
も
よ
い
の

か
、
十
分
に
考
え
、
積
極
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
、
ビ
キ
ニ

環
礁
で
の
第
五
福
竜
丸
事
件
に
次
い
で
福
島
の
事
故
を
経
験

し
た
日
本
社
会
は
、
総
選
挙
を
目
の
前
に
「
選
ぶ
こ
と
の
責

任
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小
国
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
1
9
7
9
年

の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故
よ
り
も
、
そ
し
て
当
然
な
が

ら
1
9
8
6
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
よ
り
も
前
に
、

1
9
7
8
年
に
は
国
民
投
票
で
脱
原
発
を
決
定
し
て
い
た
。

現
在
で
は
、
二
大
政
党
か
ら
な
る
大
連
立
政
権
の
下
で
輸
入

電
力
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
各
国
が
送
電
網
で
つ
な
が
っ
て
お

り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
も
わ
ず
か
な
が
ら
原
子
力
由
来
の
電

力
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
―
も
含
め
て
全
電
力
の
脱
原
発
化
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
は
1
9
7
8
年
に

脱
原
発
を
「
選
び
」、
こ
の
政
策
は
憲
法
典
に
ま
で
記
載
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
選
挙
に
よ
っ
て
「
選
ば
れ
た
」
現
政
権
は
、

35
年
前
に
行
わ
れ
た
国
民
に
よ
る
直
接
民
主
主
義
的
な
選
択

に
従
っ
て
政
策
を
進
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
30
年
以

上
前
に
、
脱
原
発
と
い
う
未
来
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民
に

よ
っ
て
「
選
ば
れ
」
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア

国
民
の
「
選
択
」
を
前
に
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
は

自
分
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
未
来
に
対
し
て
も
責
任
を
負
え
る

よ
う
「
選
ぶ
」
と
い
う
行
為
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
原
子
力
政
策
を
例
に
挙
げ
た
が
、
問
題
は
も
ち

ろ
ん
こ
の
領
域
に
と
ど
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
2
0
1
2
年

の
総
選
挙
で
も
、
小
選
挙
区
で
79
・
0
％
の
議
席
を
獲
得

し
た
自
民
党
の
得
票
率
は
43
・
0
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

小
選
挙
区
制
に
お
け
る
得
票
率
と
議
席
率
の
差
は
や
は
り
極

め
て
大
き
く
、
民
意
の
正
確
な
反
映
と
い
う
点
で
、
今
後
も

引
き
続
き
こ
の
制
度
の
下
で
選
挙
を
行
う
こ
と
の
是
非
に
つ

い
て
十
分
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

と
は
い
え
、
現
行
選
挙
制
度
に
基
づ
い
て
有
権
者
が
自
民
党

に
多
数
を
与
え
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
新
た
に
誕
生
し
た

自
民
党
政
権
の
下
で
は
、
そ
れ
ま
で
民
主
党
政
権
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
て
き
た
諸
政
策
に
対
し
て
大
幅
な
見
直
し
が
図
ら

れ
て
お
り
、
政
権
交
代
の
影
響
は
す
で
に
大
き
く
現
れ
て
い

る
。今
回
の
選
挙
に
お
い
て
、私
た
ち
は
一
定
の
選
択
を
行
っ

た
。
そ
れ
が
積
極
的
な
支
持
表
明
と
し
て
の
投
票
行
動
で

あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
私
た
ち
が

「
選
ん
だ
」
こ
と
に
起
因
す
る
責
任
は
、
私
た
ち
自
身
が
負

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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ア
ル
ツハ
イ
マ
ー
病
に
漢
方
薬
は
効
く
の
か
？

薬
学
部
教
授

岩
崎

克
典

わ
が
国
は
世
界
に
誇
る
長
寿
国
で
、
男
性
は
79
歳
、
女
性

は
何
と
85
歳
を
超
え
る
平
均
寿
命
で
あ
る
。
し
か
し
自
立
し

て
生
活
で
き
る
期
間
で
あ
る
健
康
寿
命
は
そ
こ
ま
で
長
く
は

な
く
、
そ
れ
以
降
は
何
ら
か
の
疾
患
と
付
き
合
う
こ
と
に
な

る
。
何
ら
か
の
疾
患
の
中
で
も
多
い
の
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
で
推
定
患
者
数
が
百
万
人
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
疾

患
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
発
症
す
る
と
回
復
の
見
込
み
の
な
い

進
行
性
の
神
経
変
性
疾
患
で
あ
り
、
家
族
の
顔
が
分
か
ら
な

く
な
る
と
か
場
所
や
時
間
が
認
識
で
き
な
く
な
る
な
ど
と

い
っ
た
認
知
症
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
も
は
や
自
身
の

み
な
ら
ず
家
族
も
大
き
な
負
担
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
長

寿
国
と
い
う
輝
か
し
い
名
声
の
反
面
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

な
ど
の
高
齢
者
疾
患
は
急
増
し
医
療
行
政
を
揺
さ
ぶ
る
社
会

問
題
に
ま
で
発
展
し
て
き
た
。

1

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
治
療
薬

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
治
療
薬
は
、
そ
の
発
症
原
因
が
解

明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
10
年
以
上
の
長
き
に

わ
た
り
世
界
中
の
研
究
者
が
躍
起
に
な
っ
て
新
薬
開
発
に
取

り
組
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
治
す
（
回
復
さ
せ
る
）
薬
が

出
て
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

の
治
療
に
は
、
こ
の
病
気
で
亡
く
な
っ
た
患
者
さ
ん
の
脳
内

で
記
憶
に
深
く
か
か
わ
る
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
と
い
う
神
経
伝

達
物
質
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
病
理
所
見
に
着
目
し
て
、
ま

ず
わ
が
国
の
製
薬
企
業
の
エ
ー
ザ
イ
が
薬
を
考
案
し
た
。
原

因
は
不
明
で
あ
れ
結
果
的
に
生
じ
た
病
理
変
化
を
改
善
す
る

と
い
う
対
症
療
法
的
な
考
え
方
で
は
あ
っ
た
が
、
コ
リ
ン
エ

ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
の
ド
ネ
ペ
ジ
ル
（
商
品
名
ア
リ
セ
プ

ト
）
は
、
10
年
以
上
に
わ
た
り
第
一
選
択
薬
と
し
て
世
界
中

で
使
わ
れ
た
。
確
か
に
患
者
さ
ん
や
家
族
に
と
っ
て
症
状
の

改
善
は
何
よ
り
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
記
憶
障
害
が
元
に
戻

る
よ
う
な
効
果
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
病
状

の
進
行
抑
制
で
あ
っ
た
。
最
近
に
な
っ
て
ド
ネ
ペ
ジ
ル
と
同

様
の
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
で
あ
る
ガ
ラ
ン
タ
ミ
ン

（
商
品
名
レ
ミ
ニ
ー
ル
）
や
貼
付
剤
と
し
て
リ
バ
ス
チ
グ
ミ

ン（
商
品
名
エ
ク
セ
ロ
ン
パ
ッ
チ
、リ
バ
ス
タ
ッ
チ
パ
ッ
チ
）

が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
全
く
新
し
い
考
え
方
で

神
経
細
胞
死
を
抑
制
し
て
記
憶
に
か
か
わ
る
脳
の
神
経
保
護

を
期
待
す
る
メ
マ
ン
チ
ン
（
商
品
名
メ
マ
リ
ー
）
も
発
売
さ

れ
た
。
い
ず
れ
の
薬
物
も
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
認
知
症
の

進
行
を
抑
制
す
る
と
い
う
意
味
で
は
効
果
が
あ
り
、
こ
れ
ら

に
頼
る
し
か
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
症
状
に
は
病
的
な
物
忘
れ
を
中
心

け
ん
か

と
す
る
認
知
症
以
外
に
、
喧
嘩
っ
早
く
な
る
よ
う
な
攻
撃

は
い
か
い

性
の
上
昇
や
物
盗
ら
れ
妄
想
、
不
安
や
夜
間
徘
徊
と
い
っ

た
い
わ
ゆ
る
問
題
行
動
（
周
辺
症
状
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も

治
療
対
象
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
同
様
の
症
状
を
来
す
疾
患
に

重
ね
合
わ
せ
て
様
々
な
薬
物
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
攻
撃
性

や
妄
想
に
は
統
合
失
調
症
の
治
療
薬
な
ど
が
、
不
安
行
動
や

夜
間
徘
徊
に
は
抗
不
安
薬
や
睡
眠
導
入
薬
な
ど
が
い
ず
れ
も

対
症
療
法
的
に
使
用
さ
れ
効
果
は
得
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

そ
れ
ぞ
れ
の
薬
に
は
そ
れ
な
り
の
副
作
用
が
あ
り
、
特
に
歩

行
障
害
や
転
倒
と
い
っ
た
高
齢
者
に
は
問
題
と
な
る
副
作
用

に
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
も
現
状
で
あ
っ
た
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
周
辺
症
状
に
漢
方
薬
が
使
用
で
き

な
い
か
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。
漢
方
薬
は
中
国
四
千
年
の

歴
史
の
上
に
作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
薬
で
、
認
知
症
な
ど
の

現
代
病
に
は
使
え
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
漢
方
薬
の
中

に
は
不
安
や
不
眠
な
ど
に
効
果
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。
我
々

は
1
9
8
5
年
に
本
学
副
学
長
の
藤
原
道
弘
教
授
が
薬
学
部
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アルツハイマー病の進行と症状

周辺症状（BPSD） 中核症状
（精神障害・行動障害）
  ・興奮・妄想
  ・不安・不眠
  ・夜間徘徊
  ・攻撃行動

（認知機能障害）
  ・記憶障害
  ・見当識障害
  ・失認
  ・人格障害

軽度 重度中等度

抗精神病薬による対症療法 進行抑制が限界

漢方薬・生薬成分による治療効果を薬理学で実証→創薬のヒント

に
応
用
薬
理
学
教
室
を
開
設
さ
れ
た
時
か
ら
漢
方
薬
の
認
知

症
へ
の
応
用
を
考
え
、
中
国
の
歴
史
的
書
物
の
中
に
認
知
症

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
症
例
が
な
い
か
、
使
用
経
験
の
あ
る
漢

方
薬
は
な
い
か
を
探
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
統
合
失
調
症
を

だ
い
お
う
た
ん
み

思
わ
せ
る
激
高
な
症
状
に
大
黄
単
味
が
有
効
で
あ
る
こ
と

じ
ゅ
せ
い
ほ
げ
ん

く

お
け
つ

と
う
き
し
ゃ
く
や
く
さ
ん

（
寿
世
保
元
）
や
女
性
の
駆
瘀
血
薬
で
あ
る
当
帰
芍
薬
散

き
ん
き
よ
う
り
ゃ
く

に
記
憶
改
善
の
可
能
性
の
あ
る
こ
と
（
金
匱
要
略
）
を
見

つ
け
た
。
漢
方
薬
の
効
果
は
、
伝
承
と
経
験
に
基
づ
き
熟
練

し
ょ
う

さ
れ
た
漢
方
医
、
漢
方
薬
剤
師
に
よ
る
「
証
」
と
呼
ば
れ

る
患
者
の
体
質
を
考
慮
し
た
概
念
に
基
づ
い
て
処
方
さ
れ
て

初
め
て
現
れ
る
。
現
代
の
医
療
現
場
で
は
漢
方
医
が
い
な
け

れ
ば
、
真
の
意
味
で
の
漢
方
の
極
意
は
達
成
さ
れ
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
ま
た
、「
漢
方
薬
は
本
当
に
効
く
の
か
」
と

疑
い
の
目
で
み
る
医
師
、
薬
剤
師
が
い
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

そ
こ
で
我
々
は
、
薬
学
の
立
場
と
し
て
何
を
す
れ
ば
漢
方
薬

の
効
果
を
き
ち
ん
と
世
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
た
。

そ
の
結
果
、
漢
方
薬
の
効
果
を
現
代
の
西
洋
医
学
的
な
手
法

で
証
明
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
多
種
多
様
な
有
効

成
分
の
合
体
で
あ
る
漢
方
薬
の
作
用
を
実
験
薬
理
学
で
証
明

す
る
と
い
う
取
り
組
み
は
、
効
率
が
悪
い
こ
と
か
ら
避
け
ら

れ
て
こ
れ
を
や
る
研
究
者
が
い
な
い
時
代
で
あ
っ
た
が
、
教

室
に
来
て
く
れ
た
多
く
の
学
生
の
情
熱
が
そ
れ
を
成
し
遂
げ

た
。
そ
の
後
に
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
使
わ
れ
た
「
漢
方

を
科
学
す
る
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
ま
さ
に
我
々

の
情
熱
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

2

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
動
物
モ
デ
ル

漢
方
薬
で
あ
る
当
帰
芍
薬
散
が
認
知
症
の
症
状
に
効
く
か

否
か
は
、
ま
ず
そ
れ
を
実
験
動
物
で
試
さ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
に
は
ま
ず
患
者
さ
ん
の
代
わ
り
と
な
る
病
態
モ
デ

ル
動
物
を
つ
く
る
こ
と
が
第
一
で
あ
っ
た
。
患
者
さ
ん
の
記

憶
障
害
を
ネ
ズ
ミ
の
何
で
再
現
す
る
か
。
言
葉
を
持
た
な
い

ネ
ズ
ミ
の
何
を
も
っ
て
記
憶
障
害
と
す
る
か
は
大
き
な
命
題

で
あ
っ
た
。
当
時
、
教
室
で
面
白
い
装
置
を
手
製
で
組
み
立

て
た
。8
方
向
放
射
状
迷
路
と
い
う
装
置
で
、中
央
の
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
か
ら
伸
び
た
8
本
の
ア
ー
ム
の
先
端
に
小
さ
な
餌

を
隠
し
た
装
置
で
あ
る
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
腹
を
空
か
せ

た
ネ
ズ
ミ（
ラ
ッ
ト
）を
入
れ
る
と
、
餌
を
探
し
て
歩
き
回
る

が
、こ
れ
を
毎
日
、2
週
間
以
上
訓
練
す
る
と
つ
い
に
ラ
ッ
ト

は
周
囲
の
環
境
を
頼
り
に
自
分
が
い
る
位
置
を
認
識
し
、
8

個
の
餌
を
再
び
同
じ
ア
ー
ム
に
入
る
こ
と
な
く
、
う
ま
く
摂8方向放射状迷路装置
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取
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
空
間
記
憶
と
い
っ
て
脳
内

に
形
成
さ
れ
た
認
知
地
図
を
利
用
し
て
行
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
患
者
さ
ん
は
こ
れ
と

同
じ
よ
う
な
空
間
記
憶
を
始
め
と
す
る
脳
の
高
次
機
能
が
障

害
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
障
害

が
起
こ
る
理
由
も
考
え
た
と
こ
ろ
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
で

亡
く
な
っ
た
患
者
さ
ん
の
脳
内
で
は
神
経
伝
達
物
質
と
し
て

記
憶
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
と
い

う
物
質
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
帰
因
す
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
そ
こ
で
ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン
と
い
う
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
の
働

き
を
止
め
る
抗
コ
リ
ン
薬
を
ラ
ッ
ト
に
投
与
し
た
と
こ
ろ
、

獲
得
し
た
空
間
記
憶
が
障
害
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
、

こ
れ
を
記
憶
障
害
す
な
わ
ち
患
者
さ
ん
の
認
知
症
の
モ
デ
ル

と
仮
定
し
て
そ
れ
以
降
の
実
験
に
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

3

当
帰
芍
薬
散
の
作
用

空
間
記
憶
を
獲
得
し
た
ラ
ッ
ト
に
ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン
を
注
射

す
る
と
30
分
後
に
は
せ
っ
か
く
覚
え
た
空
間
記
憶
の
地
図
が

崩
れ
て
一
度
進
入
し
た
ア
ー
ム
に
何
度
も
入
る
よ
う
な
空
間

記
憶
障
害
が
発
現
す
る
。
こ
の
よ
う
な
ラ
ッ
ト
に
当
帰
芍
薬

散
の
エ
キ
ス
剤
を
飲
ま
せ
て
お
く
と
空
間
記
憶
障
害
を
改
善

す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
漢
方
薬
で
あ
る
当
帰
芍
薬
散
で
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
認
知
症
が
治
せ
る
可
能
性
を
科
学
的
に

証
明
し
た
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
事
実
、
当
帰
芍
薬
散
を
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
用
い
た
漢
方
医
も
お
ら
れ
た
が
、
我
々
の

実
験
結
果
は
そ
の
使
用
を
科
学
的
に
後
押
し
し
た
形
と
な
っ

せ
ん
き
ゅ
う

ぶ
く
り
ょ
う

そ
う
じ
ゅ
つ

た
。
当
帰
芍
薬
散
は
当
帰
、
芍
薬
、
川
芎
、
茯
苓
、
蒼
朮
、

た
く
し
ゃ

沢
潟
と
い
う
6
つ
の
生
薬
で
構
成
さ
れ
て
い
る
漢
方
薬
で

あ
る
。
我
々
は
そ
の
生
薬
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
8
方
向
放

射
状
迷
路
課
題
の
実
験
を
行
い
、
ど
の
生
薬
が
記
憶
障
害
の

改
善
作
用
を
担
っ
て
い
る
か
を
突
き
止
め
る
こ
と
に
し
た
。

そ
し
て
つ
い
に
当
帰
に
そ
の
主
た
る
効
果
が
あ
る
こ
と
を
見

い
だ
し
た
。
さ
ら
に
九
州
大
学
生
薬
学
講
座
の
西
岡
五
夫
教

授
と
野
中
源
一
郎
助
教
授
（
い
ず
れ
も
当
時
）
に
お
願
い
し

て
成
分
ご
と
の
分
画
を
抽
出
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

画
抽
出
物
の
効
果
を
探
り
、
つ
い
に
ブ
タ
ノ
ー
ル
抽
出
相
の

中
で
β
カ
ル
ボ
リ
ン
骨
格
を
有
す
る
Ａ
ｎ
ｇ
Ｓ－

1
と
い
う

物
質
が
そ
の
作
用
の
本
体
の
可
能
性
が
強
い
こ
と
を
突
き
止

め
た
。
当
帰
芍
薬
散
を
投
与
す
る
こ
と
に
よ
り
ど
の
成
分
が

働
い
て
空
間
記
憶
を
改
善
す
る
か
の
機
序
の
一
端
を
明
ら
か

に
し
た
の
で
あ
る
。
今
後
は
こ
の
本
体
の
化
学
構
造
を
基
に

新
し
い
生
薬
成
分
由
来
の
新
薬
が
開
発
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
こ
こ
ま
で
に
10
年
以
上
の
歳
月
と
膨
大
な
学
生

の
マ
ン
パ
ワ
ー
と
費
用
が
掛
か
っ
た
こ
と
は
書
き
留
め
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

よ
く
か
ん
さ
ん

4

抑
肝
散
の
作
用

抑
肝
散
は
不
安
症
、
不
眠
症
、
小
児
の
夜
泣
き
な
ど
に
用

い
ら
れ
る
漢
方
薬
で
あ
る
が
、
東
北
大
学
医
学
部
で
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
の
周
辺
症
状
に
有
効
で
あ
る
と
い
う
報
告
が
な

さ
れ
た
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
臨
床
応
用
の
た
め
に
当
帰
芍
薬
散

の
と
き
に
行
っ
た
よ
う
な
実
験
薬
理
学
的
な
実
証
が
欲
し
い

と
い
う
要
望
も
出
て
き
た
。
そ
こ
で
我
々
は
抑
肝
散
が
本
当

に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
有
効
か
否
か
を
動
物
実
験
で
確
か

め
る
こ
と
に
し
た
。
当
帰
芍
薬
散
の
実
験
で
は
ス
コ
ポ
ラ
ミ

ン
を
用
い
て
モ
デ
ル
作
製
を
行
っ
た
が
、
今
回
は
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
の
老
人
斑
の
構
成
成
分
で
あ
る
ベ
ー
タ
ア
ミ
ロ
イ

ド
を
脳
循
環
障
害
を
経
験
し
た
ラ
ッ
ト
の
脳
室
内
に
微
量
注

入
す
る
と
い
う
実
際
の
患
者
さ
ん
の
病
理
所
見
に
一
段
と
近

づ
け
た
モ
デ
ル
を
作
製
し
実
験
を
行
っ
た
。
臨
床
に
習
っ
て

ま
ず
周
辺
症
状
の
一
つ
で
あ
る
不
安
行
動
に
対
す
る
影
響
を

見
た
。
こ
れ
は
高
架
式
十
字
迷
路
や
明
暗
箱
と
い
う
夜
行
性

の
ラ
ッ
ト
が
暗
い
所
を
好
み
明
る
い
所
に
は
長
く
留
ま
ら
な

い
こ
と
を
利
用
し
た
実
験
で
あ
る
。
ベ
ー
タ
ア
ミ
ロ
イ
ド
の

脳
室
内
微
量
注
入
を
行
っ
た
モ
デ
ル
ラ
ッ
ト
は
、
明
る
い
所

の
滞
在
時
間
が
短
縮
し
不
安
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ

に
抑
肝
散
の
エ
キ
ス
剤
を
飲
ま
せ
る
と
不
安
が
解
消
さ
れ
明

る
い
所
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
夜
間
徘
徊
に
つ
い
て
も

実
験
を
行
っ
た
。
ベ
ー
タ
ア
ミ
ロ
イ
ド
を
脳
室
内
微
量
注
入

し
た
モ
デ
ル
ラ
ッ
ト
は
、
夜
行
性
動
物
が
本
来
寝
る
べ
き
時

間
帯
で
あ
る
昼
間
の
時
間
帯
（
明
期
）
に
動
き
回
っ
て
運
動

量
が
増
加
す
る
が
、
抑
肝
散
の
エ
キ
ス
剤
を
飲
ま
せ
て
お
く
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と
こ
れ
を
改
善
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
攻
撃
性
に
つ
い
て

も
調
べ
て
み
た
。
ラ
ッ
ト
を
単
独
隔
離
飼
育
す
る
と
2
〜
3

週
間
後
に
は
差
し
出
し
た
棒
に
噛
み
つ
い
て
引
き
込
む
よ
う

な
攻
撃
性
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
抑
肝
散
の
エ
キ

ス
剤
を
飲
ま
せ
て
お
く
と
抑
制
さ
れ
お
と
な
し
く
な
っ
た
。

さ
い
こ

ち
ょ
う
と
う
こ
う

と
う
き

さ
ら
に
、
抑
肝
散
は
柴
胡
、
茯
苓
、
釣
藤
鈎
、
蒼
朮
、
当
帰
、

か
ん
ぞ
う

川
芎
、
甘
草
と
い
う
7
つ
の
生
薬
が
配
合
さ
れ
た
漢
方
薬

で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
釣
藤
鈎
が
脳
内
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
神
経

系
を
介
し
て
効
果
を
現
し
て
い
る
と
い
う
実
験
薬
理
学
的
に

加
え
て
神
経
化
学
的
結
果
も
見
い
だ
し
た
。
こ
の
よ
う
な
実

験
結
果
か
ら
抑
肝
散
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
周
辺
症
状
に

対
し
て
間
違
い
な
く
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
薬
理
学
的

手
法
を
用
い
て
科
学
的
に
証
明
で
き
た
。
今
で
は
、
ほ
と
ん

ど
の
臨
床
医
が
認
知
症
の
周
辺
症
状
に
抑
肝
散
を
使
う
よ
う

に
な
っ
た
が
、
我
々
の
貢
献
も
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
中
核
症
状
で
あ
る
記

憶
障
害
に
対
し
て
は
抑
肝
散
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
効
果
が
期
待
さ
れ
る
根
拠
が
な
い
の
が
そ
の
理

由
で
あ
る
が
、
我
々
は
動
物
実
験
で
こ
れ
を
証
明
す
る
こ
と

に
し
た
。
前
述
し
た
8
方
向
放
射
状
迷
路
課
題
を
用
い
て

ラ
ッ
ト
の
空
間
記
憶
に
対
す
る
影
響
を
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、

脳
循
環
障
害
と
ベ
ー
タ
ア
ミ
ロ
イ
ド
脳
室
内
微
量
注
入
を

行
っ
た
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
モ
デ
ル
ラ
ッ
ト
の
空
間
記
憶
障

害
に
対
し
て
抑
肝
散
の
エ
キ
ス
剤
の
投
与
に
よ
り
空
間
記
憶

障
害
の
改
善
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
効
果
に
は

抑
肝
散
を
構
成
す
る
の
7
つ
の
生
薬
の
う
ち
当
帰
が
そ
れ
を

担
う
こ
と
、
記
憶
に
深
く
関
わ
る
海
馬
部
位
の
ア
セ
チ
ル
コ

ふ
か
つ

リ
ン
神
経
を
当
帰
が
賦
活
す
る
こ
と
が
そ
の
機
序
で
あ
る
こ

と
も
見
い
だ
し
た
。
こ
の
よ
う
に
抑
肝
散
は
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
中
核
症
状
に
も
有
効
で
あ
る
可
能
性
が
実
験
薬
理

学
的
に
示
さ
れ
た
。
甘
草
を
配
合
し
て
い
る
の
で
ま
だ
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
は
あ
る
が
、
我
々
の
提
言
が

臨
床
応
用
に
貢
献
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

5

そ
の
他
の
漢
方
薬

当
帰
芍
薬
散
や
抑
肝
散
以
外
に
も
、
認
知
症
に
有
効
な
可

能
性
の
あ
る
漢
方
薬
は
多
い
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
も
高
齢

者
疾
患
で
あ
る
が
故
に
高
血
圧
症
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
と
合
併
す
る
こ
と
が
大
半
で
あ
る
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
が
生
活
習
慣
病
の
合
併
に
よ
り
そ
の
進
行
が
増
強
さ
れ
る

こ
と
も
動
物
実
験
で
証
明
し
た
。
予
防
薬
学
の
観
点
か
ら
生

活
習
慣
病
の
予
防
は
認
知
症
に
な
ら
な
い
体
づ
く
り
に
つ
な

が
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
に
対
す
る
直
接
効
果
は
証
明
さ
れ
て
い
な
い
が
、
高

か

み
う
ん
た
ん
と
う

よ
く
か
ん
さ
ん
か
ち
ん
ぴ
は
ん
げ

う
ん
せ
い
い
ん

齢
者
向
け
に
加
味
温
胆
湯
、
抑
肝
散
加
陳
皮
半
夏
、
温
清
飲
、

に
ん
じ
ん
よ
う
え
い
と
う

は
ち
み

じ
お
う
が
ん

ろ
く
み
が
ん

人
参
養
栄
湯
、
八
味
地
黄
丸
や
六
味
丸
が
認
知
症
の
周
辺

症
状
に
有
効
で
あ
る
可
能
性
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
漢
方
薬
の
薬
理
作
用
が
動
物
実
験
で
科
学
的
に
証

明
さ
れ
れ
ば
臨
床
応
用
は
さ
ら
に
広
が
る
と
思
う
。

6

お
わ
り
に

「
漢
方
薬
は
本
当
に
効
く
の
か
」
と
い
う
言
葉
が
存
在
す

ほ
う
ふ
つ

る
こ
と
自
体
、
漢
方
薬
の
薬
と
し
て
の
認
識
の
薄
さ
を
彷
彿

さ
せ
る
。
し
か
し
そ
う
い
う
時
代
は
終
わ
り
に
近
づ
い
て
い

る
。
私
は
漢
方
研
究
に
携
わ
っ
て
30
年
近
く
な
る
が
、
動
物

実
験
と
は
い
え
、
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
そ
の
薬
効
に
心
を
吸
い

寄
せ
ら
れ
て
い
く
。
一
つ
の
疾
患
で
も
症
状
は
複
数
に
あ
り
、

私
は
漢
方
薬
は
そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
ご
と
に
効
果
の
あ
る
生
薬

が
適
宜
配
合
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
症
状
が
多
け
れ

ば
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
異
な
る
多
く
の
薬
が
処
方
さ
れ
る

西
洋
医
学
と
基
本
的
に
変
わ
り
は
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
漢
方
薬
の
方
が
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
患
者
さ
ん
の
複
数

の
症
状
と
そ
れ
ぞ
れ
に
効
く
生
薬
の
配
合
比
が
歯
車
の
よ
う

に
ぴ
っ
た
り
合
え
ば
、
証
が
合
っ
た
と
い
う
こ
と
で
効
果
が

現
れ
る
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
よ
う
に
認
知
症
を
始
め
と

し
て
数
多
く
の
症
状
が
集
合
し
た
疾
患
は
、
特
に
漢
方
薬
の

活
躍
を
期
待
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

漢
方
薬
の
薬
理
作
用
を
動
物
実
験
で
実
証
で
き
た
こ
と
は
、

漢
方
専
門
医
の
み
な
ら
ず
一
般
内
科
医
で
も
、
西
洋
医
学
的

理
論
で
漢
方
薬
を
適
正
使
用
で
き
る
こ
と
の
証
明
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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天
神
様（
菅
原
道
真
公
）の
本
質

人
文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科

教
授

田
坂

順
子

先
日
太
宰
府
天
満
宮
に
参
詣
し
た
ら
、
境
内
で
結
婚
式
の

行
列
に
出
会
い
ま
し
た
。
お
宮
参
り
ら
し
き
方
達
も
い
る
一

方
で
、
参
拝
客
の
中
か
ら
は
英
中
韓
…
…
様
々
な
お
国
の
言

葉
も
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
平
成
の
今
日
、
天
神
様
は
、
専

門
の
受
験
に
と
ど
ま
ら
ず
、
結
婚
・
出
産
・
就
職
か
ら
健

康
・
交
通
安
全
な
ど
人
生
の
折
々
の
沢
山
の
願
い
を
聞
き
入

れ
、
そ
の
御
利
益
は
海
外
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
だ
と
改
め

て
驚
き
ま
し
た
。

私
は
、
福
岡
大
学
人
文
学
部
で
平
安
時
代
の
文
学
を
教
え

て
い
て
、
菅
公
の
生
き
た
九
世
紀
か
ら
『
源
氏
物
語
』
が
作

ら
れ
た
十
一
世
紀
初
め
あ
た
り
ま
で
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。

太
宰
府
天
満
宮
と
い
う
、
天
神
社
の
中
で
も
別
格
の
天
満
宮

に
地
理
的
に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
道
真
公
に
は
特
に
親
し

み
を
お
ぼ
え
ま
す
。

ま
つ

全
国
に
は
天
神
様
を
祀
る
天
神
社
が
千
二
百
ほ
ど
あ
る
そ

う
で
す
。
千
年
以
上
の
長
き
に
亘
っ
て
信
仰
さ
れ
て
き
た
天

神
様
、「
こ
こ
は
ど
こ
の
細
道
じ
ゃ
」
と
い
う
「
通
り
ゃ
ん

わ
ら
べ
う
た

せ
」
の
童
歌
で
も
お
な
じ
み
の
天
神
様
で
す
。
で
は
私
共

は
天
神
様＝

菅
原
道
真
に
つ
い
て
ど
の
く
ら
い
知
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。

菅
原
道
真
と
い
う
人
物
に
は
、
在
世
中
の
官
僚
・
政
治

家
・
教
育
者
・
学
者
・
詩
人
等
の
顔
の
他
に
、
死
後
の
神
と

い
う
顔
も
あ
り
ま
す
。
生
き
て
い
た
人
が
亡
く
な
っ
て
天
神

様
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
く
過
程
や
、
天
神
様
に
ま
つ
わ
る

沢
山
の
所
謂
天
神
縁
起
説
話
も
興
味
深
い
の
で
す
が
、
今
回

は
本
号
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
本
質
を
捉
え
る
」
に
沿
っ
て
、

天
神
様
と
な
る
前
の
、
生
き
て
い
た
人
間
菅
原
道
真
の
本
質

に
近
付
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
道
真
が
ど
の
よ
う
な
人

で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
、
天
神
様
が
こ
れ

ほ
ど
信
仰
さ
れ
て
い
る
理
由
を
知
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

八
四
五
年
に
生
ま
れ
、
九
〇
三
年
に
太
宰
府
で
亡
く
な
る

ま
で
の
五
九
年
の
生
涯
で
、
道
真
は
多
く
の
作
品
を
生
み
出

お
び
た
だ

し
ま
し
た
。
夥
し
い
公
文
書
を
作
成
し
た
り
、
国
史
の
撰

る
い
じ
ゅ
う
こ
く

修
の
他
、
国
史
の
記
事
を
事
項
別
に
分
類
し
た
『
類
聚
国

し史
』
の
編
纂
も
代
表
的
な
仕
事
で
す
が
、
人
間
道
真
を
知
る

最
も
有
効
な
手
が
か
り
と
な
る
の
は
漢
詩
で
す
。
当
時
の
第

一
文
芸
は
漢
詩
文
で
す
か
ら
、
人
々
は
折
に
ふ
れ
て
そ
の
思

い
を
漢
詩
に
詠
じ
て
い
ま
す
。
と
は
言
っ
て
も
千
年
以
上
昔

の
こ
と
で
す
か
ら
、
平
安
時
代
の
作
品
が
現
在
残
っ
て
い
る

こ
と
自
体
奇
跡
で
す
し
、
転
写
を
重
ね
て
現
存
す
る
も
の
も

ご
く
僅
か
で
す
。
そ
の
中
で
何
と
幸
運
な
こ
と
に
、
道
真
の

場
合
は
（
死
後
神
様
に
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
）
大
切
に

書
写
が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
の
漢
詩
は
殆
ん
ど
完
全
な
形
で
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

道
真
の
漢
詩
文
は
二
つ
の
集
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
先

ず
一
つ
め
は
、
巻
一
冒
頭
に
初
め
て
の
詩
作
と
自
ら
い
う
十

一
才
‼
の
時
の
漢
詩
を
置
き
、
以
降
流
謫
ま
で
の
作
品
を
収

か
ん
け
ぶ
ん
そ
う

め
る
『
菅
家
文
草
』
十
二
巻
。
次
に
、
配
所
太
宰
府
で
亡

か
ん
け
こ
う
し
ゅ
う

く
な
る
ま
で
の
二
年
間
の
詩
を
収
め
た
『
菅
家
後
集
』
一

巻
で
す
。
両
集
合
わ
せ
て
五
〇
〇
余
り
の
詩
篇
と
、
一
六
〇

程
の
漢
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
り
わ
け
『
菅
家
文

草
』
は
、
太
宰
府
に
流
さ
れ
る
直
前
の
九
〇
〇
年
八
月
、
醍

醐
天
皇
の
命
に
応
じ
て
道
真
自
身
が
編
ん
で
献
上
し
た
も
の

で
す
か
ら
、
作
品
が
正
確
に
詠
作
順
に
並
ん
で
い
ま
す
。

若
き
日
の
道
真
は
、
友
人
や
妻
子
と
の
交
わ
り
も
控
え
、

学
者
の
教
養
の
第
一
で
あ
る
琴
の
練
習
も
や
め
て
勉
学
に
励

ん
だ
結
果
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
二
六
才
で
超
難
関
の
試
験
に

随
筆
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合
格
し
ま
す
。
そ
の
後
の
詩
に
は
、
父
や
祖
父
と
同
じ
高
い

官
職
に
就
け
た
喜
び
を
詠
む
一
方
で
、
厳
し
い
批
判
や
他
人

の
評
判
に
一
喜
一
憂
す
る
繊
細
さ
、
身
に
覚
え
の
な
い
疑

い
・
心
な
い
噂
に
恐
れ
お
の
の
き
落
ち
込
む
弱
気
な
面
も
見

せ
ま
す
。
又
、
門
人
達
の
無
神
経
な
言
動
へ
の
苛
立
ち
・
憤

懣
・
愚
痴
を
書
き
記
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
が
、
道
真
は
太
宰
府

に
流
さ
れ
る
前
に
も
挫
折
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
四

二
才
か
ら
四
年
間
、
初
め
て
都
を
離
れ
て
讃
岐
へ
赴
任
し
た

こ
と
で
す
。
道
真
自
身
「
他
人
は
こ
れ
を
左
遷
と
い
う
で
あ

ろ
う
。
国
司
と
い
う
官
は
祖
業
で
は
な
い
」
と
嘆
じ
て
い
ま

す
。
讃
岐
の
地
で
「
家
を
思
っ
て
は
涙
を
落
と
し
て
」
い
た

道
真
で
す
が
、
挫
折
や
辛
苦
の
経
験
は
人
を
強
く
や
さ
し
く

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
四
年
間
で
道
真
は
社
会
的
に
弱

い
立
場
に
い
る
者
達
へ
の
温
か
な
視
線
を
獲
得
し
た
詩
を

作
っ
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
こ
れ
ら
の
漢
詩
を
是
非

読
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
道
真
の
人
間
性
が
の
ぞ
く
多
く
の
詩

篇
の
中
か
ら
、
家
族
の
こ
と
を
詠
ん
だ
一
篇
を
取
り
上
げ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
道
真
の
父
親
と
し
て
の
顔
が
見
え
る

詩
で
す
。

八
八
三
年
、
三
九
才
の
道
真
を
二
人
の
幼
い
子
を
失
う
と

い
う
辛
い
で
き
こ
と
が
襲
い
ま
す
。
そ
の
時
作
ら
れ
た
の
が

あ
ま
ろ

「
阿
満
を
夢
み
る
」
と
い
う
七
言
二
八
句
の
作
品
で
す
。

阿
満
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
眠
れ
な
い
、
た
ま
た
ま
眠
る
と

あ
ふ

夢
の
中
で
阿
満
と
会
っ
て
涙
が
は
ら
は
ら
溢
れ
る
、
と
詠
ん

で
い
ま
す
か
ら
、
亡
く
な
っ
て
そ
れ
程
た
っ
て
い
な
い
頃
作

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

阿
満
と
呼
ば
れ
て
い
た
男
の
子
は
六
才
か
七
才
。
身
長
九

そ
ら

〇
セ
ン
チ
程
の
賢
い
子
で
し
た
。
長
い
詩
を
諳
ん
じ
、
菅
家

の
子
、
お
父
さ
ん
の
子
と
し
て
し
っ
か
り
学
び
た
い
と
言
う

よ
う
な
利
発
な
子
。
そ
の
子
の
痛
み
を
薬
が
お
さ
え
る
こ
と

僅
か
十
日
で
亡
く
な
っ
た
と
あ
る
の
で
、
病
は
突
然
襲
っ
た

よ
う
せ
つ

の
で
し
ょ
う
。
阿
満
に
続
い
て
そ
の
弟
も
夭
折
し
、
一
緒

に
葬
っ
た
よ
う
で
す
。
詩
は
幼
い
兄
弟
を
亡
く
し
た
後
の
家

族
の
様
子
を
記
し
ま
す
。

神
や
仏
を
怨
み
茫
然
自
失
の
道
真
。
妹
は
ま
だ
小
さ
く
て

二
人
の
兄
達
の
死
を
理
解
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
、
二
人
の

名
を
呼
ん
で
探
し
て
い
る
。
母
親
は
自
分
の
命
を
す
り
へ
ら

す
ほ
ど
に
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
。
そ
ん
な
二
人
を
た
ま
ら
な

い
思
い
で
見
て
い
る
道
真
。
そ
ん
な
中
で
道
真
は
「
吾
が
両

み

ち
ょ
う
ろ
う

あ
ざ
け

膝
を
看
て
嘲
弄
す
る
こ
と
多
し
」、
自
分
の
両
膝
を
見
て
嘲

り
笑
う
よ
う
な
思
い
に
か
ら
れ
ま
す
。
両
膝
、
そ
こ
に
は
つ

い
こ
の
間
ま
で
二
人
の
兄
弟
が
仲
良
く
並
ん
で
座
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。
両
膝
は
ま
だ
し
っ
か
り
と
二
人
の
小
さ
な
身

体
の
重
み
や
感
触
を
憶
え
て
い
る
の
に
、
二
人
は
も
う
い
な

い
。
そ
れ
に
気
付
い
た
父
親
の
虚
し
さ
、
や
る
せ
な
さ
、
哀

し
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
と
て
も
印
象
的
な
句
で
す
。

詩
の
後
半
、
周
囲
を
眺
め
る
道
真
の
目
に
映
る
の
は
、
阿

満
の
思
い
出
に
連
な
る
景
物
で
す
。
戸
の
上
に
は
阿
満
の
誕

生
を
祝
っ
た
桑
の
弓
と
蓬
の
矢
が
懸
け
て
あ
る
。
垣
根
に
は

む
ち

阿
満
が
乗
っ
て
遊
ん
だ
竹
馬
に
葛
の
鞭
が
一
緒
に
立
て
か
け

た
ま
ま
。
庭
に
は
阿
満
が
植
え
た
種
が
芽
を
出
し
て
い
る
、

壁
に
は
阿
満
が
字
の
学
習
を
し
た
跡
が
残
っ
て
い
る
…
…
何

を
見
て
も
す
べ
て
が
遊
び
・
笑
い
・
学
び
・
話
す
在
り
し
日

の
生
き
生
き
と
し
た
阿
満
の
記
憶
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

す
。「
言
笑
思
う
毎
に
在
る
が
如
し
と
い
え
ど
も
、
起
居
を

ね
が

ぼ
う
ぜ
ん

見
ん
こ
と
を
希
え
ば
す
べ
て
惘
然
た
り
」、笑
っ
た
り
お

し
ゃ
べ
り
す
る
阿
満
の
こ
と
を
思
う
と
今
も
そ
こ
に
い
る
よ

う
だ
け
れ
ど
も
、
立
っ
た
り
座
っ
た
り
す
る
阿
満
を
見
た
い

ぼ
う
ぜ
ん

と
思
う
と
、
い
な
い
こ
と
に
呆
然
と
な
る
、
と
子
の
突
然

の
死
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
思
い
が
綴
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
詩
の
最
後
を
道
真
は
、
死
後
に
冥
途
ま
で
辿
る
暗

い
旅
路
を
子
ど
も
が
迷
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
案
じ
、

は
ち
す

「
南
無
観
自
在
菩
薩
、
吾
が
児
を
擁
護
し
て
大
き
な
る
蓮

に
坐
せ
し
め
た
ま
へ
」、
ど
う
ぞ
幼
い
子
等
を
守
り
、
極
楽

浄
土
の
蓮
の
上
に
往
生
さ
せ
て
や
っ
て
下
さ
い
、
と
祈
り
の

言
葉
で
終
え
て
い
ま
す
。
子
に
先
立
た
れ
た
経
験
の
な
い
私

に
も
、
こ
の
時
の
道
真
の
心
中
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
詩
に
は
紛
れ
も
な
く
、
人
の
子
の
親
、
父
親

の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
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道
真
の
詩
に
は
、
家
族
の
こ
と
が
ち
ら
り
と
垣
間
見
え
る

も
の
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
詩
の
よ
う
に
全
篇
に
亘
っ
て
父

親
・
家
族
の
姿
や
思
い
が
描
か
れ
た
も
の
は
稀
で
す
。
と
い

う
こ
と
は
逆
に
、
阿
満
と
い
う
聡
明
な
子
の
夭
折
が
道
真
に

与
え
た
衝
撃
の
大
き
さ
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

私
は
以
前
、
道
真
と
、
唐
の
白
居
易
、
道
真
と
同
時
代
の

詩
人
都
良
香
が
、
同
様
に
幼
い
男
児
を
失
っ
た
哀
し
み
の
詩

を
残
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
人
の
詩
を
比
較
し
て
深
い
哀

し
み
の
理
由
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
文
学
を

な
り
わ
い

業
と
す
る
父
親
に
と
っ
て
、
男
児
と
は
自
分
の
文
学
を
継

承
し
顕
彰
し
て
い
く
存
在
で
す
。
で
す
か
ら
良
香
は
「
文
章

ち
つ

継
ぐ
者
な
し
」
と
嘆
じ
、
白
居
易
は
「
文
章
千
帙
官
三
品
、

ひ
い
ん

身
後
誰
に
か
伝
へ
誰
を
か
庇
廕
せ
ん
」
と
詠
じ
ま
し
た
。
子

に
先
立
た
れ
た
哀
し
み
に
加
え
て
、
こ
の
三
人
の
詩
人
達
の

悲
哀
を
よ
り
深
く
し
た
の
は
、
父
の
業
が
文
道
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
亡
く
な
っ
た
子
が
後
継
と
し
て
期
待
し
た
男
児

で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
道
真
の
場
合
は
、
他
に
男
児
の
存
在

が
確
認
で
き
ま
す
が
、
道
真
が
負
っ
て
い
た
代
々
の
儒
門
の

領
袖
と
し
て
の
重
圧
、
祖
業
を
受
け
継
ぎ
発
展
さ
せ
る
責
任

を
思
う
時
、
聡
明
な
男
児
へ
の
期
待
と
落
胆
の
大
き
さ
が
こ

の
詩
の
背
景
に
窺
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

以
上
、「
阿
満
を
夢
み
る
」
と
い
う
詩
を
取
り
上
げ
て
み

ま
し
た
が
、
こ
の
作
品
に
表
れ
た
菅
原
道
真
と
い
う
人
物
の

本
質
は
何
で
し
ょ
う
か
。

幼
い
兄
弟
の
突
然
の
死
に
強
い
衝
撃
を
受
け
な
が
ら
も
、

残
さ
れ
た
妹
や
妻
へ
向
け
ら
れ
た
気
遣
い
、
旅
立
っ
た
子
を

案
じ
仏
へ
託
す
祈
り
、
子
の
思
い
出
の
一
つ
一
つ
に
向
け
ら

れ
た
や
さ
し
い
眼
差
し
。
こ
の
作
品
の
底
に
一
貫
し
て
流
れ

て
い
る
の
は
、
父
親
道
真
の
限
り
な
い
や
さ
し
さ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
慈
愛
と
い
う
言
葉
で
言
い
か
え
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ざ
ん
げ
ん

菅
原
道
真
と
い
う
と
、
右
大
臣
ま
で
昇
っ
て
時
平
の
讒
言

で
太
宰
府
に
流
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
、「
東
風
吹
か
ば

匂
ひ
お
こ
せ
よ
」
の
歌
を
梅
に
向
か
っ
て
詠
じ
た
こ
と
、
遣

唐
使
を
廃
止
し
た
こ
と
な
ど
が
有
名
で
す
が
、
残
さ
れ
た
五

百
余
篇
の
漢
詩
を
読
む
こ
と
で
、
こ
の
人
物
も
い
ろ
い
ろ
な

経
験
を
し
、
人
と
し
て
悩
み
苦
し
み
、
様
々
な
思
い
を
抱
え

て
生
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
奥
に
慈
愛
に

満
ち
た
や
さ
し
さ
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
菅
公
だ
か
ら
こ
そ
、
荒
ら
ぶ
る
お
そ
ろ
し
い

神
で
は
な
く
、
利
益
を
も
た
ら
す
や
さ
し
い
神
と
し
て
千
百

年
も
の
間
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

天
神
社
に
詣
で
た
ら
、
そ
ん
な
人
間
道
真
公
に
も
思
い
を

馳
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
道
真
の
二
つ
の
集
に
つ
い
て
は
、
全
作
品
に
詳
細
な
注
を
付
し
た
日

本
古
典
文
学
大
系
『
菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
』（
川
口
久
雄
校
注
、
昭

41
、
岩
波
書
店
）
が
あ
り
ま
す
。
又
、
抜
粋
し
た
詩
を
や
さ
し
く
読

み
解
い
た
『
日
本
漢
詩
人
選
集
1
、
菅
原
道
真
』（
小
島
憲
之
・
山
本

登
朗
著
・
平
10
、
研
文
出
版
）・『
菅
原
道
真
―
―
詩
人
の
運
命
』（
藤

原
克
己
著
、
平
14
、
ウ
ェ
ッ
ジ
）
も
あ
り
ま
す
。
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日本は若い
国だった

日本は
高齢者国家

人
口
問
題
は「
率
」で
は
な
く

「
数
」で
見
る

経
済
学
部

教
授

木
下

敏
之

大
学
で
「
九
州
経
済
論
」「
企
業
シ
ス
テ
ム
論
」
を
教
え

な
が
ら
、
人
口
減
少
と
高
齢
者
が
増
加
す
る
九
州
に
お
け
る

経
済
の
振
興
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
省
で

の
勤
務
（
人
口
約
9
、0
0
0
人
の
島
根
県
の
過
疎
の
町
に

2
年
間
出
向
）、
ま
た
佐
賀
市
長
2
期
の
経
験
を
踏
ま
え
た

実
務
家
出
身
の
視
点
か
ら
、
人
口
減
少
と
高
齢
者
の
急
増
と

い
う
大
き
な
流
れ
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

高
齢
化
は
率
で
な
く
数
で
み
る

今
で
は
一
般
の
人
に
も
、
よ
う
や
く
こ
の
人
口
減
少
と
高

齢
者
の
急
増
が
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
漠
然
と
イ

メ
ー
ジ
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
は
な
っ
た
の
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
誤
解
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
高
齢
化
を
高

齢
化
率
で
論
じ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
2
0
4
0
年
の
高
齢

化
率
は
40
％
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
自
治

の
現
場
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
こ
の
40
％
と
言
う
数
字
は

役
に
立
ち
ま
せ
ん
。
予
算
を
組
ん
だ
り
高
齢
者
福
祉
施
設
の

規
模
や
内
容
を
決
め
る
た
り
す
る
た
め
に
は
「
数
」
が
重
要

と
な
る
か
ら
で
す
。

私
は
授
業
で
も
講
演
で
も
高
齢
化
は
「
率
」
で
は
な
く

「
数
」
で
見
る
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
日
本
は

急
速
に
高
齢
化
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
資
料
1

の
よ
う
に
65
歳
以
上
の
数
と
い
う
の
は
2
0
2
0
年
頃
か
ら

横
ば
い
と
な
る
の
で
す
。

高
齢
者
数
も
85
歳
以
上
に
注
目

資
料
1
を
見
る
と
65
歳
以
上
の
数
は
2
0
2
0
年
頃
か
ら

横
ば
い
に
な
る
の
で
、
日
本
の
高
齢
化
は
大
し
た
問
題
で
は

な
い
の
か
と
誤
解
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
お
年
寄
り
を
支
え

る
働
く
世
代
の
人
口
が
急
減
す
る
の
で
、
お
年
寄
り
の
数
は

変
わ
ら
な
く
て
も
誰
が
お
年
寄
り
を
支
え
る
の
か
と
い
う
問

題
が
残
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
65
歳
以
上
と
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
見

て
い
く
の
で
は
な
く
、
ま
だ
元
気
な
65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

世
代
（
前
期
高
齢
者
）
と
、
だ
ん
だ
ん
と
体
の
調
子
が
悪
く

な
っ
て
い
く
人
の
割
合
が
増
え
て
い
く
75
歳
か
ら
84
歳
ま
で

の
世
代
（
中
期
高
齢
者
）、
そ
し
て
85
歳
以
上
の
世
代
（
後

期
高
齢
者
）
に
区
分
し
て
そ
の
数
が
ど
う
な
る
か
を
見
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

85
歳
以
上
の
方
は
寝
た
き
り
に
な
る
人
も
増
え
、
世
話
に

と
て
も
手
間
の
掛
か
る
認
知
症
の
人
も
増
え
て
い
き
ま
す
。

85
歳
以
上
の
世
代
は
認
知
症
に
な
る
人
の
割
合
が
25
〜
30
％

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
人
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
ま
だ
ま
だ
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
、
85
歳

以
上
の
人
が
ど
れ
く
ら
い
増
え
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

地
方
自
治
体
の
福
祉
予
算
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

例
え
ば
、
福
岡
県
大
川
市
の
将
来
人
口
は
資
料
2
の
と
お

り
急
激
に
減
少
し
ま
す
が
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
横
ば

い
で
す
。
も
う
高
齢
者
の
た
め
の
施
設
整
備
は
大
体
終
わ
り

か
な
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
85
歳
以
上
の
人
口
が
ど

う
な
る
か
を
見
て
み
る
と
、
資
料
3
の
と
お
り
ま
だ
ま
だ
増 資料1 1955年から2055年までの年少、生産年齢、老年人口の推移
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え
ま
す
。
つ
ま
り
、
85
歳
以
上
の
人
の
福
祉
対
策
費
用
は
こ

れ
か
ら
も
増
え
て
い
く
の
で
す
。

少
子
化
と
い
う
が
子
ど
も
の
「
数
」
は
ど
う
な
る
か

も
う
一
つ
よ
く
あ
る
誤
解
は
、
少
子
化
、
少
子
化
と
い
わ

れ
る
と
「
毎
年
子
ど
も
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

子
ど
も
の
数
が
ど
の
程
度
減
少
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
は
大
学
の
経
営
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
す
が
、

実
際
に
は
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
の
数
が
推
移
し
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
？

福
岡
に
限
っ
た
話
を
す
る
と
、
2
0
2
0
年

頃
ま
で
は
福
岡
の
高
校
生
の
数
は
あ
ま
り
減
少
し
ま
せ
ん
。

い
っ
た
ん
減
少
し
た
子
ど
も
の
数
は
、
今
は
踊
り
場
に
差
し

掛
か
っ
た
状
態
で
緩
や
か
な
減
少
を
し
て
い
て
、
2
0
2
0

年
を
過
ぎ
た
辺
り
か
ら
再
び
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
ま
り
ま

す
。

資
料
4
は
、
福
岡
大
学
に
入
学
す
る
人
が
最
も
多

い
福
岡
市
の
15
歳
か
ら
19
歳
の
若
者
の
人
口
予
測
で

す
。
2
0
1
0
年
に
7
6
、2
3
9
人
、
2
0
2
0

年
に
7
3
、8
6
0
人
、
2
0
3
0
年
に
6
2
、6

3
9
人
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
岡
県
に
あ
る
も
う
一
つ
の
政
令
指
定
都
市
で
あ

る
北
九
州
市
は
資
料
5
の
と
お
り
で
す
。
北
九
州
市

の
場
合
は
、
2
0
1
0
年
に
4
5
、6
3
9
人
、
2

0
2
0
年
に
4
1
、6
5
6
人
、
2
0
3
0
年
に

3
2
、5
2
4
人
と
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
は
福
岡
市
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
市
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
の
場
合
は
少
し
事
情
が
異
な
り
、

す
で
に
若
者
人
口
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。
資
料
6
は
福

岡
県
宗
像
市
の
若
者
人
口
で
す
。
2
0
1
0
年
に
5
、1
3

2
人
、
2
0
2
0
年
に
4
、4
2
8
人
、
2
0
3
0
年
に
3
、

4
1
6
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

福
岡
市
の
錯
覚－

減
少
す
る
若
者－

福
岡
市
の
人
口
の
予
測
は
資
料
7
の
と
お
り
で
す
。
九
州

の
市
の
中
で
人
口
が
ま
だ
伸
び
る
数
少
な
い
町
で
す
。
20
歳

か
ら
64
歳
ま
で
の
働
く
世
代
の
数
も
大
幅
な
減
少
は
あ
り
ま

せ
ん
。
高
齢
者
数
は
20
万
人
か
ら
40
万
人
と
急
増
す
る
の
で
、

高
齢
者
対
策
が
重
要
課
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
、
働
く
世
代
の
数
は
減
ら
な
い
の
で
、
先
に
述
べ

た
市
と
状
況
は
異
な
り
ま
す
。

資料2 大川市の将来人口推計

資料3 大川市の85歳以上人口の推移

資料6 宗像市の15歳～19歳人口の予測

資料4 福岡市の15歳～19歳人口の予測

資料5 北九州市の15歳～19歳人口の予測
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樹
の
力
、
木
の
力

工
学
部
社
会
デ
ザ
イ
ン
工
学
科

准
教
授

渡
辺

浩

は
じ
め
に

福
岡
大
学
工
学
部
社
会
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
は
、
も
の
づ
く

り
を
主
旨
と
す
る
工
学
部
の
中
で
も
、
公
共
空
間
全
般
の
設

計
・
施
工
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ま
で
広
範
囲
に
カ
バ
ー
し
て

い
ま
す
。
そ
の
社
会
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
に
お
け
る
私
の
専
門

分
野
の
一
つ
が
「
橋
」
で
す
。

橋
と
い
う
と
近
年
で
は
鋼
製
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
も
の

が
主
流
と
な
り
ま
し
た
が
、
私
は
木
橋
に
の
め
り
込
ん
で
い

ま
す
。
木
橋
を
研
究
し
て
い
る
研
究
者
は
国
内
に
も
わ
ず
か

し
か
い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
過
去
の
も
の
を
研
究
し
て
何
に
な

る
の
か
と
言
う
仲
間
も
い
ま
す
が
、
私
は
木
橋
は
新
し
い
技

術
、
そ
し
て
今
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
技
術
で
あ
る
と
ま
じ

め
に
考
え
て
い
ま
す
。
意
外
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
木
材
は
過
去
の
も
の
と
片
付
け
る
に
は
も
っ
た
い
な
い

ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
性
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
関

す
る
私
の
こ
だ
わ
り
に
、
し
ば
ら
く
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

地
球
温
暖
化
対
策
と
森
林
・
木
材

地
球
温
暖
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
主

原
因
は
化
石
燃
料
の
消
費
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
そ
う
と
分
か
っ
て
い
て
も
暮

ら
し
を
豊
か
に
し
て
く
れ
て
い
る
化
石
燃
料
の
使
用
を
簡
単

に
減
ら
せ
る
わ
け
は
な
く
、
ま
た
使
用
の
抑
制
は
経
済
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
そ
の
対
策
は
先
進
国
間
、
あ
る
い
は

途
上
国
と
の
間
で
国
際
摩
擦
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

化
石
燃
料
の
消
費
は
必
ず
二
酸
化
炭
素
の
放
出
を
も
た
ら

し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
木
材
の
消
費
で
は
、
例
え
燃
や
そ
う
と

も
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
は
増
え
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
お

分
か
り
に
な
り
ま
す
か
。

当
た
り
前
の
話
で
す
が
樹
木
は
ご
飯
を
食
べ
ま
せ
ん
。
私

た
ち
は
ご
飯
を
食
べ
な
け
れ
ば
大
き
く
な
る
ど
こ
ろ
か
生
き

て
い
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
は
樹
木
は
な
ぜ
大
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福
岡
市
に
は
大
学
も
多
く
若
者
の
町
だ
と
思
っ
て
い
る
人

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
者
の
場
合
と
同
様
に
20
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
世
代
も
、
少
し
細
か
く
見
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
資

料
8
の
と
お
り
、
若
者
の
町
と
い
わ
れ
て
い
る
福
岡
市
の
20

歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
口
は
も
う
減
少
を
始
め
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
天
神
や
博
多
駅
が
全
九
州
か
ら
若
者
を
集
客
し
て

い
る
の
で
、
す
ぐ
に
商
売
が
成
り
立
た
な
く
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
名
な
ど
で
こ
の
層
を
狙
う
ビ
ジ
ネ
ス
を

し
て
い
る
人
に
は
要
注
意
の
数
字
で
す
。

終
わ
り
に－

イ
メ
ー
ジ
に
だ
ま
さ
れ
な
い－

い
ろ
い
ろ
な
人
口
の
グ
ラ
フ
を
出
し
て
お
話
し
し
ま
し
た

が
、
特
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
る
人
は
、
自
分
の
会
社
が
活

動
を
し
て
い
る
中
心
と
な
る
地
域
の
人
口
が
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
く
の
か
を
「
数
」
で
把
握
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
は
、
市
町
村
ご
と
に
2
0
3
5
年
ま
で
の
デ
ー

タ
が
詳
し
く
載
っ
て
い
ま
す
。�
少
子
化
だ
！
��
高

齢
化
だ
！
�
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
実
際
の

数
字
を
見
る
こ
と
が
実
情
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
き
っ
と
ビ
ジ
ネ
ス
等
の
意
思
決
定
に
、

重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
思
い
ま
す
。

※
資
料
1

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
資
料
に
筆

者
が
加
筆
。

※
資
料
2
〜
8

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計

デ
ー
タ
を
基
に
筆
者
が
作
成
。

資料8 福岡市の20～39歳の人口推移

資料7 福岡市の将来人口の推移
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き
く
な
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
光
合
成
と
い
う
作

用
に
よ
り
大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
取
り
込
ん
で
自
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
光
合
成
に
は
日

光
と
水
分
と
二
酸
化
炭
素
し
か
要
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
そ
こ

に
立
っ
て
い
る
だ
け
で
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
れ
る
の
で
す
。

す
る
と
樹
木
と
そ
れ
を
加
工
し
た
だ
け
の
木
材
は
、
大
気

中
の
二
酸
化
炭
素
が
固
ま
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
50
年
生
き
た
樹
木
を
伐
っ
て
使
う

な
ら
50
年
分
の
貯
金
を
下
ろ
し
て
使
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

50
年
間
で
考
え
れ
ば
二
酸
化
炭
素
は
増
え
も
減
り
も
し
な
い

わ
け
で
す
。

普
通
、
木
材
と
い
え
ば
建
材
や
工
芸
品
の
よ
う
な
も
の
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
形
や
性
質
は
違
っ
て
も
木

材
は
化
石
燃
料
と
同
じ
有
機
化
合
物
な
の
で
ガ
ソ
リ
ン
の
代

替
と
な
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
原
料
に
も
な
り
ま
す
。

も
っ
と
簡
単
に
、
燃
や
す
こ
と
で
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出

す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
木
材
を
燃
料
に
し
た
火
力
発
電
所

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
太
陽
光
発
電
等
と
共
に
国

に
奨
励
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
木
材
利
用
は
化
石
燃

料
の
消
費
を
減
ら
せ
る
と
い
う
意
味
で
地
球
温
暖
化
対
策
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。

今
や
二
酸
化
炭
素
削
減
は
全
世
界
レ
ベ
ル
で
取
り
組
ま
れ

る
懸
案
で
あ
り
、
わ
が
国
も
「
京
都
議
定
書
」
の
名
前
に
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
主
体
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
方
法
は
前
述
の
理
由
か
ら
排
出
量
削

減
よ
り
も
森
林
に
よ
る
吸
収
に
よ
り
多
く
を
期
待
す
る
と
い

う
も
の
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
木
造
建
築
の
道
の
駅
が

増
え
た
の
は
こ
う
い
っ
た
背
景
も
あ
り
ま
す
。

い
く
ら
使
っ
て
も
減
ら
な
い
資
源

い
く
ら
使
っ
て
も
減
ら
な
い
な
ど
、
そ
ん
な
都
合
の
よ
い

も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
あ
る
の
で
す
。

狭
い
島
国
に
1
億
2
千
万
人
が
暮
ら
す
わ
が
国
で
す
が
、

そ
の
国
土
の
2
／
3
を
森
林
が
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
割

合
の
上
で
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
等
の
森
林
大

国
に
も
匹
敵
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
森
林
で
は
1
年
間
に
お

よ
そ
8
千
万
㎥
の
樹
木
の
蓄
積
が
増
え
続
け
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
日
本
国
内
で
の
年
間
の
原
木
利
用

量
も
同
じ
8
千
万
㎥
で
す
。
で
す
か
ら
、
数
字
の
上
で
は
資

源
を
全
く
減
ら
さ
ず
に
木
材
を
使
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
夢
の
よ
う
な
話
も
で
き
る
わ
け
で
す
。
す
る
と
木
材

の
自
給
率
は
1
0
0
％
か
と
い
う
と
、
現
実
は
そ
う
甘
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
る
の
に
使
わ
れ
な
い
木
材
資
源

現
実
に
は
、
木
材
は
国
内
に
潤
沢
な
資
源
が
あ
る
の
に
現

状
で
は
消
費
量
の
3
／
4
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

理
由
を
説
明
す
る
に
は
過
去
と
今
の
視
点
が
必
要
で
す
。
過

去
と
は
、
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
高
度
成
長
期
を
示
し
ま
す
。

木
材
は
収
穫
ま
で
に
数
十
年
を
要
す
る
の
で
そ
の
資
源
管
理

に
は
さ
ら
に
長
い
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
す
。
し
か
し
戦
時
中

は
資
源
管
理
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
戦
後
は
回
復
に
努
め
た

も
の
の
資
源
が
回
復
す
る
前
に
高
度
成
長
期
を
迎
え
た
た
め
、

国
内
需
要
で
不
足
す
る
分
は
外
国
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
長
い
年
月
を
経
て
資
源
は
回
復
し
て
き

ま
し
た
が
、そ
の
利
用
は
回
復
し
て
い
ま
せ
ん
。プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
の
他
材
料
が
安
価
に
出
回
り
、
戻
る

場
所
が
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
が
今
の
課
題
で

す
。使

わ
れ
な
け
れ
ば
山
も
荒
れ
ま
す
。
一
般
に
森
林
荒
廃
と

い
う
と
乱
伐
に
よ
る
も
の
を
想
像
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
わ

が
国
で
は
そ
の
逆
の
過
密
に
よ
る
森
林
荒
廃
が
進
ん
で
い
ま

す
。
豪
雨
に
よ
り
山
崩
れ
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

豪
雨
が
強
烈
に
な
っ
て
き
た
こ
と
よ
り
も
樹
木
が
山
を
保
護

す
る
能
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
こ
と
の
方
が
大
き
い
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

つ
な

使
う
こ
と
が
エ
コ
に
繋
が
る
木
材

こ
の
よ
う
に
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
な
が
ら
自
ら
の
力

で
成
長
で
き
る
樹
木
は
環
境
に
優
し
い
資
源
で
す
。
だ
っ
た

ら
伐
ら
ず
に
育
て
続
け
れ
ば
な
お
良
い
の
で
は
、
と
思
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
れ
で
は
効
果
の
半
分
も
使
え
ま
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せ
ん
。
あ
る
面
積
当
た
り
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
樹
木
の
本

数
や
大
き
さ
に
は
当
然
な
が
ら
限
界
が
あ
る
の
で
、
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
・
固
定
量
に
も
上
限
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
こ

で
「
伐
っ
て
使
う
」
こ
と
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。

伐
っ
て
得
ら
れ
た
木
材
は
資
材
と
し
て
も
化
石
資
源
の
代
替

と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
し
、
伐
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
た

隙
間
に
は
別
の
樹
木
が
生
育
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
植
え
て
育
て
る
だ
け
で
な
く
、
伐
っ
て
使
う
こ
と

が
伴
っ
て
こ
そ
、
そ
の
環
境
性
能
が
フ
ル
に
発
揮
さ
れ
る
の

で
す
。

ス
ギ
花
粉
症
対
策

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
現
代
人
を
悩
ま
せ
る
ス
ギ
花
粉
症

は
か
つ
て
植
林
し
た
ス
ギ
が
伐
期
に
な
っ
て
も
利
用
さ
れ
な

い
た
め
、
過
密
に
な
っ
た
ス
ギ
が
苦
し
く
て
異
常
な
量
の
花

粉
を
飛
散
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
す
。
私
も
患
者
の
一

人
と
し
て
ス
ギ
花
粉
症
撲
滅
に
貢
献
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

対
策
と
し
て
は
ス
ギ
を
全
部
伐
る
必
要
は
な
く
、
適
切
な
環

境
に
な
る
ほ
ど
に
間
引
け
ば
花
粉
の
飛
散
量
は
劇
的
に
減
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
無
花
粉
の
ス
ギ
が
開
発
さ
れ
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
ま
す
が
、
植
え
替
え
る
た
め
に

も
や
は
り
今
生
え
て
い
る
ス
ギ
を
伐
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

伐
る
に
し
て
も
植
え
替
え
る
に
し
て
も
、
そ
の
莫
大
な
費
用

を
ど
う
や
っ
て
捻
出
す
る
か
は
大
問
題
で
す
。そ
こ
で
、伐
っ

て
得
ら
れ
た
木
材
資
源
の
活
用
は
そ
の
費
用
捻
出
の
た
め
に

も
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

木
材
を
使
う

さ
て
、
木
材
を
使
う
こ
と
の
優
位
性
を
ご
理
解
い
た
だ
け

た
か
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
せ
っ
か
く
使
う
な
ら
燃
料
よ
り

も
ま
ず
は
「
木
材
」
と
し
て
使
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

後
で
も
燃
料
に
は
な
り
ま
す
か
ら
。
た
だ
、
木
材
は
性
能
と

し
て
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
。
無
理
し
て
使
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
や
は
り
気
が
進
み
ま
せ
ん
。

結
論
を
言
え
ば
、
木
材
は
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ

ど
悪
い
材
料
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
て
も
軽
い
の
に
利
用
す

る
に
は
十
分
な
強
さ
が
あ
り
ま
す
。
強
い
の
に
加
工
は
容
易

で
す
。
高
温
多
雨
で
山
林
部
が
多
い
国
土
の
わ
が
国
で
は
入

手
性
も
良
好
で
す
。
日
本
人
は
古
来
よ
り
こ
れ
ら
の
特
長
を

う
ま
く
利
用
し
て
木
の
文
化
と
も
い
わ
れ
る
生
活
を
営
ん
で

き
ま
し
た
。
近
年
身
の
回
り
か
ら
木
材
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
日
本
人
が
「
木
目
調
」
に
癒
や
し
を
感
じ

る
の
は
古
来
か
ら
の
習
性
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
工
芸
品
に
は

こ
れ
ら
の
特
長
が
よ
く
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
天
然
資
源
を
簡
単
に
加
工
し
た
だ
け
の

木
材
は
や
や
不
均
質
で
あ
り
、
割
れ
た
り
反
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
は
注
意
が
必
要
で
す
が
、
抑
え

る
方
法
や
影
響
を
小
さ
く
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
逆
に
不

均
質
で
あ
る
こ
と
が
喜
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

天
然
の
木
目
は
二
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
適
度
な
不
均
質
が
演
出
す
る
癒
や
し
の
空
間
は
人
工
の

材
料
に
は
ま
ね
で
き
な
い
も
の
で
す
。

木
材
は
建
材
と
し
て
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

割
合
は
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ
り
も

性
能
が
劣
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
破
壊
試
験
を
し
た
ら

何
と
び
っ
く
り
ス
ギ
で
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ
り
は
強
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
は
重
く
て
巨
大

な
上
鉄
筋
が
な
け
れ
ば
構
造
を
維
持
で
き
せ
ん
が
、
木
材
で

は
軽
く
て
シ
ン
プ
ル
な
も
の
が
作
れ
る
と
い
う
点
で
も
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
こ
こ
で
の
課
題
は
火
と
耐
久
性
で
す
。

元
天
然
資
源
で
あ
る
た
め
燃
え
た
り
微
生
物
に
食
べ
ら
れ
た

り
し
て
し
ま
う
劣
化
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

ま
と
め

本
稿
で
は
森
林
と
木
材
の
役
割
に
関
す
る
話
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
投
入
す
る
こ
と
な
く

自
然
の
中
で
日
々
生
産
さ
れ
る
木
材
資
源
は
環
境
に
優
し
い

資
源
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
を
期
待
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
伐
っ
て
使
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
人
間
は
、
科

学
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
地
球
全
体
の
環
境
を
も
変
え
ら
れ

る
力
を
持
つ
に
至
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
支
配
者
と
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産
学
官
連
携

「
火
山
噴
火
史
情
報
学
」
を
確
立
す
る

国
際
火
山
噴
火
史
情
報
研
究
所
長

（
理
学
部
地
球
圏
科
学
科
教
授
）

奥
野

充

九
州
に
は
、
雲
仙
や
阿
蘇
、
九
重

な
ど
数
多
く
の
火
山
が
あ
り
、
霧

島
・
新
燃
岳
の
2
0
1
1
年
1
月
の

噴
火
は
記
憶
に
新
し
い
。
さ
ら
に
桜

島
で
は
、
断
続
的
な
噴
火
が
現
在
で

も
続
い
て
い
る
（
図
1
）。
こ
の
よ

う
に
、
火
山
は
独
特
の
景
観
や
温
泉

と
い
っ
た
恵
み
を
も
た
ら
す
一
方
で
、

災
害
を
起
こ
す
厄
介
な
存
在
で
も
あ

る
。
そ
の
活
動
履
歴
は
、
防
災
を
考

え
る
上
で
も
基
礎
的
な
情
報
と
な
る
。

福
岡
大
学
で
は
、
2
0
1
2
年
4
月

に
国
際
火
山
噴
火
史
情
報
研
究
所
が

産
学
官
連
携
研
究
機
関
の
一
つ
と
し

て
設
立
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
活

動
に
つ
い
て
は
、
拙
著
※
1

や
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト（http://w

w
w
.acrifis-ehai.

fukuoka-u.ac.jp/EH
I/

）
を
参
照

し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
本
稿
で
は
、

噴
火
史
、
情
報
科
学
、
国
際
と
い
っ

た
研
究
所
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
並
べ
な

が
ら
、
こ
の
研
究
所
が
目
指
し
て
い

る
火
山
噴
火
史
情
報
学
の
確
立
と
、

そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

噴
火
史
研
究
の
発
展
性

火
山
研
究
者
は
、
過
去
に
火
山
が

ど
の
よ
う
な
噴
火
を
い
つ
起
こ
し
た

か
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
火
山
学
の
基
礎
的
課
題
で
も
あ

る
。
我
々
は
、
調
査
・
研
究
を
通
し

て
そ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
で
知
的
欲

求
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
、
噴
火
史

研
究
の
素
朴
な
動
機
と
な
る
。
単
な

る
道
楽
な
ら
知
る
だ
け
で
十
分
で
あ

産学官連携

お
ご傲

る
前
に
、
地
球
生
物
社
会
の
一
員
と
し
て
今
一
度
謙
虚
に

な
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
意
味
で
、

木
材
を
も
っ
と
使
う
こ
と
は
無
理
な
く
実
践
で
き
る
一
つ
の

方
法
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
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る
が
、
研
究
活
動
に
公
的
な
資
金
を

使
っ
て
い
る
以
上
、
何
ら
か
の
形
で

社
会
に
還
元
す
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
学
術

論
文
と
し
て
そ

の
成
果
を
他
の

研
究
者
な
ど
に

伝
え
る
こ
と
で

あ
り
、
英
語
で

執
筆
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

私
も
中
国
、
韓

国
、
フ
ラ
ン
ス

な
ど
を
訪
れ
る

機
会
が
あ
り
、

現
地
語
で
書
か

れ
た
論
文
に
接

す
る
機
会
が

あ
っ
た
が
「
せ
め
て
英
語
で
書
い
て

い
て
く
れ
て
い
れ
ば
」
と
い
う
の
が

正
直
な
感
想
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
同

様
に
日
本
語
を
理
解
で
き
な
い
海
外

の
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
日
本
語
の

論
文
は
文
字
化
け
の
よ
う
な
も
の
な

の
だ
ろ
う
。
英
語
が
苦
手
な
筆
者
に

と
っ
て
は
、
大
変
苦
労
さ
せ
ら
れ
る

が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
研
究

成
果
を
還
元
す
る
た
め
に
は
、
も
は

や
必
須
の
課
題
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

噴
火
史
研
究
を
進
め
る
に
は
、
学

術
的
な
観
点
だ
け
で
な
く
、
広
く
そ

の
意
義
（
拡
張
性
・
発
展
性
）
を
他

者
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
、
ニ
ー

ズ
を
掘
り
起
こ
し
て
そ
れ
に
応
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
一
つ
は
、

一
般
市
民
の
知
的
欲
求
に
応
え
る
こ

と
で
あ
る
。
九
州
の
諸
火
山
は
、
す

べ
て
国
立
公
園
内
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
で
重
要
な
構
成
要
素
と
な
っ
て
い

る
。
日
本
で
初
め
て
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
に
認
定
さ
れ
た
「
島
原
半
島
ジ
オ

パ
ー
ク
」
も
雲
仙
火
山
を
中
心
に
し

た
も
の
で
あ
る
（http://w

w
w
.

unzen-geopark.jp/

）。
次
は
火
山

災
害
の
防
止
・
軽
減
に
資
す
る
こ
と

で
あ
り
、
過
去
の
噴
火
履
歴
が
将
来

の
噴
火
を
予
測
す
る
た
め
の
基
礎
資

料
と
な
る
。
さ
ら
に
火
山
は
、
地
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
鉱
物
資
源
と
も
密
接

に
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を

理
解
す
る
た
め
に
も
役
立
つ
。
防
災

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
と
い
っ
た

テ
ー
マ
も
、
社
会
の

ニ
ー
ズ
と
し
て
大
き
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
噴
火
史

研
究
は
、
火
山
学
の
基

礎
的
課
題
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
人
々
に
特
殊

な
景
観
を
提
供
す
る
火

山
の
生
い
立
ち
を
述
べ
、

我
々
の
生
命
や
財
産
を

守
る
指
針
を
提
供
す
る

な
ど
、
幅
広
い
分
野
に

関
連
性
・
発
展
性
を
持
っ
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

噴
火
史
研
究
と
情
報
科
学
の
連
携

噴
火
史
研
究
の
成
果
を
整
理
す
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
気
象
庁
の
『
活

火
山
総
覧
』
※
2

や
産
業
技
術
総
合
研

究
所
の
「
活
火
山
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（http://riodb02.ibase.aist.go.jp

/db099/

）
な
ど
既
に
多
数
あ
る
。

本
研
究
所
で
は
、
研
究
の
過
程
で
得

ら
れ
た
情
報
（
図
2
）
を
省
力
的
に

入
力
し
、
研
究
成
果
を
後
で
検
証
で

き
る
よ
う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
た
い
と
考
え
て
い
る
※
3
、※
4
、※
5

。

ま
た
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
研
究

者
向
け
だ
け
で
な
く
広
く
一
般
市
民

に
も
公
開
さ
れ
（
図
3
）、
噴
火
史

図1 桜島南東麓から見た南岳昭和火口の噴火（2009年9月撮影）
桜島は、ブルカノ式噴火と呼ばれる爆発的噴火を断続的に繰り返しており、

噴煙は風下側に運ばれたあと降下堆積する。

図2 由布岳南麓の登山口付近の露頭
噴火による火山灰層と静穏期にできた土壌層が交互に重

なっている。明瞭な淡褐色の火山灰層は、南九州の鬼界カル
デラの火砕流噴火によるアカホヤ火山灰（K-Ah）である。
このような露頭に、噴火史に関する情報が記録されている。
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研
究
の
す
そ
野
を
広
げ
る
役
割
も

担
っ
て
お
り
、量
が
質
を
変
え
る「
情

報
爆
発
」
も
期
待
さ
れ
る
※
6

。
一
般

に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
・
運
用

に
は
、
大
量
の
人
的
・
資
金
的
な
資

源
が
必
要
で
あ
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（In-

form
ation

and
Com

m
unication

T
echnology

）
基
盤
技
術
を
活
用

し
て
、
で
き
る
限
り
省
力
的
な
シ
ス

テ
ム
運
用
を
目
指
し
た
い
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
は
、
研
究
と
同
時
並
行
的
に

デ
ー
タ
を
蓄
積
さ
せ
る
電
子
博
物
館

で
あ
り
、
そ

れ
に
併
せ
て

実
際
の
史
料

も
各
研
究
室

で
収
蔵
し
て

い
け
ば
、
大

学
博
物
館
と

し
て
整
備
す

る
基
盤
を
形

成
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ

る
。

な
ぜ
「
国
際
」
か
？

本
研
究
所
の
名
称
に
は
、
火
山
噴

火
史
情
報
の
前
に
「
国
際
」
の
2
文

字
を
付
け
て
い
る
。
一
つ
は
、
既
に

述
べ
た
よ
う
に
研
究
成
果
を
海
外
の

研
究
者
と
も
共
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。

噴
火
史
研
究
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、『
火

山
灰
ア
ト
ラ
ス
』
※
7

で
代
表
さ
れ
る

広
域
テ
フ
ラ
に
よ
る
編
年
な
ど
、
日

本
で
独
自
に
進
化
し
た
も
の
も
多
く

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
」

と
呼
ば
れ
る
現
象
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
研
究
手
法
や
成
果
を
海
外
に
広
く

発
信
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
学
術
誌
『Eruptive

H
is-

tory
and

Inform
atics

』
の
刊
行

を
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
学
術
誌
は
、
大
学
紀
要
で
は
な

く
、
査
読
付
き
論
文
を
掲
載
す
る

peer-review
ed
journal

を
考
え
て

い
る
。
筆
者
も
含
め
て
英
語
が
大
き

な
障
壁
に
な
っ
て
い
る
が
、
何
と
か

克
服
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、

付
加
価
値
を
付
け
る
た
め
、
研
究
所

で
立
ち
上
げ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
リ

ン
ク
さ
せ
る
な
ど
、
何
ら
か
の
特
長

を
持
た
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
研

究
所
で
は
、
研
究
成
果
を
社
会
に
向

け
て
ど
う
伝
え
る
か
、
そ
の
還
元
方

法
が
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
学
術
誌
は
、
そ
の

発
信
の
両
輪
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
火
山
噴
火
の
よ
う
な
自
然

現
象
は
、
そ
の
規
模
が
大
き
く
な
る

ほ
ど
頻
度
は
下
が
る
の
で
※
8

、
多
く

の
事
例
を
得
る
た
め
に
は
、
日
本
国

内
だ
け
で
な
く
広
く
世
界
か
ら
情
報

を
収
集
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
筆
者
ら
は
こ
れ
ま
で
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
韓
国
、
中
国
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ

ン
列
島
※
9

な
ど
積
極
的
に
海
外
に
出

掛
け
て
調
査
を
展
開
し
て
お
り
、

2
0
1
3
年
度
か
ら
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
バ
リ
島
で
も
本
格
的
な
調
査
を

開
始
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

す
な
わ
ち
国
際
と
は
、
日
本
国
内

に
だ
け
で
な
く
世
界
に
広
く
情
報
発

信
す
る
と
い
う
面
と
、
海
外
で
の
調

査
研
究
に
よ
っ
て
広
く
情
報
を
収
集

す
る
と
い
う
面
の
両
面
が
あ
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立

こ
こ
ま
で
、
噴
火
史
、
情
報
科
学
、

国
際
に
ま
つ
わ
る
話
題
を
扱
っ
て
き

た
が
、
研
究
所
の
多
岐
に
わ
た
る
活

動
を
展
開
し
維
持
す
る
に
は
、
大
学

内
だ
け
で
は
人
的
・
経
済
的
資
源
に

限
り
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
研
究
所

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織
と
し
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
学
外
に
設
置
す
る
こ
と
を

構
想
し
て
い
る
。
産
学
官
連
携
と
い

う
と
、
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
研
究
所
で
は
公

的
な
性
質
を
持
た
せ
る
意
味
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
い
う
形
態
を
考
え
た
い
。

構
想
中
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
研
究
所

へ
の
人
的
・
経
済
的
サ
ポ
ー
ト
と
い

う
目
的
も
あ
る
が
、
大
学
院
で
博
士

号
を
取
得
し
た
優
秀
な
研
究
者
の
受

け
皿
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
。
博
士

号
を
持
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か

パ
ー
マ
ネ
ン
ト
の
研
究
職
に
就
け
な

図3 一般市民に向けたデータベース「じおログ」
（http://media.tl.fukuoka-u.ac.jp/vdb2/）
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い
の
が
現
状
で
あ
り
、
本
学
を
含
め

て
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｄ
（
ポ
ス
ト
ド
ク

タ
ー
）
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
特
定
の
研
究
（
ま
た

は
業
務
）
に
専
念
す
る
も
の
で
あ
り

（
つ
ま
り
、エ
フ
ォ
ー
ト＝

1
0
0
）、

そ
の
他
ま
た
は
独
自
の
研
究
、
非
常

勤
講
師
な
ど
の
教
育
活
動
は
大
き
く

制
限
さ
れ
る
。
大
学
教
育
は
、
実
際

に
研
究
し
て
い
る
人
が
教
育
・
指
導

す
る
こ
と
が
高
校
ま
で
の
教
育
と
本

質
的
に
異
な
る
点
で
あ
る
。研
究（
業

務
）
だ
け
に
専
念
す
る
こ
と
を
義
務

づ
け
る
こ
と
は
、
本
人
と
将
来
指
導

を
受
け
る
学
生
に
と
っ
て
必
ず
し
も

良
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
Ｐ
Ｄ
制
度

を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
る
効
率

化
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
自
然
界
の

生
き
残
り
戦
略
の
本
質
は
む
し
ろ

「
多
様
性
の
維
持
」
で
あ
る
。
博
士

号
を
持
っ
た
若
い
研
究
者
が
自
由
に

研
究
で
き
る
よ
う
に
、
義
務
的
な
エ

フ
ォ
ー
ト
は
最
大
で
も
「
50
」
に
抑

え
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
上
記
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
お
い
て
、
生
活
の
糧
と

し
て
の
仕
事
と
自
由
な
研
究
が
両
立

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
た
い
。
ま

た
、
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
Ｐ
Ｄ
制

度
と
違
っ
て
任
期
は
な
く
、
仕
事
と

研
究
を
自
ら
確
保
し
て
、
じ
っ
く
り

と
取
り
組
む
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
研
究
所
で
の
試
み
は
、
単
に
噴

火
史
研
究
や
情
報
科
学
に
と
ど
ま
ら

ず
、
両
者
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、

新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
ム
ダ
に
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
省
力
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
少
な
い
資
源
で
研
究

（
者
）
の
多
様
性
を
確
保
し
た
い
。

こ
れ
は
、
少
子
高
齢
化
社
会
が
進
む

に
当
た
っ
て
、
一
つ
の
解
答
に
な
る

だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
国
際
化
も
同
様

に
大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
そ

し
て
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
内
容
お

よ
び
そ
の
意
義
を
現
実
の
も
の
に
す

る
た
め
に
、
火
山
噴
火
史
情
報
学
の

確
立
を
目
指
し
た
い
。

謝
辞こ

の
研
究
所
を
運
営
す
る
に
当

た
っ
て
、
工
学
部
電
子
情
報
工
学
科

の
鶴
田
直
之
教
授
、
理
学
部
地
球
圏

科
学
科
の
田
口
幸
洋
教
授
を
は
じ
め

と
す
る
分
担
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
多

大
な
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま

た
、
専
属
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
Ｐ
Ｄ
研

究
員
の
藤
木
利
之
博
士
に
は
、
大
変

な
ご
苦
労
を
掛
け
て
い
る
。
記
し
て

謝
意
を
表
し
た
い
。
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6
年
目
を
迎
え
た
Ｐ
Ｅ
Ｔ－

Ｃ
Ｔ
検
査

福
岡
大
学
病
院

放
射
線
部
第
二
部
長

教
授

桑
原

康
雄

福
岡
大
学
病
院
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ－
Ｃ
Ｔ
装
置
は
2
0
0
7
年

6
月
に
稼
働
開
始
し
ま
し
た
。
Ｒ
Ｉ
施
設
の
中
に
あ
っ
た
旧

Ｒ
Ｉ
治
療
室
を
改
造
し
、
当
時
で
は
最
新
の
東
芝
製A

qui-

duo

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
（
図
1
）。
検
査
に
用
い
る
Ｆ
Ｄ

Ｇ
（
F-

18fluoro-deoxy-glucose

）
は
久
留
米
の
工
場

で
作
ら
れ
た
も
の
を
高
速
道
路
で
病
院
ま
で
運
ん
で
も
ら
い

使
用
し
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｄ
Ｇ
は
ブ
ド
ウ
糖
を
放
射
性
核
種
の

Ｆ－

18
で
標
識
し
た
も
の
で
す
が
、
腫
瘍
や
脳
に
集
積
す
る

性
質
を
利
用
し
て
が
ん
や
脳
機
能
の
診
断
に
用
い
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
Ｆ－

18
は
物
理
的
半
減
期
が
1
1
0
分
と
短

い
た
め
午
前
9
時
、
午
前
11
時
、
午
後
2
時
の
3
回
に
分
け

て
供
給
さ
れ
ま
す
。
福
大
病
院
内
に
は
ポ
ジ
ト
ロ
ン
核
種
製

造
用
の
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
や
放
射
性
医
薬
品
合
成
の
た
め
の

自
動
合
成
装
置
が
な
い
た
め
、
新
し
い
薬
剤
の
開
発
や
合
成

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
年
間
約
1
、1
0
0
例
の
Ｆ
Ｄ
Ｇ－

Ｐ

Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
を
主
に
腫
瘍
患
者
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま

す
。
検
査
を
始
め
た
当
初
は
、
乳
が
ん
、
卵
巣
が
ん
、
子
宮

す
い
ぞ
う

体
が
ん
、
甲
状
腺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
膵
臓
が
ん
、
食
道

と
う
け
い
ぶ

が
ん
、
頭
頚
部
が
ん
、
肺
が
ん
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
、
悪
性

黒
色
腫
な
ど
の
限
ら
れ
た
腫
瘍
の
み
に
保
険
適
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
徐
々
に
拡
大
さ
れ
今
で
は
早
期
胃
が
ん
を
除
く

悪
性
腫
瘍
す
べ
て
の
病
期
診
断
・
再
発
診
断
が
保
険
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
1
2
年
4
月
の
保
険
適
用
基

準
改
正
で
は
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
治
療
効
果

が
悪
性
リ
ン
パ
腫
を
対
象
に
初
め
て
保
険
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
改
正
に
伴
い
本
院
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ－

Ｃ
Ｔ
検
査
も
徐
々

に
増
え
て
い
ま
す
。

福
大
病
院
で
は
Ｐ
Ｅ
Ｔ－

Ｃ
Ｔ
検
査
開
始
当
初
か
ら
病
診

連
携
の
一
環
と
し
て
近
隣
の
施
設
か
ら
電
話
予
約
で
検
査
が

行
え
る
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。
図
2
に
概
略
を
示
し
ま
す
。

福
大
病
院
核
医
学
部
門
（
0
9
2－

8
0
1－
1
0
1
1

（
代
）〔
内
線
2
1
8
0
〕）
に
電
話
し
て
い
た
だ
く
と
保

険
適
用
の
有
無
を
確
認
の
上
、
検
査
日
を
決
定
し
ま
す
。
そ

の
上
で
病
診
連
携
室
か
ら
検
査
の
説
明
書
と
問
診
票
を
施
設

ま
た
は
患
者
さ
ん
へ
送
付
し
ま
す
。
前
処
置
は
5
時
間
の
絶

食
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
激
し
い
運
動
は
前
日
か
ら
控
え
る

よ
う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
の
投
与
は
筋
肉

へ
の
集
積
が
増
加
す
る
た
め
、
絶
食
同
様
に
検
査
前
5
時
間

は
不
可
で
す
。
来

院
か
ら
検
査
終
了

ま
で
は
約
2
時
間

半
を
要
し
ま
す

（
図
3
）。
検
査

終
了
後
、
報
告
書

は
画
像
と
共
に
地

域
医
療
連
携
室
か

ら
依
頼
先
に
送
付

図1 PET-CT（福岡大学病院：Toshiba aquiduo）
TEL：092‐801‐1011（代）〔内線2180〕福大病院核医学検査部門（RI 検査室）

図2
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す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
検
査

の
対
象
は
大
部
分

が
保
険
適
用
の
患

者
さ
ん
で
す
が
、

保
険
適
用
の
な
い

病
気
や
検
診
目
的

の
検
査
も
行
っ
て

い
ま
す
。
開
業
さ

れ
て
い
る
先
生
方
の
患
者
さ
ん
や
先
生
ご
自
身
が
Ｐ
Ｅ
Ｔ－

Ｃ
Ｔ
検
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
、
申
し
込
み
は
通
常
の
Ｐ

Ｅ
Ｔ－

Ｃ
Ｔ
検
査
と
同
じ
様
に
電
話
で
予
約
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
勤
務
医
の
先
生
方
も

も
ち
ろ
ん
検
診
可
能
で
す
。

最
近
の
Ｆ
Ｄ
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｔ－

Ｃ
Ｔ
検
査
の
傾
向
と
し
て
胃

が
ん
の
再
発
疑
い
の
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。
造
影
Ｃ

Ｔ
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
病
変
が
思
わ
ぬ
所
に
見
つ
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
印
環
細
胞
が
ん
で
は
集
積
が
低
い
も
の

が
多
く
読
影
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
図
4
に
胃
が
ん
患
者

さ
ん
の
術
後
再
発
の
Ｆ
Ｄ
Ｇ－

Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
画
像
を
示
し

ま
す
。
横
行
結
腸
に
接
し
て
再
発
を
認
め
ま
す
。
ま
た
、
悪

性
リ
ン
パ
腫
の
治
療
効
果
判
定
が
保
険
適
用
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
治
療
後
の
リ
ン
パ
腫
の
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。

図
5
に
悪
性
リ
ン
パ
腫
患
者
さ
ん
の
化
学
療
法
前
後
の
Ｐ
Ｅ

け
い
ぶ

Ｔ－

Ｃ
Ｔ
画
像
を
示
し
ま
す
。
治
療
前
後
に
見
ら
れ
た
頸
部

え
き
か

ひ

や
腋
窩
の
リ
ン
パ
節
、
脾
、
骨
髄
の
集
積
が
治
療
後
消
失

し
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｄ
Ｇ
の
集
積
消
失
は
必
ず
し
も
顕
微
鏡
レ

ベ
ル
で
の
腫
瘍
の
消
失
を
意
味
し
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な

例
で
は
集
積
が
残
存
し
て
い
る
例
に
比
べ
そ
の
後
の
経
過
が

良
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
肺
が
ん
は
依
然
と
し
て

Ｐ
Ｅ
Ｔ－

Ｃ
Ｔ
検
査
の
中
で
最
も
多
い
腫
瘍
の
一
つ
で
あ
り
、

術
前
の
転
移
検
索
や
術
後
の
再
発
診
断
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
検
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。
検
査
の
保
険
適
用
は
必
ず
し

も
病
理
所
見
が
得
ら
れ
て
な
く
と
も
、
画
像
か
ら
肺
が
ん
と

診
断
さ
れ
る
場
合
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
以
前
保
険
適
用

さ
れ
て
い
た
肺
腫
瘍
の
良
悪
性
の
鑑
別
に
関
し
て
は
、
Ｆ
Ｄ

Ｇ
集
積
が
低
い
場
合
に
は
円
形
無
気
肺
や
粘
液
産
生
肺
が
ん

を
考
慮
す
る
な
ど
一
定
の
有
用
性
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
良
性

病
変
で
も
比
較
的
高
い
Ｆ
Ｄ
Ｇ
集
積
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

現
在
、
保
険
適
用
か
ら
外
れ
て
い
ま
す
。
頭
頸
部
領
域
の
腫

瘍
で
は
転
移
や
再
発
の
診
断
の
み
な
ら
ず
、
他
の
が
ん
を
合

併
す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ－

Ｃ
Ｔ
で

同
時
多
発
が
ん
が
時
々
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
婦
人
科
領
域

で
は
子
宮
が
ん
や
卵
巣
が
ん
の
リ
ン
パ
節
転
移
や
腹
膜
播
種

の
診
断
に
有
用
で
す
。
ま
た
、

断
端
再
発
も
時
々
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
Ｃ

Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
が
事
前
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ－

Ｃ
Ｔ
で

初
め
て
指
摘
さ
れ
る
病
変
が
非

常
に
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ－

Ｃ
Ｔ
の
検
出
能
が
優

れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
全
身
を
容
易
に
観
察
で
き

る
こ
と
や
Ｃ
Ｔ
を
ベ
ー
ス
に
Ｆ
Ｄ
Ｇ
集
積
の
有
無
を
観
察
す

る
と
い
う
診
断
し
や
す
さ
が
忙
し
い
臨
床
で
は
威
力
を
発
揮

し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
肝
細
胞
が
ん
や
膵
が
ん
は
消
化

器
領
域
で
重
要
な
腫
瘍
で
す
。
肝
細
胞
が
ん
に
関
し
て
は
以

前
よ
り
、
Ｆ
Ｄ
Ｇ
集
積
が
低
い
こ
と
や
正
常
肝
細
胞
に
Ｆ
Ｄ

Ｇ
が
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
Ｆ
Ｄ
Ｇ
の
不
得
手
な
腫
瘍
の

代
表
で
し
た
が
、
転
移
や
腹
膜
播
種
で
は
現
在
保
険
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
肝
細
胞
が
ん
で
比
較
的
見
ら
れ
る
骨
転
移
は

図3

図4

図5
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キャンパス風景キャンパス風景
中央図書館と2号館前に広がる芝生の広場。
樹木からこぼれるやわらかな光が、学生たちに憩いと和みと交流の機会を演出する。

膨
隆
性
病
変
を
呈
す
る
こ
と
が
多
く
、
骨
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ

で
集
積
を
示
し
に
く
い
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ－

Ｃ

Ｔ
の
方
が
有
用
で
す
。
膵
が
ん
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
は
当
初
、

腫
瘤
形
成
膵
炎
と
の
鑑
別
が
保
険
適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

膵
炎
に
も
集
積
す
る
こ
と
か
ら
現
在
で
は
保
険
適
用
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
己
免
疫
膵
炎
に
も
よ
く
集
積
す
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

腫
瘍
以
外
の
病
気
で
は
心
不
全
を
伴
う
虚
血
性
心
疾
患
が

保
険
適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
心
筋
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
で
検
査

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
検
査
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
0
1
2
年
4
月
の
改
正
で
は
心
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
の

診
断
が
Ｆ
Ｄ
Ｇ－

Ｐ
Ｅ
Ｔ
に
保
険
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
従
来

の
Ｇ
ａ
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
に
比
べ
診
断
能
が
高
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｄ
Ｇ
は
以
前
よ
り
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
に
集

積
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
心
サ
ル
コ

イ
ド
ー
シ
ス
の
み
が
保
険
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
脳
は
ブ
ド
ウ

糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
活
動
し
て
い
る
た
め
、
脳
糖
代

謝
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
脳
機
能
を
間
接
的
に
評
価
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
外
科
的
治
療
を
考
慮
す

る
側
頭
葉
て
ん
か
ん
の
焦
点
検
出
の
み
が
保
険
適
用
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
目
的
で
の
検
査
は
わ
ず
か
で
す
。
最
近
、
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
認
知
症
に
関
し
て
、
Ｆ
Ｄ
Ｇ－

Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
広
く
普
及
し
て
い
る
脳
血
流
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
に
比
べ

診
断
能
が
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
医
療
経
済
上

の
問
題
で
保
険
適
用
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

を
用
い
た
ア
ミ
ロ
イ
ド
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
が
、検
査
に
用
い
る
Ｃ－

11
Ｐ
Ｉ
Ｂ
は
半
減
期
が
20
分
と

短
い
た
め
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
と
自
動
合
成
装
置
が
必
要
で
あ

り
、
福
大
病
院
で
は
設
備
が
な
い
た
め
検
査
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
、
国
内
で
Ｆ－

18
標
識
の
薬
剤
が
治
験
中
で
あ
り
、
商

業
ベ
ー
ス
で
の
供
給
が
可
能
性
に
な
れ
ば
、
Ｆ
Ｄ
Ｇ
と
同
様
、

本
院
で
も
臨
床
使
用
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

以
上
、
福
大
病
院
Ｐ
Ｅ
Ｔ－

Ｃ
Ｔ
の
紹
介
と
Ｆ
Ｄ
Ｇ－

Ｐ

Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
検
査
の
現
況
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
福
岡

大
学
の
貴
重
な
財
産
で
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ

ん
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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福
岡
大
学
新
中
央
図
書
館
紹
介

図
書
館
長
（
人
文
学
部
歴
史
学
科
教
授
）

則
松

彰
文

昨
年
（
平
成
24
年
）
の
7
月
2
日
に
、
福
岡
大
学
新
中
央

図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
本
図
書
館
は
、
福
岡
大
学

創
立
75
周
年
記
念
事
業
の
中
核
と
し
て
、
附
属
大
濠
中
学

校
・
高
等
学
校
本
館
お
よ
び
体
育
館
、
福
岡
大
学
病
院
新
診

療
棟
、
2
号
館
（
創
立
75
周
年
記
念
商
学
部
棟
）
と
と
も
に

建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
手
掛
け
た

日
建
設
計
・
大
林
組
と
い
う
日
本
を
代
表
す
る
企
業
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
名
実
と
も
に
日
本
屈
指
の
大
学

図
書
館
が
誕
生
し
ま
し
た
。
7
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
他
大

学
関
係
者
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
を
は
じ
め
、
様
々
な
団
体
・
機

関
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
見
学
も
数
多
く
、
現
在
、
本
学
を

代
表
す
る
建
築
物
と
し
て
の
地
歩
を
固
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
新
中
央
図
書
館
の
新
し
い
機
能
や
魅
力
の
一
端

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

1

施
設
の
概
要

新
中
央
図
書
館
の
概
要
は
、
別
表
に
示
し
た
と
お
り
で
す

が
、
本
館
の
最
大
の
特
長
の
一
つ
は
、
自
動
書
庫
シ
ス
テ
ム

の
導
入
で
す
。
地
下
一
階
に
設
置
さ
れ
た
巨
大
な
自
動
書
庫

は
、
一
三
八
万
冊
も
の
書
籍
を
収
蔵
す
る
こ
と
が
可
能
で
、

将
来
の
冊
数
増
加
を
見
通
し
て
、
最
大
一
七
二
万
冊
ま
で
の

収
蔵
を
可
能
と
す
る
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
し
て
い
ま
す
。
利
用

者
が
貸
し
出

し
を
希
望
す

る
図
書
を
パ

ソ
コ
ン
で
検

索
す
る
と
、

機
械
が
自
動

で
出
納
を
行

う
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い

ま
す
。

二
階
か
ら

四
階
ま
で
の

三
つ
の
フ
ロ
ア
ー
に
は
開
架
閲
覧
室
が
あ
り
、
最
大
五
十
万

そ
ろ

冊
の
書
籍
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

閲
覧
室
は
、
天
井
部
分
に
照
明
の
無
い
タ
ス
ク
＆
ア
ン
ビ
エ

ン
ト
照
明
方
式
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
間
接
照
明
を
採
用
し
て

お
り
、
木
製
の
書
架
、
椅
子
や
机
と
共
に
落
ち
着
い
た
知
的

空
間
を
提
供
し
て
い
ま
す
。天
井
部
分
に
は
、照
明
に
代
わ
っ

て
大
き
な
回
転
扇
が
回
っ
て
お
り
、
床
部
分
か
ら
の
自
動
換

気
シ
ス
テ
ム
の
効
率
向
上
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
、
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
閲
覧
室
や
検
索
コ
ー
ナ
ー
の
一
部
に
は

障
が
い
者
の
方
に
対
応
し
た
特
注
の
家
具
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
視
覚
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
に
も
利
用
で
き
る

よ
う
、
読
書
支
援
室
を
設
け
て
点
字
資
料
や
そ
の
他
必
要
な

機
器
を
取
り
揃
え
ま
し
た
。

中央図書館（左）と2号館（右）

閲覧スペース

自動書庫
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2

新
中
央
図
書
館
の
新
し
い
機
能
と
設
備

次
に
、
本
館
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
施
設
の
中
か
ら
、
グ

ル
ー
プ
学
習
室
と
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
グ
ル
ー
プ
学
習
室
は
、
二
階
か
ら
四
階
の
各
フ
ロ

ア
ー
に
計
三
室
、
合
計
九
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
後
に
ご
紹

し
か

介
す
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
も
然
り
で
す
が
、
こ
れ
ら

は
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研
究
や
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

空
間
で
す
。
従
来
の
図
書
館
は
、
個
々
人
が
単
独
で
行
動
す

る
場
で
し
た
。
一
人
で
静
か
に
読
書
を
し
思
索
を
深
め
る
、

い
わ
ば
「
静
」
の
空
間
、

「
個
」
の
空
間
で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
今
回
新

た
に
設
置
さ
れ
た
グ
ル
ー

プ
学
習
室
は
、
様
々
な
授

業
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
・

院
生
諸
君
が
複
数
人
で
発

表
会
や
勉
強
会
を
催
し
、

ゼ
ミ
で
の
報
告
や
レ
ポ
ー

ト
の
作
成
へ
向
け

て
議
論
を
交
し
た

り
共
同
で
作
業
を

行
う
場
で
す
。
い

わ
ば
、「
動
」の
空

間
、「
共
同
」の
空

間
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
図
書
館

の「
静
寂
」や「
個
」

に
よ
る
活
動
と

い
っ
た
基
本
的
性

格
は
今
も
何
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
本
学
に
不
足

し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
で
自
主
的
に
研
究
・
学
習
す
る
場
所
を

新
図
書
館
が
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
活
用

が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

い
さ
さ

他
方
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
些

か
耳
慣
れ
な
い
言
葉
か
と
思
い
ま
す
。
近
年
、
日
本
の
各
大

学
図
書
館
で
続
々
と
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
空
間

は
、
広
い
意
味
で
の
「
学
習
支
援
」
の
た
め
の
空
間
で
す
。

高
校
ま
で
の
暗
記
中
心
の
受
験
勉
強
か
ら
大
学
に
お
け
る
学

問
・
研
究
へ
と
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
学
生
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ゼ
ミ
報
告
に
必
須
の
レ
ジ
ュ
メ
の
作
成
一
つ

を
と
っ
て
も
、
初
め
は
何
を
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
、
戸
惑

う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
そ
こ
で
、
本
学
で
は
、
大
学
院

生
の
中
か
ら
意
欲
と
能
力
に
秀
で
た
選
り
す
ぐ
り
の
先
輩
た

ち
を
Ｌ
Ａ
（
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
と
し
て
採

用
し
、
二
階
か
ら
四
階
の
三
フ
ロ
ア
ー
に
各
一
個
所
設
け
た

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
に
常
駐
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

大
学
の
学
問
・
研
究
で
す
か
ら
、「
手
取
り
足
取
り
」
で
指

導
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
レ
ジ
ュ
メ
の
作
成
や
レ

ポ
ー
ト
の
執
筆
ほ
か
、
新
入
生
を
中
心
と
し
て
、
彼
ら
の
疑

問
や
質
問
に
対
し
て
親
身
に
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を

整
え
ま
し
た
。
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
つ
つ
、
学
習
の
総
合
的
支
援
を
行
っ
て

い
く
空
間
な
の
で
す
。

3

新
中
央
図
書
館
の
魅
力

ほ
う
ふ
つ

美
術
館
や
博
物
館
を
彷
彿
と
さ
せ
る
重
厚
な
雰
囲
気
の

一
階
ロ
ビ
ー
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
そ
の
空
間
全
体

が
私
た
ち
を
知
の
世
界
へ
と
い
ざ
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
階
段

を
上
が
っ
て
い
く
と
、
広
い
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
が
拡
が

り
ま
す
。
木
製
書
架
の
味
わ
い
深
い
茶
色
と
床
の
黒
が
織
り

な
す
シ
ッ
ク
な
知
的
空
間
は
、
読
書
や
研
究
に
は
う
っ
て
つ

け
の
も
の
。
本
館
に
は
、
利
用
者
の
利
便
性
や
ニ
ー
ズ
に
対

ち

え

応
す
る
様
々
な
工
夫
と
智
慧
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

膨
大
な
蔵
書
の
中

で
も
、
ロ
ー
マ
法
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
や
日
本

近
世
文
学
関
連
書
籍

な
ど
、
極
め
て
学
術

的
文
化
的
価
値
の
高

い
貴
重
書
群
を
五
階

の
貴
重
書
庫
に
、
九

州
中
世
史
研
究
を
網

ラーニング・コモンズ

グループ学習室

1階ラウンジに展示されているヨーロッパ法
コレクション
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「
你
好
（
ニ
ー
ハ
オ
）、

（
シ
エ
シ
エ
）」
大
学
入
学
時
、
私
が
知
っ

て
い
た
中
国
語
と
言
え
ば
こ
れ
だ
け
で
し
た
。
少
し
で
も
外
国
語
を
し
ゃ

べ
れ
た
ら
格
好
い
い
だ
ろ
う
な
、
中
国
は
成
長
し
て
い
る
か
ら
将
来
的
に

使
え
る
か
も
と
い
う
理
由
で
福
岡
大
学
人
文
学
部
東
ア
ジ
ア
地
域
言
語
学

科
に
入
学
し
ま
し
た
。
初
め
は
学
ぶ
か
ら
に
は
最
低
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
く
ら
い
の
言
語
力
は
身
に
付
け
よ
う
と
い
う
強
い
意
志

で
臨
ん
で
い
ま
し
た
が
、
部
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
飲

み
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
顔
を
出
し
学
生
生
活
を
満
喫
し
て
い
た
た

め
、
語
学
力
向
上
と
い
う
入
学
時
の
目
標
か
ら
は
程
遠
い
学
生
生
活
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
時
中
国
か
ら
の
留
学
生
と
知
り
合
い
ま
し

り
ゅ
う
ち
ょ
う

た
。
と
て
も
日
本
語
を
流
暢
に
話
す
彼
を
見
て
、
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
の
時
「
中
国
語
で
会
話
し
て
み
て
」
と
い
う
友
人
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
私
が
話
せ
る
中
国
語
の
単
語
は
非
常
に
少
な
く
簡
単
な

も
の
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
た
だ
習
っ
た
だ
け
で

実
用
性
が
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
感
じ
た
た
め
、
留
学
を
決
意
し

ま
し
た
。

私
が
留
学
先
に
選
ん
だ
の
は
中
国
南
方
の
広
州
大
学
で
す
。
飲
茶
な
ど

の
広
東
料
理
が
有
名
で
、
香
港
や
マ
カ
オ
と
も
近
く
、
2
0
1
0
年
の
ア

流交際国

好
人文学部東アジア地域言語学科 4年次生

城 康平

国際交流

羅
す
る
川
添
昭

二
文
庫
を
四
階

の
特
別
資
料
室

に
収
蔵
す
る
な

ど
、
学
習
・
研

究
の
拠
点
と
し

て
存
分
に
活
用

し
て
い
た
だ
け

る
図
書
館
で
す
。

さ
ら
に
、
本
館

は
旧
来
の
図
書

館
機
能
の
ほ
か

に
、
先
に
紹
介
し
た
グ
ル
ー
プ
学
習
室
や
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ

モ
ン
ズ
、
ま
た
充
実
の
Ａ
Ｖ
ブ
ー
ス
や
パ
ソ
コ
ン
・
ル
ー
ム

な
ど
新
た
な
魅
力
的
機
能
も
完
備
し
て
い
ま
す
。

福
岡
大
学
の
図
書
館
は
、
新
中
央
図
書
館
を
中
核
と
し
て
、

さ
ら
に
理
学
部
・
工
学
部
・
薬
学
部
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の

四
つ
の
分
室
と
、
医
学
部
分
館
（
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
棟
）

の
六
施
設
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
大
学
図
書
館

と
し
て
の
役
割
を
十
二
分
に
果
た
し
て
い
く
の
み
な
ら
ず
、

さ
ら
に
総
合
的
文
化
発
信
基
地
と
し
て
の
機
能
を
積
極
的
に

遂
行
し
て
い
き
ま
す
。
新
し
い
福
岡
大
学
図
書
館
の
今
後
に
、

ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

3，892㎡

24，792㎡（うち図書館17，219㎡）

開架 500，000冊

自動書庫 1，380，000冊

1，934席

一般閲覧席 1，527席

ＡＶ・マイクロブース 61席

グループ学習室 126席

情報サービス室 102席

情報検索エリア 56席

研究用個室 28席

貴重書その他 34席

建築面積

延床面積

収容能力

閲覧席数

（内訳）

1階ラウンジを通って「知の宝庫」へ
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ロシア

モンゴル

西寧 西安
黄河

呼和浩特

天津 韓国
北朝鮮

遼寧

哈爾浜
黒竜江

成都

昆明
南寧

海南島
マカオ
香港
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ジ
ア
競
技
大
会
を
機
に
大
き
く
発
展
し
た
都
市
で
す
。
食
事
や
生
活
環
境

の
面
で
の
不
安
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
本
学
と
提
携
を
結
ん
で
間
も

な
い
広
州
大
学
に
は
日
本
人
が
少
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
「
言
語
を

勉
強
す
る
に
は
最
適
な
環
境
だ
」
と
考
え
た
た
め
広
州
を
選
び
ま
し
た
。

誰
も
知
ら
な
い
環
境
、
し
か
も
初
め
て
の
海
外
が
長
期
留
学
と
い
う
こ

と
、
ま
た
反
日
運
動
な
ど
も
起
こ
っ
て
お
り
周
囲
か
ら
心
配
の
声
を
掛
け

ら
れ
る
こ
と
で
若
干
の
不
安
を
抱
き
な
が
ら
の
出
国
で
し
た
。
い
ざ
白
雲

国
際
空
港
に
着
い
た
も
の
の
手
続
き
は
ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら

ず
、
荷
物
の
受
け
取
り
場
所
す
ら
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
大
し
た
語
学

力
も
な
い
た
め
人
に
尋
ね
る
こ
と
す
ら
で
き
ず
、
慌
て
る
自
分
で
し
た
。

だ
か
ら
初
め
の
こ
ろ
は
現
地
で
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
る
中
国
人
学
生
の

力
を
借
り
て
生
活
を
送
る
日
々
で
し
た
。
銀
行
の
カ
ー
ド
を
作
っ
た
り
寮

の
手
続
き
を
し
た
り
な
ど
す
べ
て
を
日
本
語
が
で
き
る
学
生
の
力
を
借
り

て
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
授
業
は
す
べ
て
中
国
語
で
誰
に
も
頼
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
先
生
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
も
歓
迎
し
て
く
れ
話
し
掛

け
て
く
れ
る
も
の
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
あ
っ
て
も
ま
と
も
に
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
時
ほ

ど
自
分
に
不
甲
斐
な
さ
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
れ
な
か
っ
た
理
由
は
語
学
力
の
低
さ
も
あ
り
ま

し
た
が
自
分
自
身
に
自
信
が
持
て
ず
、
も
し
伝
わ
ら
な
か
っ

た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
、
完
璧
な
文
章
を
話
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
な
ど
と
自
分
で
自
分
を
追
い
込
ん
で
い
た
こ
と

も
原
因
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
と
比
べ
他
の
留
学
生
の
気

軽
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
感
覚
と
い
う
の
は
私
の
中
の
考
え
方

を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
自
信
が
持
て
な
い
か

ら
話
さ
な
い
の
で
は
何
も
変
わ
ら
な
い
。
少
し
ず
つ
で
も
い

い
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
こ
う
と
考
え
、

片
言
で
は
あ
り
ま
し
た
が
進
ん
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
し
た
。

日
本
人
は
外
国
人
の
話
す
日
本
語
を
聞
い
て
多
少
の
違
い

が
あ
っ
た
と
し
て
も
意
味
が
通
じ
れ
ば
そ
れ
で
良
し
と
い
う

考
え
方
の
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
広
州
で
は
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ス
ト
レ
ー
ト
に
は
っ
き
り
と
も
の
を

言
っ
て
く
れ
ま
す
。
発
音
や
声
調
の
違
い
は
指
摘
さ
れ
、
私

が
話
し
た
中
国
語
の
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
何
を
言
っ

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
。
た
だ
は
っ
き
り
と
も
の
を

言
っ
て
く
れ
た
後
の
特
訓
や
指
導
も
真
剣
に
行
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
何
度
も
何
度
も
発
音
の
練
習
な
ど
を
繰
り
返
す
こ
と

で
自
身
の
語
学
力
の
変
化
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
嬉
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

一
つ
留
学
を
通
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
日
中
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
と
他
国
の
関
係
で

す
。
現
在
も
中
国
で
は
反
日
デ
モ
が
起
こ
る
な
ど
し
て
世
間

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
一
方
的
な

情
報
し
か
な
け
れ
ば
中
国
は
怖
い
だ
と
か
、
中
国
に
は
行
き

た
く
な
い
と
い
っ
た
感
情
し
か
生
ま
れ
て
こ
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
一
度
現
地
の
状
況
を
自
分
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
が

で
き
た
ら
考
え
方
も
大
き
く
変
化
す
る
と
思
い
ま
す
。
実
際

私
が
か
か
わ
っ
た
多
く
の
人
々
は
優
し
く
親
切
に
私
に
接
し

て
く
れ
ま
し
た
。
中
に
は
東
日
本
大
震
災
の
募
金
活
動
を
中

国
で
行
っ
た
時
、
昔
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
さ
れ
た
日
本
に
な
ぜ

募
金
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い
う
意
見
を
言
う
人
も

い
ま
し
た
が
、
多
く
の
人
が
募
金
活
動
に
対
し
て
も
協
力
的

で
反
日
感
情
を
感
じ
る
場
面
は
少
な
か
っ
た
で
す
。
日
中
間
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19
歳
の
時
に
日
本
の
あ
る
企
業
の
研
修
生
と
し
て
来
日
し
て
以
来
、

あ
っ
と
い
う
間
に
15
年
が
経
っ
た
。
3
年
間
の
研
修
生
活
、
10
年
を
超
え

る
留
学
生
活
、
笑
い
も
あ
り
涙
も
あ
っ
た
。
15
年
間
の
異
国
で
の
生
活
は
、

私
に
と
っ
て
人
と
良
い
「
絆
」
を
築
く
こ
と
の
大
切
さ
を
体
感
で
き
た
。

「
絆
」
が
築
け
な
か
っ
た
涙
の
研
修
生
活

私
の
研
修
は
、
6
人
の
メ
ン
バ
ー
で
本
社
の
寮
で
の
慣
れ
な
い
自
炊
生

活
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
毎
日
ハ
ー
ド
な
仕
事
、
し
か
も
残
業
続
き
で
、

娯
楽
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
生
活
の
つ
ら
さ
の
せ
い
か
、
10
カ
月
が

経
っ
た
こ
ろ
、
メ
ン
バ
ー
の
1
人
で
あ
る
頴
の
様
子
が
お
か
し
く
な
り
、

精
神
的
な
病
を
患
っ
て
中
国
送
還
と
な
っ
た
。
涙
の
送
別
、
見
送
る
側
と

し
て
残
る
5
人
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

時
間
が
流
れ
翌
年
、
私
と
メ
ン
バ
ー
の
1
人
櫻
蘭
は
支
社
へ
異
動
と

な
っ
た
。
櫻
蘭
と
は
同
郷
で
、
仲
が
良
か
っ
た
し
、
す
べ
て
が
順
調
だ
と

思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
あ
る
休
み
の
日
の
夜
に
、
突
如
と
し
て
告
げ
ら

れ
た
櫻
蘭
の
言
葉
を
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。「
慧
の
こ
と
親
友
だ
と
思
っ

て
い
る
か
ら
言
う
ね
。
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
慧
を
友
だ
ち
と
思
っ
て
い
る

人
は
い
な
い
よ
。
日
本
語
が
で
き
て
、
3
カ
月
の
語
学
研
修
に
も
参
加
し

流交際国

人との絆があれば、命が輝く
商学研究科商学専攻博士課程後期 1年次生

鮑 慧 （中国）

国際交流

で
双
方
の
意
見
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
我
々
は
誤
解

や
偏
見
の
上
で
物
事
を
見
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い

ま
す
。
全
員
の
考
え
方
を
変
え
る
こ
と
は
無
理
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
、
多
く
の
人
に
機
会
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
自

分
の
目
で
実
情
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
れ
ば
持
っ
て
い
る
ほ
ど
、

現
地
で
受
け
る
優
し
さ
や
驚
き
に
は
想
像
以
上
の
感
動
が
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

語
学
力
向
上
を
目
標
に
し
て
行
っ
た
広
州
大
学
へ
の
留
学

で
し
た
が
、
語
学
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
し
い
考

え
方
や
新
し
い
友
好
関
係
を
築
く
な
ど
自
分
自
身
の
可
能
性

を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
留
学
だ
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
日
本
と
諸
外
国
で
距
離
は
あ
る
も
の
の
、
留
学
中
に

出
会
っ
た
人
た
ち
と
ス
カ
イ
プ
や
Ｑ
Ｑ
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
通
じ
今
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
続
け
て
い
ま
す
。
留
学
で
で
き
た
つ
な
が
り
は
一
生

の
も
の
で
す
し
、
こ
れ
か
ら
も
掛
け
替
え
の
な
い
宝
物
と
し

て
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
大
学
卒
業
後
は
旅
行

業
界
へ
と
進
む
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
、
留
学
を
通
じ
て
感

じ
た
諸
外
国
に
対
す
る
誤
解
を
解
き
、
偏
見
を
な
く
し
、
多

く
の
人
に
海
外
の
良
さ
を
伝
え
て
い
け
る
人
物
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
物
像
を
目
指
す
と
い
う
新
た

な
道
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
た
の
も
留
学
の
た
ま
も
の
で

す
。
今
後
も
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
た
く
さ
ん
の
海
外
の
実
情

を
自
ら
の
目
で
確
か
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

仲間たちと記念撮影
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て
い
な
か
っ
た
し
、
特
別
な
存
在
で
皆
は
嫌
だ
っ
た
…
で
も
ね
…
慧
、
こ

れ
か
ら
は
仲
良
く
や
ろ
う
ね
…
」
彼
女
か
ら
語
ら
れ
た
事
実
に
び
っ
く
り

仰
天
だ
っ
た
。「
で
も
、
や
っ
と
1
人
友
だ
ち
が
で
き
た
か
ら
、
良
か
っ

た
。
ま
だ
遅
く
な
い
、
や
り
直
そ
う
」
と
そ
の
夜
、
一
人
で
泣
き
な
が
ら

自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
女
も
ま
た
1
年
後
に
研
修
生
活

か
ら
い
な
く
な
っ
た
。
日
本
人
男
性
と
結
婚
し
た
の
で
あ
る
。
い
つ
も
と

変
わ
ら
ぬ
朝
、
洋
服
箱
が
空
に
な
っ
た
部
屋
と
同
じ
よ
う
に
、
心
に
ぽ
っ

か
り
と
穴
が
空
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

後
々
聞
い
た
話
で
は
、
頴
と
櫻
蘭
は
家
計
の
問
題
や
幼
い
兄
弟
の
こ
と

な
ど
の
関
係
で
日
本
に
来
た
よ
う
だ
。
あ
の
若
さ
で
背
負
っ
て
い
た
重
圧

は
計
り
知
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
も
っ
と
彼
女
た
ち
と
心
の
通
っ
た
話
が

で
き
て
い
れ
ば
ど
ん
な
に
良
か
っ
た
だ
ろ
う
か
と
今
で
も
思
う
。
平
成
17

年
4
月
に
福
岡
大
学
商
学
部
に
入
学
し
た
私
は
、
大
学
2
年
次
生
の
時
に

櫻
蘭
と
偶
然
の
再
会
を
果
た
し
た
。「
弟
は
九
州
に
あ
る
大
学
に
留
学
中

だ
」
と
幸
せ
な
笑
み
を
見
せ
た
彼
女
を
見
て
私
は
ほ
っ
と
し
た
。
き
っ
と
、

神
様
が
わ
ざ
わ
ざ
私
た
ち
を
結
び
付
け
て
く
れ
た
の
だ
と
思
っ
た
。

仲
間
に
支
え
ら
れ
る
幸
せ
な
留
学
生
活
、「
絆
」
の
大
切
さ

を
実
感

研
修
生
活
と
一
転
し
て
、
大
学
生
活
で
は
頼
も
し
い
友
だ

ち
、
最
高
の
ゼ
ミ
の
先
生
、
仲
の
良
い
ゼ
ミ
メ
ン
バ
ー
に
恵

ま
れ
た
。「
良
い
仲
間
を
つ
く
っ
て
最
高
の
大
学
生
活
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
先
生
は
い
つ
も
口
に
さ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
、「
明
る
く
元
気
に
あ
い
さ
つ
す
る
」「
ほ
か
の
人
の
立
場

で
物
事
を
考
え
る
」
と
人
と
絆
を
築
く
基
本
を
教
え
て
く
だ

さ
っ
た
。
私
の
大
学
生
活
は
こ
れ
ら
の
言
葉
に
支
え
ら
れ
て

い
る
。
い
つ
か
ら
か
私
は
、「
優
し
い
一
言
に
救
わ
れ
る
命

が
あ
る
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
、
私
は
商
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
に
在
籍
し
、
博

士
号
を
取
得
す
る
た
め
日
々
努
力
し
て
い
る
。
私
の
所
属
す

る
研
究
室
の
先
輩
方
、
同
期
、
後
輩
た
ち
の
協
力
を
得
て
、

博
士
号
申
請
論
文
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。
心
強
い
仲
間

に
巡
り
会
え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。

人
は
、
孤
独
で
は
何
も
で
き
な
い
。
弱
い
一
人
の
人
間
に

過
ぎ
な
い
。
だ
が
、
家
族
と
の
絆
、
友
だ
ち
と
の
絆
、
そ
し

て
自
分
を
取
り
巻
く
環
境
の
中
の
一
人
一
人
と
の
絆
が
強
け

れ
ば
、
そ
の
絆
は
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
自
分
自
身

も
強
く
な
る
は
ず
だ
。「
人
と
の
絆
を
築
く
」「
人
を
思
う
」

そ
の
大
切
さ
を
学
べ
た
こ
と
が
15
年
間
の
日
本
で
の
生
活
か

ら
得
た
私
に
と
っ
て
の
大
き
な
財
産
で
あ
る
。
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札
幌
の
四
季

工
学
部
電
子
情
報
工
学
科
准
教
授

文
仙

正
俊

福
岡
市
に
住
み
始
め
て
8
年
ほ
ど
に
な
る
。
食
べ
物
は
美

味
し
い
し
、
程
よ
く
都
会
で
あ
っ
て
、
少
し
車
を
走
ら
せ
れ

ば
気
持
ち
の
良
い
自
然
を
満
喫
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
魅
力

的
な
街
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
特
徴
は
私
の
故
郷
札
幌

に
も
良
く
当
て
は
ま
る
こ
と
で
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
北
海
道

と
九
州
で
は
気
候
を
は
じ
め
と
し
て
同
じ
日
本
か
と
思
う
ほ

ど
違
う
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
共
通
項
は
私
が
福
岡

に
住
み
や
す
さ
を
感
じ
て
い
る
理
由
の
一
つ
だ
ろ
う
。

札
幌
で
生
ま
れ
育
ち
、
大
学
院
修
了
ま
で
の
27
年
間
を
過

ご
し
た
。
現
在
の
人
口
は
1
9
0
万
人
で
北
海
道
の
人
口

の
三
割
が
集
中
し
て
い
る
。
札
幌
の
市
街
地
は
、
明
治
の
開

拓
使
の
時
代
に
京
都
に
倣
い

碁
盤
の
目
に
作
ら
れ
た
。
中

心
地
の
大
通
に
あ
る
テ
レ
ビ

塔
周
辺
を
基
準
に
南
〜
条
西

〜
丁
目
と
住
所
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
と
て
も
道
を
覚
え

や
す
い
し
行
き
止
ま
り
が

ま
っ
た
く
無
い
の
で
、
あ
の

辺
り
だ
ろ
う
と
い
う
感
覚
で
の
ん
び
り
と
歩
い
て
い
れ
ば
そ

の
う
ち
目
的
地
へ
到
着
で
き
る
。
車
道
も
歩
道
も
広
く
歩
き

や
す
く
て
、
そ
れ
な
り
に
都
会
的
で
も
あ
り
、
大
通
り
周
辺

を
歩
く
度
に
い
い
街
だ
な
ぁ
と
思
う
。
昔
か
ら
の
ビ
ジ
ネ

ス
・
商
業
の
中
心
地
が
大
通
エ
リ
ア
で
あ
り
、
夜
の
大
歓
楽

街
す
す
き
の
は
こ
の
南
隣
に
位
置
し
て
い
る
。
40
年
ほ
ど
前

か
ら
大
通
エ
リ
ア
と
す
す
き
の
は
地
下
街
で
繋
が
っ
て
い
る

が
、
昨
年
新
た
に
大
通
か
ら
そ
の
北
隣
の
札
幌
駅
ま
で
伸
び

る
広
い
地
下
道
が
完
成
し
た
。
札
幌
駅
周
辺
は
こ
の
10
年
く

ら
い
の
間
に
駅
の
大
改
装
が
行
わ
れ
、
タ
ワ
ー
ビ
ル
も
建
ち

大
通
と
並
ぶ
ほ
ど
の
商
業
エ
リ
ア
へ
と
成
長
し
つ
つ
あ
る
。

12
月
か
ら
3
月
ま
で
の
長
い
冬
の
間
雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
札
幌

に
お
い
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
エ
リ
ア
が
地
下
道
で
結
ば
れ
た

意
義
は
大
き
い
。

生
ま
れ
育
っ
た
実
家
は
札
幌
市
中
央
区
の
山
手
に
位
置
し

て
お
り
、
木
々
に
溢
れ
る
自
然
豊
か
な
環
境
で
あ
る
。
坂
道

を
歩
い
て
上
っ
て
20
分
ほ
ど
で
大
倉
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
（
ジ
ャ

ン
プ
台
）
や
荒
井
山
ス
キ
ー
場
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
冬

の
日
曜
日
の
昼
間
に
は
よ
く
父
と
ジ
ャ
ン
プ
競
技
を
見
に

行
っ
た
し
、
家
に
い
て
も
シ
ャ
ン
ツ
ェ
か
ら
の
ス
ピ
ー
カ
ー

音
や
Ｋ
点
を
越
え
る
大
ジ
ャ
ン
プ
へ
の
歓
声
が
冬
の
乾
い
た

空
気
に
響
い
て
い
た
。
小
学
生
の
頃
に
は
ス
キ
ー
を
肩
に
担

い
で
荒
井
山
ま
で
の
上
り
坂
を
歩
き
、
何
時
間
も
ゲ
レ
ン
デ

を
滑
り
回
っ
た
後
に
そ
の
ま
ま
ア
イ
ス
バ
ー
ン
の
車
道
を
滑

り
降
り
て
家
ま
で
帰
っ
て
き
た
り
も
し
た
。
他
に
も
近
所
に

は
北
海
道
神
宮
や
円
山
公
園
、
円
山
動
物
園
な
ど
が
あ
り
子

ど
も
が
遊
ぶ
に
は
う
っ
て
つ
け
の
環
境
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

ち
な
み
に
円
山
公
園
は
札
幌
市
の
花
見
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
時
期
が
桜
の
見
頃
と
な
る
。
肌
寒
い

中
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
を
持
ち
寄
っ
て
炭
火
を
お
こ
し

て
皆
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
を
し
て
い
る
。
九
州
の
人
も
そ
う
だ

が
北
海
道
の
人
も
よ
く
酒
を
飲
む
。
私
も
札
幌
を
離
れ
て
間

も
な
い
う
ち
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
必
ず
帰
省
し
、
学

生
時
代
か
ら
の
仲
間
と
の
馬
鹿
騒
ぎ
を
毎
年
の
楽
し
み
に
し

て
い
た
。
福
岡
と
札
幌
で
二
回
の
花
見
が
で
き
る
こ
と
を
皆

大通公園とテレビ塔

札幌駅と JRタワー

すすきののネオン街
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に
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
た
。
北
海
道
の
桜
は
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
で
、
春
の
福
岡
市
内
に
咲
き
誇
る
淡
い
桜
色
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
と
比
べ
る
と
花
弁
は
小
ぶ
り
で
ず
っ
と
濃
い
色
を
し
て

い
る
。
極
寒
の
冬
を
耐
え
抜
い
て
花
を
咲
か
せ
る
力
強
さ
は

は
か
な

感
じ
る
が
、
こ
と
儚
い
桜
の
美
し
さ
と
い
う
観
点
に
お
い

び
い
き

て
は
北
海
道
贔
屓
の
私
も
福
岡
の
桜
に
軍
配
が
上
が
る
こ
と

を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
卒
業
式
や
入
学
式
に
桜
の
イ
メ
ー

ジ
が
重
な
る
こ
と
も
、
福
岡
に
来
て
初
め
て
実
感
を
持
っ
て

理
解
で
き
た
。
卒
業
シ
ー
ズ
ン
の
札
幌
は
ま
だ
と
て
も
寒
い
。

雪
が
降
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
桜
が
咲
く
に
は
さ
ら
に
一

カ
月
余
り
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

観
光
地
と
し
て
は
他
に
も
、
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
旧
北
海
道

庁
、
北
海
道
大
学
の
前
身
で
あ
る
札
幌
農
学
校
の
演
武
場

だ
っ
た
時
計
台
（
が
っ
か
り
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
知
ら
れ
る

よ
う
だ
。
私
は
悪
く
な
い
と
思
う
が
、
そ
の
大
き
さ
は
確
か

に
絵
葉
書
の
印
象
よ
り
も
だ
い
ぶ
小
さ
く
、
周
囲
の
ビ
ル
に

埋
も
れ
て
い
る
）、
の
ど
か
に
羊
が
草
を
食
む
高
台
の
牧
草

地
に
ク
ラ
ー
ク
像
が
建
つ
羊
ヶ
丘
展
望
台
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ

チ
氏
設
計
の
モ
エ
レ
沼
公
園
、
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
本

拠
地
の
札
幌
ド
ー
ム
等
、
見
ど
こ
ろ
は
幾
つ
も
あ
る
が
、
私

が
9
年
間
通
っ
た
北
海
道
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
も
意
外
と
人

気
の
観
光
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
四
季
折
々
に
様
々
な
表
情

を
持
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
。
広
々
と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
に

真
っ
す
ぐ
走
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
風
が
吹
き
抜
け
て
素

晴
ら
し
く
気
持
ち
良
い
。
市
の
中
心
部
の
札
幌
駅
の
す
ぐ
裏

手
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ポ
プ
ラ
並
木
の
横
に
大
き
な

農
場
が
広
が
り
緑
の
中
を
ト
ラ
ク
タ
ー
が
走
っ
て
い
た
り
す

る
。
北
十
九
条
の
獣
医
学
部
の
辺
り
に
は
牛
や
馬
な
ど
の
鳴

き
声
が
響
く
。
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
が
公
園
の
よ
う
で
あ
る
。

北
大
生
協
に
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
セ
ッ
ト
が
売

ら
れ
て
い
る
。
生
ラ
ム
肉
に
野
菜
や
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
タ
レ
、

何
と
レ
ン
タ
ル
の
七
輪
に
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
、
木
炭
ま
で

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ほ
お
ば

う
ま

中
で
ビ
ー
ル
と
共
に
頬
張
る
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
は
格
別
に
旨

く
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
研
究
室
・
サ
ー
ク
ル
・
部
活
の
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
ジ
ン
パ
（
恐
ら
く
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
の
略
。
北
大
で
は
皆
こ
う
呼
ぶ
）
を
し
て
い
る
姿
を

い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
秋
に
は
鮮
や
か
な
黄
色
に

銀
杏
が
色
付
き
、
ぎ
ん
な
ん
特
有
の
に
お
い
が
漂
う
。
近
隣

住
民
と
思
し
き
人
々
が
拾
い
に
来
た
り
も
す
る
。

旧北海道庁

北海道大学のポプラ並木

ポプラ並木横の羊

北海道大学の北13条門から続く紅葉の
銀杏並木

札幌時計台

羊ヶ丘展望台
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こ
の
風
景
を
目
に
す
る
頃
に
は
、
札
幌
の
街
を
通
り
抜
け

る
風
も
鋭
く
冷
た
く
な
っ
て
き
て
、
辺
り
に
は
地
元
で
「
雪

虫
」
と
呼
ば
れ
る
と
て
も
小
さ
な
白
い
羽
虫
が
群
れ
を
成
し

て
飛
び
回
る
よ
う
に
な
る
。
そ
ろ
そ
ろ
雪
が
降
る
報
せ
で
あ

る
。
雪
が
積
も
る
ま
で
の
11
月
か
ら
12
月
下
旬
頃
ま
で
は
雪

混
じ
り
の
雨
が
降
り
が
ち
で
、
札
幌
が
最
も
暗
く
冷
え
き
る

時
期
で
あ
る
。
し
か
し
ク
リ
ス
マ
ス
の
頃
に
も
な
る
と
、
決

ま
っ
て
大
雪
が
降
り
「
根
雪
」
と
呼
ば
れ
る
降
り
積
も
っ
た

雪
が
解
け
な
い
状
態
に
な
る
。
こ
う
な
る
と
、
積
も
る
前
と

比
べ
る
と
不
思
議
と
寒
さ
を
感
じ
な
く
な
り
（
と
は
い
っ
て

も
寒
い
の
だ
が
）、
夜
で
も
街
灯
の
明
か
り
が
真
っ
白
な
雪

で
乱
反
射
し
て
明
る
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
冬
は
厳
し

い
け
れ
ど
最
も
札
幌
ら
し
い
季
節
と
も
言
え
よ
う
。
雪
国
に

は
厳
し
い
冬
を
し
の
ぐ
知
恵
と
シ
ス
テ
ム
が
き
ち
ん
と
蓄
積

さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
な
り
に
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
例
え
ば
よ
く
聞
く
話
か
も
し
れ
な
い
が
、
北
海
道

の
家
は
本
当
に
暖
か
い
。
大
き
な
ス
ト
ー
ブ
と
断
熱
さ
れ
た

家
の
お
か
げ
で
真
冬
で
も
家
の
中
で
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
一
枚
で
過

ご
す
と
い
う
話
も
あ
な
が
ち
大
袈
裟
で
は
な
い
。
ウ
ィ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
や
雪
ま
つ
り
な
ど
厳
冬
期
な
ら
で
は
の
楽
し

み
も
多
い
。
熱
々
の
味
噌
ラ
ー
メ
ン
の
味
も
ま
た
ひ
と
し
お

だ
。
私
も
冬
の
札
幌
が
好
き
で
あ
る
。

福
岡
―
札
幌
間
は
直
行
便
が
飛
ん
で
お
り
、
2
時
間
余
り

の
フ
ラ
イ
ト
で
北
海
道
へ
到
着
す
る
。
着
陸
態
勢
の
機
上
か

ら
見
え
始
め
る
果
て
し
な
い
北
海
道
の
大
地
は
、
離
陸
時
に

眼
下
に
あ
っ
た
福
岡
市
街
地
と
は
あ
ま
り
に
様
相
を
異
に
す

る
。
こ
の
土
地
を
切
り
拓
き
1
5
0
年
ほ
ど
で
こ
こ
ま
で

発
展
さ
せ
た
先
人
の
力
に
感
服
す
る
。
今
回
久
し
ぶ
り
に

ゆ
っ
く
り
と
ふ
る
さ
と
に
思
い
を
馳
せ
、
厳
し
く
も
鮮
や
か

な
四
季
に
彩
ら
れ
る
札
幌
の
魅
力
を
再
確
認
し
た
。
今
か
ら

年
末
の
帰
省
が
楽
し
み
で
あ
る
。

2
0
1
2
年
11
月

＊
謝
辞

素
晴
ら
し
い
写

真
を
撮
影
し
提
供
し
て

く
だ
さ
っ
た
北
海
道
大

学
大
学
院
理
学
研
究
院

技
術
部
の
上
野
晃
平
氏

と
中
村
晃
輔
氏
に
心
よ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

雪の積もる札幌市内札幌駅前通冬の北海道大学キャンパス

札幌雪まつり

札幌味噌ラーメン
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福
岡
大
学
筑
紫
病
院
・
福
岡
大
学
病
院

で
出
会
っ
た
三
人
の
上
司
た
ち

福
岡
大
学
筑
紫
病
院

看
護
部
長

樋
口
靖
子

私
は
、
福
岡
大
学
附
属
看
護
専
門
学
校
の
7
回
生
と
し
て

卒
業
し
、
福
岡
大
学
病
院
で
1
年
間
、
筑
紫
病
院
で
18
年
間
、

福
岡
大
学
病
院
で
9
年
間
勤
務
し
た
後
、
2
0
1
2
年
度
か

ら
筑
紫
病
院
の
看
護
部
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。

29
年
間
看
護
師
を
続
け
て
き
た
今
の
私
が
あ
る
の
は
、
こ

れ
ま
で
出
会
っ
て
き
た
多
く
の
人
た
ち
の
お
か
げ
で
あ
る
が
、

特
に
私
自
身
の
ア
イ
デ
ィ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
大
き
く
影
響
を
与

え
た
三
人
の
上
司
に
つ
い
て
話
を
し
た
い
。

一
人
目
の
出
会
い
は
、
看
護
師
2
年
目
の
時
の
筑
紫
病
院

小
児
病
棟
の
師
長
で
、
働
き
始
め
て
初
め
て
認
め
て
く
れ
た

上
司
で
あ
る
。

宮
崎
か
ら
福
岡
に
出
て
き
て
、
看
護
学
校
で
は
全
く
成
績

が
振
る
わ
ず
、
挫
折
感
ば
か
り
で
、
や
っ
と
の
思
い
で
卒
業

し
た
が
、
な
ぜ
か
希
望
ど
お
り
心
臓
外
科
病
棟
へ
配
属
さ
れ

し
か

た
。
毎
日
、
怒
鳴
ら
れ
、
叱
ら
れ
な
が
ら
必
死
に
仕
事
を
覚

え
た
1
年
目
だ
っ
た
。
体
温
計
を
30
本
割
る
、
手
術
当
日
の

内
服
薬
を
あ
わ
て
て
準
備
す
る
、
病
棟
の
メ
ジ
ャ
ー
を
白
衣

の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
ま
ま
持
ち
帰
っ
て
し
ま
う
、
ガ
ー
ゼ

交
換
も
手
早
く
で
き
ず
、
人
の
5
倍
練
習
が
必
要
と
落
ち
込

ん
だ
。

そ
し
て
心
電
図
が
読
め
る
よ
う
に
な
り
、
や
っ
と
心
臓
外

科
の
看
護
師
と
し
て
楽
し
く
な
っ
て
き
た
1
年
目
3
月
の
深

夜
明
け
、
筑
紫
病
院
へ
の
異
動
を
告
げ
ら
れ
た
。
よ
う
や
く

仕
事
に
も
慣
れ
て
き
た
の
に
、
な
ぜ
1
年
目
の
私
が
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
と
、
泣
い
て
異
動
し
た
筑
紫
病

院
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
師
長
は
、
子
ど

も
く
よ
く

で
ん
ぶ
よ
く

も
の
沐
浴
、
臀
部
浴
を
率
先
し
て
行
い
、
い
つ
も
ス
タ
ッ

フ
に
声
を
掛
け
笑
顔
で
楽
し
く
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
。
私
た

ち
ス
タ
ッ
フ
は
、
師
長
の
元
気
と
明
る
さ
と
患
者
さ
ん
に
接

す
る
ケ
ア
の
姿
勢
に
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、「
仕
事
が
楽
し
い
」

と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
か
ね
て
か
ら
心
電
図
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
私
に
、
ダ
ウ
ン
症
の
子
ど
も
の
心
不
全
の
管
理
や
心

電
図
管
理
を
「
あ
な
た
な
ら
や
れ
る
か
ら
お
願
い
」
と
任
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
認
め
ら
れ
た
気
分
に

な
っ
た
。

私
の
意
見
を
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
自
身
の
言
葉
で
話
す
こ
と
が
楽
し
く
、
地
に
落
ち
て
い

た
私
の
自
尊
心
が
救
わ
れ
た
。
後
輩
や
医
師
に
対
し
て
も
、

共
に
学
び
働
く
仲
間
と
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
と
て
も
楽

し
く
な
っ
た
。
自
己
肯
定
感
と
、
自
己
効
力
感
を
持
て
た
師

長
と
の
出
会
い
で
あ
る
。

二
人
目
の
出
会
い
は
、
私
が
主
任
に
昇
任
し
た
時
の
小
児

病
棟
師
長
で
あ
る
。
主
任
に
な
っ
た
ば
か
り
の
時
、
医
師
か

ら
入
院
の
依
頼
が
あ
っ
た
の
で
「
部
屋
が
空
い
て
い
る
の
で

い
い
で
す
よ
」
と
返
事
を
し
た
。
そ
の
あ
と
師
長
に
「
あ
な

た
の
立
場
は
何
で
す
か
」
と
問
わ
れ
た
。
勝
手
に
入
院
を
決

定
し
て
は
い
け
な
い
、
何
事
も
自
分
の
立
場
を
わ
き
ま
え
、

上
司
へ
報
告
・
相
談
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
学
ん
だ
。
師

長
・
主
任
の
ペ
ア
と
し
て
2
年
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
、
病
床
管

理
を
任
せ
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
師
長
か
ら
エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。「
あ
な
た
の
立
場
は
何
で

す
か
」
こ
の
質
問
の
本
質
は
何
だ
っ
た
の
か
、
私
に
何
を
学

ば
せ
よ
う
と
さ
れ
た
の
か
、
組
織
と
は
何
か
、
主
任
で
あ
る

私
の
責
任
、
委
譲
さ
れ
た
業
務
と
は
何
か
を
考
え
る
機
会
と

な
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
主
任
の
評
価
・
承
認
を
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
す
る
意
思
決
定
の
意
味

も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
患
者
さ
ん
に
誠
実
で
あ
る
こ
と
、
患
者
さ
ん
中
心

の
看
護
の
大
切
さ
も
師
長
の
背
中
に
学
ん
だ
。
忘
れ
ら
れ
な

い
場
面
が
あ
る
。
1
歳
の
子
ど
も
に
点
滴
が
入
ら
ず
、
1
時
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間
半
が
経
過
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
が
点
滴
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

の
ぞ

て
い
る
の
か
気
に
な
り
処
置
室
を
覗
き
込
み
、
声
を
掛
け
る

が
医
師
は
イ
ラ
イ
ラ
し
子
ど
も
は
泣
く
の
に
も
疲
れ
て
い
た
。

そ
れ
を
師
長
へ
報
告
す
る
と
、
す
ぐ
に
処
置
室
に
入
り
医
師

へ
「
長
く
な
る
と
入
る
点
滴
も
入
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
に
も

休
憩
が
必
要
で
す
」
と
声
を
掛
け
る
と
同
時
に
師
長
は
、
抑

制
帯
を
外
し
て
子
ど
も
を
抱
き
か
か
え
、
処
置
室
か
ら
連
れ

出
し
て
し
ま
っ
た
。
私
は
、
子
ど
も
の
血
管
は
委
縮
し
挿
入

困
難
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
声
を
掛
け
る
だ
け
で
は
動
か
な
い
医
師
に
対
し

て
遠
慮
し
、
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
ず
、
患
者
さ
ん
を
中
心
に

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
自
分
が
い
た
と
反
省
し
た
。
患
者
さ
ん

を
大
切
に
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
ぶ
れ
な
い
看
護
を

行
動
に
移
す
強
さ
を
教
え
ら
れ
た
。

三
人
目
の
出
会
い
は
、
福
岡
大
学
病
院
へ
異
動
後
に
私
に

副
看
護
部
長
と
し
て
の
業
務
を
任
さ
れ
た
看
護
部
長
で
あ
る
。

「
考
え
を
発
言
す
る
姿
勢
に
期
待
し
て
い
る
。
私
に
意
見
し

て
く
れ
る
存
在
と
思
っ
て
い
る
の
で
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」

と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
信
頼
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
力

不
足
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
が
共
に
仕
事
を
し
た
い
と
決
心

し
た
。

副
看
護
部
長
と
し
て
の
4
年
間
は
、
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
、

新
診
療
棟
開
院
な
ど
に
関
す
る
全
体
的
な
説
明
、
新
病
棟
へ

の
患
者
移
動
の
準
備
に
追
わ
れ
、
多
く
の
人
の
協
力
を
得
た
。

こ
れ
ら
の
業
務
を
進
め
て
い
く
際
、
他
部
門
、
外
来
部
門

の
業
務
に
支
障
を
来
す
こ
と
が
あ
り
、
看
護
部
長
へ
「
調
整

後
詳
し
く
報
告
し
ま
す
」
と
だ
け
告
げ
対
応
に
走
っ
た
。
夕

方
、
報
告
す
る
と
、
看
護
部
長
は
叱
る
こ
と
も
な
く
、「
調

整
が
つ
い
た
の
ね
。
今
後
も
よ
ろ
し
く
」
と
声
を
掛
け
ら
れ

た
。
上
司
が
部
下
を
信
頼
し
待
つ
勇
気
を
感
じ
た
。
ま
た
、

同
意
書
の
コ
ピ
ー
を
患
者
さ
ん
へ
渡
す
シ
ス
テ
ム
が
開
始
に

な
る
際
、
コ
ピ
ー
機
を
勝
手
に
移
動
さ
せ
た
こ
と
か
ら
事
務

部
門
に
多
大
な
る
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
っ
た
。
患
者
さ
ん
の

た
め
に
と
思
い
行
動
し
た
こ
と
で
あ
る
が
十
分
な
意
思
疎
通

が
で
き
ず
対
立
し
て
し
ま
っ
た
。
看
護
部
長
か
ら
、「
患
者

さ
ん
と
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
を
思
っ
て
の
行
動
だ
か
ら
」

と
事
務
部
門
の
課
長
へ
助
言
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
は
円
滑

に
業
務
を
遂
行
で
き
た
。
上
司
に
信
頼
さ
れ
仕
事
を
任
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
へ
の
ぶ
れ

な
い
本
質
が
共
に
感
じ
ら
れ
感
謝
と
感
動
を
し
た
。

最
近
読
ん
だ
コ
リ
ン
・
パ
ウ
エ
ル
の
本
に
「
ど
れ
ほ
ど
優

れ
た
考
え
で
も
、
そ
れ
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
は
成

功
す
る
こ
と
は
な
い
。
優
れ
た
考
え
に
は
そ
の
た
め
に
戦
う

闘
士
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
考
え
を
信
じ
、
実
現

を
目
指
す
た
め
に
、
支
持
者
を
増
や
し
、
努
力
し
、
推
進
す

る
そ
う
い
う
人
が
必
要
で
あ
る
」
ま
た
、「
理
不
尽
な
考
え

は
、
そ
れ
が
本
質
的
に
理
不
尽
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
消

え
な
い
。
理
不
尽
な
考
え
に
反
対
し
て
立
ち
上
が
り
、
戦
う

人
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
ら
を
危
険
に
さ
ら
し
、
問

題
点
を
指
摘
し
て
、
心
臓
に
杭
を
打
ち
込
む
人
が
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

私
が
仕
事
の
経
験
を
積
み
上
げ
て
い
く
中
で
の
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
で
出
会
っ
た
三
人
の
上
司
に
は
、
そ
の
時
々
の

立
場
で
自
身
の
足
り
な
い
部
分
を
気
付
か
さ
れ
、
成
長
さ
せ

て
も
ら
っ
た
と
感
謝
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
部
下
を
信
頼
す

る
こ
と
、
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
す
る
上
司
の
大
き
さ
も
学
ん
だ
。

言
い
た
い
こ
と
を
言
う
生
意
気
な
部
下
で
あ
っ
た
が
、
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識
で
き
る
こ
と
で
、
自

身
で
考
え
創
造
す
る
面
白
さ
、
責
任
を
取
る
覚
悟
を
持
っ
て

仕
事
に
取
り
組
む
大
切
さ
も
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。

人
と
の
出
会
い
は
生
き
て
い
く
上
で
と
て
も
大
き
な
影
響

を
持
つ
。
こ
れ
か
ら
も
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、
自
身
の

成
長
に
つ
な
げ
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
う
。
そ
し
て
ま
た
影

響
を
与
え
ら
れ
る
人
に
な
れ
れ
ば
最
高
で
あ
る
。
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人
と
人
と
の
つ
な
が
り－

絆－

教
育
開
発
支
援
機
構
事
務
課

今
泉
康
代

さ
て
、
質
問
で
す
。

「
あ
な
た
に
と
っ
て
生
活
を
楽
し
む
た
め
に
必
要
な
も
の
は

何
で
す
か
」
と
聞
か
れ
た
ら
何
と
答
え
ま
す
か
？
�
お
金
・

経
済
力
�、�
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
�、�
夢
や
目
標
�、�
情
報
機

器
や
コ
ン
テ
ン
ツ
�、�
食
�
等
々
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い

ま
す
。
あ
る
調
査
に
よ
る
と
「
家
族
や
友
人
、
他
者
と
の
関

係
」
が
1
位
と
な
り
、「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
こ
そ
が

生
活
に
楽
し
さ
を
呼
び
込
ん
で
く
れ
る
も
の
と
考
え
る
人
が

多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

私
が
所
属
し
て
い
る
「
教
育
開
発
支
援
機
構
」
は
Ａ
棟
地

下
1
階
に
あ
り
ま
す
。
2
0
1
2
年
の
4
月
に
設
置
さ
れ

た
新
し
い
部
署
で
、
福
岡
大
学
に
お
け
る
組
織
的
か
つ
継
続

的
な
教
育
内
容
、
教
育
方
法
等
の
改
善
を
図
る
教
育
Ｆ
Ｄ

（Faculty
D
evelopm

ent

）
を
推
進
す
る
た
め
の
全
学
横

断
的
な
組
織
で
す
。
こ
の
部
署
で
私
は
、
日
々
、「
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
」
を
感
じ
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

毎
時
限
、
先
生
あ
る
い
は
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
授
業
で
使

用
す
る
機
材
を
借
り
に
来
ま
す
。
毎
日
、
教
育
開
発
支
援
機

構
事
務
課
に
は
大
量
の
落
と
し
物
が
届
け
ら
れ
、
学
生
が
落

と
し
物
を
探
し
に
窓
口
に
や
っ
て
き
ま
す
。
単
に
機
材
の
貸

し
出
し
あ
る
い
は
忘
れ
物
に
つ
い
て
返
答
す
る
と
い
っ
た
単

純
な
こ
と
で
す
が
、
必
ず
「
一
言
二
言
」
言
葉
を
交
わ
し
ま

す
。
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
関
す

る
こ
と
、
学
内
で
行
わ
れ
て
い
る
行
事
等
々
と
た
わ
い
の
な

い
会
話
で
す
が
、
そ
の
中
に
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
を

感
じ
ま
す
。

あ
る
日
、
学
生
が
教
室
の
鍵
を
借
り
に
来
ま
し
た
。
い
つ

も
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
、
き
ち
ん
と
し
た
受
け
答
え
が
で

き
る
と
感
じ
て
い
た
学
生
で
し
た
。
あ
い
さ
つ
の
後
、
出
身

地
の
話
に
な
り
私
と
同
郷
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
話
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
お
父
さ
ま
が
私
と
同
じ
出

身
高
校
で
あ
る
こ
と
も
分
か
り
、
驚
き
と
同
時
に
「
福
大
の

魅
力
」
は
こ
れ
だ
‼
と
。「
福
大
の
魅
力
」＝

�
福
大
の
良

い
と
こ
ろ
�
は
こ
の
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
だ
と
私
は

確
信
し
ま
し
た
。

私
が
福
岡
大
学
に
入
職
し
た
最
初
の
配
属
先
は
、「
就
職

課
（
現：

就
職
・
進
路
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）」
で
し
た
。

配
属
さ
れ
て
3
カ
月
後
、
福
岡
大
学
の
学
生
の
採
用
を
お
願

い
す
る
た
め
、
ま
た
、
採
用
状
況
の
情
報
収
集
を
目
的
に
企

業
訪
問
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
い
3
カ
月
前
ま
で

は
、
福
岡
大
学
の
学
生
と
し
て
就
職
活
動
を
行
う
学
生
で

あ
っ
た
私
が
、
今
度
は
採
用
の
お
願
い
に
行
く
よ
う
に
な
る

と
は
…
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
初
め
て
企
業
訪
問
を

し
た
日
の
こ
と
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
一
社
目

の
会
社
で
「
福
岡
大
学

就
職
課

○
○
○
○
」
と
書
い
た

名
刺
を
お
渡
し
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
学
生
と
勘
違
い

さ
れ
、「
も
う
採
用
活
動
は
終
わ
り
ま
し
た
よ
」
と
言
わ
れ

て
、
落
ち
込
ん
だ
気
分
で
次
の
会
社
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で

す
。
そ
の
会
社
の
人
事
担
当
者
の
方
は
福
岡
大
学
の
卒
業
生

で
、
私
が
緊
張
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
取
ら
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
ご
自
身
の
学
生
時
代
の
思
い
出
話
を
さ
れ
、
採
用
に
関

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
人
と
し
て
日
々
勉
強

で
あ
る
こ
と
等
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
本
学
の
就
職
課
に
来
ら
れ
た
際
は
声
を
掛
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
人
の
福
岡
大
学
卒
業
生
と
し
て
、
福

岡
大
学
の
23
万
5
千
人
を
超
え
る
卒
業
生
と
の
つ
な
が
り
に

感
謝
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
こ
の
つ
な
が
り
は
約
80

年
に
及
ぶ
本
学
の
長
い
歴
史
に
お
け
る
大
き
な
財
産
で
す
。

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
を
福
岡
大
学
の
学
内
で
感
じ

て
も
ら
え
る
の
が
教
育
開
発
支
援
機
構
に
創
ら
れ
た
「
教
育

サ
ロ
ン
」
で
す
。「
教
育
サ
ロ
ン
」
の
入
口
に
は
次
の
言
葉

が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

〔
こ
こ
は
、
福
岡
大
学
の
人
と
人
と
が
「
つ
な
が
る
」
場
所

で
す
。
み
ん
な
が
楽
し
く
な
る
大
学
を
つ
く
る
た
め
に
、
ま

ず
は
「
集
ま
ろ
う
」。
そ
し
て
「
語
ろ
う
」。
さ
ら
に
「
広
げ

よ
う
」。
福
岡
大
学
の
「
絆
」〕

「
教
育
サ
ロ
ン
」
は
、
学
生
お
よ
び
教
職
員
が
平
等
な
立
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場
か
ら
自
由
に
楽
し
く
話
し
合
え
る
場
で
す
。
私
は
教
育
開

発
支
援
機
構
事
務
課
の
事
務
職
員
と
し
て
、
学
生
の
皆
さ
ん

や
教
職
員
の
方
々
の
「
気
づ
き
」
の
中
か
ら
、
福
岡
大
学
を

よ
り
良
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
す
る
た
め
の
、
充
実
し
た
教
育
を

実
現
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
一
緒
に
探
す
お
手
伝
い
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
行
っ
て
い
る
「
掲
示
板
討
論
会
」

で
は
、
い
ろ
ん
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
自

分
の
考
え
や
思
い
を
伝
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、

立
ち
寄
っ
て
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
末
に
、
一
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
一
字
が
、
清
水
寺
で

発
表
さ
れ
ま
す
。
2
0
1
1
年
の
漢
字
は
、�
絆
�
で
あ
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。�
絆
�

が
選
ば
れ
た
理
由
は
、
東
日
本
大
震
災
で
家
族
や
仲
間
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
や
、
連
絡
が
取
れ
ず
不
安
な
日
々
を

過
ご
し
た
体
験
が
、
あ
ら
た
め
て
家
族
・
友
達
・
地
域
の

人
々
と
の
�
絆
�
の
大
切
さ
を
知
り
、
希
薄
に
な
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
る
人
間
関
係
に
気
付
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
か
ら
、

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
さ
ら
に
、
人
と
人
、
人
と
世
界
を
つ

な
ぐ
�
絆
�
の
力
を
感
じ
、
そ
れ
ら
を
よ
り
強
く
、
よ
り
身

近
な
も
の
に
し
たT

w
itter

やFacebook

な
ど
の
新
し
い

ツ
ー
ル
が
流
行
し
た
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
本
学
の
東
日
本
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
福
岡
大
学

派
遣
隊
」
に
も
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
支
援
の
�
絆
�
も
生
ま

れ
ま
し
た
。
10
月
に
教
育
サ
ロ
ン
内
で
「
学
長
の
サ
ロ
ン
タ

イ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
派
遣
隊
の
代
表
学
生
と
衛
藤
学
長
が

懇
談
し
ま
し
た
。
参
加
学
生
の
声
に
「
現
地
で
で
き
た
こ
と

は
微
々
た
る
も
の
で
、
褒
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
福
岡
大
学
派
遣
隊
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
み
、
多
く
の
仲
間
に
出
会
え

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
今
回
の
活
動
の
経
験
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
多
く
の
人
に
伝
え
、
未
来
へ
つ
な
げ
る
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
」
と
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
本
学
の
�
絆
�

の
証
し
で
す
。
こ
の
�
絆
�
と
い
う
言
葉
は
、
本
学
の
創
立

75
周
年
（
2
0
0
9
年
）
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「�
絆
�

新
た
に
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
希
望
の
未
来
へ
の
言
葉
で

す
。ど

ん
な
に
多
く
の
書
物
を
読
も
う
と
も
、
学
べ
な
い
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
人
に
対
す
る
思
い
や
り
、
自
分
の
感

情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
、
人
に
自
分
の
考
え
や
思
い

を
伝
え
る
こ
と
…
。
人
と
の
か
か
わ
り
の
中
か
ら
こ
そ
、
よ

り
豊
か
な
未
来
が
創
造
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

か
か
わ
り
を
成
長
へ
と
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、「
信
頼
」

「
関
心
」「
理
解
」「
共
感
」
な
ど
が
必
要
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
人
か
ら
自
分
の
存
在
そ
の
も
の
を
認
め
ら

れ
、
共
感
し
合
い
な
が
ら
理
解
さ
れ
る
と
い
う
過
程
が
あ
っ

て
こ
そ
、
自
分
や
他
の
人
に
対
し
て
向
き
合
う
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
人
か
ら
の
関
心
や
共
感
を
実
感
で
き
る
よ

う
な
機
会
や
、共
に
育
ち
合
え
る
と
い
う
意
味
で
の�
共
育
�

的
な
場
が
、
福
岡
大
学
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
誰
か
と
、
何
か
と
必
ず
か
か
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
ほ
し
い

と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
か
か
わ
り
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど

成
長
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
支
援
で

き
る
よ
う
に
一
人
の
事
務
職
員
と
し
て
携
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
福
岡
大
学
が
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

－

絆－

」
に
よ
っ
て
、「
人
を
つ
く
り
、
時
代
を
拓
く
」、
地

域
に
開
か
れ
た
、
社
会
に
信
頼
さ
れ
る
大
学
に
な
っ
て
い
く

も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

「学長のサロンタイム」の様子
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魅
力
あ
る
福
岡
大
学
で
の
生
活

商
学
部
経
営
学
科

2
年
次
生

立
石
ア
ル
フ
ァ
裕
一

自
己
紹
介

「
キ
ミ
、
お
も
し
ろ
い
ね
」
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。

「
ア
ル
フ
ァ
」
と
い
う
名
前
が
珍
し
い
か
ら
そ
う
い
わ
れ

る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
私
が
福
岡
大
学
の
学
生
に
な
る

経
緯
や
私
の
行
っ
て
い
る
活
動
を
知
っ
た
人
の
多
く
が
こ
の

言
葉
を
口
に
し
ま
す
。

今
回
は
私
の
入
学
ま
で
の
経
緯
や
活
動
に
つ
い
て
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

名
前
は
父
の
「
外
国
人
は
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム
が
あ
る
、
日
本

人
に
も
あ
っ
て
も
い
い
」
と
い
う
考
え
で
長
男
の
私
に
は
ギ

リ
シ
ャ
文
字
の
最
初
の
文
字
「
α
」
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
4
月
に
社
会
人
入
試
に
合
格
し
て
商
学
部

経
営
学
科
に
入
学
し
ま
し
た
。
先
天
性
の
二
分
脊
椎
症
と
い

う
病
気
の
影
響
で
両
下
肢
・
内
臓
疾
患
が
あ
り
ま
す
が
、
中

学
生
の
時
に
部
活
を
始
め
て
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
卓
球
を

続
け
て
い
ま
す
。
現
在
は
2
0
1
6
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
で
行
わ
れ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
最
大
の
目
標
に
、

全
国
大
会
や
国
際
大
会
で
好
成
績
を
収
め
ら
れ
る
よ
う
卓
球

部
に
所
属
し
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

福
岡
大
学
に
入
学
す
る
前

福
岡
大
学
に
入
学
す
る
前
は
不
動
産
・
建
築
会
社
で
6
年

ほ
ど
人
事
・
総
務
・
経
理
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
傍
ら
、
卓
球
の
全
国
大
会
や
国
際
大
会
に
出
場
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
国
際
大
会
に
参
加
し
て
優
勝

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体
的
に
ま
だ
力
不
足
だ
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。
練
習
も
週
末
だ
け
と
い
う
状
況
が
続
き

練
習
不
足
の
感
は
否
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

入
学
の
理
由

そ
ん
な
中
で
、
2
0
1
6
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
開
催

の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
そ
う
と
決
意
し
た
の
が

2
0
1
0
年
の
末
で
し
た
。
そ
し
て
福
岡
大
学
の
社
会
人

入
試
の
制
度
を
知
っ
た
の
が
2
0
1
1
年
1
月
末
ご
ろ

だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
福
岡
大
学
の
卓
球
部
は
当
時
、

全
九
州
大
会
で
男
女
1
位
、
全
国
大
会
で
団
体
ベ
ス
ト
8
、

個
人
種
目
で
も
ベ
ス
ト
4
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
施
設
だ
け

で
は
な
く
人
的
資
源
に
も
恵
ま
れ
た
練
習
環
境
で
し
た
。
そ

し
て
何
よ
り
練
習
時
間
が
十
分
に
確
保
で
き
る
学
生
と
い
う

身
分
が
あ
り
ま
し
た
。
練
習
環
境
の
良
さ
に
加
え
て
私
は
大

卒
資
格
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
理
由
で
福
岡
大
学
へ

の
入
学
を
決
め
ま
し
た
。

当
初
は
翌
年
に
受
験
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

よ
く
よ
く
募
集
要
項
を
見
る
と
後
期
入
試
の
申
込
期
限
ま
で

1
週
間
ほ
ど
余
裕
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
す
ぐ
に
上
司
へ

報
告
し
て
、
願
書
を
取
り
寄
せ
、
不
安
な
が
ら
も
英
語
と
論

文
対
策
を
毎
日
大
量
に
行
い
、
何
度
も
書
い
て
入
試
本
番
に

臨
み
ま
し
た
。
今
に
な
っ
て
は
笑
い
話
な
の
で
す
が
、
あ
る

友
人
が
私
に
「
小
論
文
は
英
語
で
出
る
よ
」
と
言
い
ま
し
た
。

そ
の
日
か
ら
通
勤
時
間
に
英
語
の
Ｃ
Ｄ
を
ひ
た
す
ら
聴
い
て

い
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
入
試
当
日
、
小
論
文

の
問
題
を
見
る
と
英
文
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
入
学
願
書
な
ど
の
書
類
は
縁
あ
っ
て
知
り
合
い
で

あ
っ
た
商
学
部
の
今
野
教
授
が
す
ぐ
に
準
備
し
て
く
だ
さ
っ

ジャパン・オープンではシェークハンドからのスマッシュが炸裂
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た
お
か
げ
で
、
日
程
的
に
う
ま
く
滑
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
こ
う
や
っ
て
寄
稿
文
が
書
け
る
の
も
、
本
は
と
い

え
ば
今
野
教
授
の
お
か
げ
な
の
で
す
。

博
多
は
昔
か
ら
「
大
陸
文
化
の
入
り
口
、
交
易
の
拠
点
と

し
て
博
多
商
人
と
共
に
栄
え
た
都
市
」
で
す
。
私
は
博
多
の

歴
史
の
掘
り
起
こ
し
・
紹
介
活
動
を
し
て
い
る
団
体
ハ
カ

タ
・
リ
バ
イ
バ
ル
・
プ
ラ
ン
の
一
員
で
も
あ
り
、
博
多
商
人

の
子
孫
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
活
動
の
中
で
、
商
学
の
知
識

の
有
無
に
よ
り
理
解
度
の
深
さ
に
大
き
な
違
い
が
出
る
と
感

じ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
そ
れ
を
下
地
に
活
動
を
進

め
ら
れ
た
ら
、
よ
り
深
く
人
々
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
商
学
部
を
選
ん
だ
理
由
で
し
た
。

充
実
し
た
環
境

大
学
生
に
な
っ
て
2
年
弱
、
感
謝
と
感
心
の
連
続
で
充
実

し
た
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
第
一
に
20
代
後
半
に
な

り
な
が
ら
も
大
学
生
な
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
応
援
し
て
く

れ
る
家
族
に
感
謝
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
同
じ
卓
球
部
の
部
員
に
感
謝
で
す
。
部
員
同

士
の
練
習
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
練

習
相
手
が
い
る
と
聞
け
ば
県
内
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
出
掛
け
て

行
き
練
習
を
し
て
い
た
の
で
「
時
間
に
な
れ
ば
決
ま
っ
た
場

所
で
練
習
相
手
が
必
ず
い
る
」
と
い
う
こ
と
に
あ
り
が
た
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

大
学
の
授
業
も
一
度
社
会
に
出
て
い
た
か
ら
こ
そ
う
な
ず

け
る
こ
と
や
、
仕
事
現
場
で
は
単
な
る
与
え
ら
れ
た
作
業
で

し
か
な
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
の
本
来
の
意
味
が
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
授
業
は
と
て
も
面
白

さ
と
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

意
識
の
高
い
学
生
た
ち

私
に
と
っ
て
今
後
国
際
大
会
で
必
須
と
な
る
の
が
英
語
力

で
す
。国
際
大
会
で
は
英
語
が
使
用
さ
れ
、各
国
代
表
者
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
2
時
間
以
上
ひ
っ
き
り
な
し
に
英
語
が
飛
び

交
い
ま
す
。
対
戦
組
み
合
わ
せ
の
作
成
、
国
際
ペ
ア
組
み
合

わ
せ
の
交
渉
、
各
種
連
絡
事
項
、
書
類
等
す
べ
て
英
語
で
す
。

私
た
ち
は
通
訳
な
し
で
派
遣
さ
れ
る
の
で
、
選
手
の
中
で
英

語
が
で
き
る
人
間
が
一
人
は
い
な
い
と
国
際
大
会
へ
の
参
加

自
体
が
成
立
し
ま
せ
ん
。

英
語
の
上
達
は
必
須
で
す
が
、
新
た
に
講
座
を
受
講
し
て

い
る
と
卓
球
の
練
習
時
間
が
確
保
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時

に
見
つ
け
た
の
が
言
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「Eng-

lish
Plaza

」（
以
下
Ｅ
Ｐ
）
で
し
た
。
平
日
の
12
時
30
分
か

ら
14
時
30
分
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
文
系
セ
ン
タ
ー
・
プ
ラ

ザ
50
の
一
角
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
座
学
で
は
な
く
、
ネ
ー

テ
ィ
ブ
の
先
生
や
学
生
同
士
で
「
実
際
に
英
語
で
話
す
・
会

話
す
る
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
行
わ
れ
て
お
り
、
私
に
と
っ

て
最
適
で
す
。
ま
た
Ｅ
Ｐ
に
集
ま
る
学
生
は
単
に
英
語
能
力

が
あ
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
人
が
目
的
を
持
っ
て
い

る
か
ら
こ
そ
集
ま
る
の
で
、
非
常
に
意
識
の
高
い
学
生
が
多

い
と
感
じ
ま
す
。
英
語
力
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
に
対
し
て
何
か
言
う
人
は
皆
無
で
す
し
、
む
し
ろ
う
ま
い

人
の
会
話
に
つ
い
て
い
こ
う
と
自
然
に
奮
起
さ
せ
て
く
れ
る

雰
囲
気
が
そ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。
ま
た
ほ
か
の
講
座
を
一
緒

に
受
講
し
た
り
、
Ｅ
Ｐ
終
了
後
も
残
っ
て
勉
強
に
励
ん
だ
り

し
て
切
磋
琢
磨
し
て
い
る
姿
も
あ
り
ま
す
。

Ｅ
Ｐ
で
は
文
系
・
理
系
に
限
ら
ず
、
夜
間
部
生
・
院
生
・

留
学
生
も
お
り
、
学
部
・
学
科
や
学
年
を
超
え
た
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
学
生
主
導
で
企
画
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
も
多
く
あ
り
ま
す
。
Ｅ
Ｐ
は
単
に
英
語
力
を
付
け

る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
各
人
の
成
長
に
と
て
も
良
い
場

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
、
と
刺
激

を
受
け
ま
す
。

講
演
会

福
岡
大
学
に
入
っ
て
か
ら
2
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
毎
年

高
校
の
人
権
学
習
の
一
環
と
し
て
高
校
生
に
講
演
を
し
て
い

ま
す
。
2
0
1
1
年
は
博
多
清
松
高
校
、
2
0
1
2
年
は

玄
界
高
校
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
講
演
で
も
自

分
の
体
験
を
基
に
し
た
「
障
が
い
」
に
つ
い
て
話
す
の
で
す

が
、
私
が
毎
回
言
う
こ
と
は
一
つ
で
す
。「
い
ろ
い
ろ
な
メ

ガ
ネ
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
メ
ガ
ネ
は
モ
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見
え
な
い
真
実

福
岡
大
学
附
属
大
濠
高
等
学
校

1
年
生

荒
巻

瞳

現
在
日
本
の
食
品
を
輸
入
規
制
し
て
い
る
国
が
あ
る
と
い

う
事
実
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
韓
国
や
中
国
で
も
一
部
の
日

本
産
食
品
は
輸
入
停
止
だ
そ
う
で
す
。

き
っ
か
け
は
、
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
起
き
た
東
日

本
大
震
災
で
す
。
こ
の
時
、
福
島
県
の
原
子
力
発
電
所
も
被

害
を
受
け
、
さ
ら
に
爆
発
事
故
ま
で
起
き
、
放
射
性
物
質
が

大
気
中
に
拡
散
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
近
辺
の
水
や
土

壌
ま
で
も
が
放
射
線
に
汚
染
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
原
発
付

近
に
住
む
人
々
は
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
に
住
ん
で
い
た
私
の
4
歳
の
い
と
こ
も
震
災
後
、
四

国
に
避
難
し
ま
し
た
。
地
震
へ
の
恐
怖
と
放
射
線
に
よ
る
水

道
水
の
汚
染
な
ど
か
ら
逃
れ
る
た
め
で
す
。
今
も
千
葉
に
は

戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
だ
安
心
し
て
住
め
る
環
境
で
は
な
い

か
ら
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
父
親
で
あ
る
私
の
叔
父

は
仕
事
の
都
合
上
ま
だ
千
葉
に
住
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

私
の
両
親
や
祖
父
母
が
叔
父
に
九
州
産
の
水
や
食
品
を
送
っ

て
い
ま
す
。そ
ん
な
様
子
を
見
て
、放
射
線
と
食
に
は
、い
っ

た
い
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
も
っ
と
知
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
福
島
で
の
事
故
以
前
に
旧
ソ
連
で
起
き
た
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。
こ
の

事
故
は
、
今
か
ら
26
年
前
に
起
こ
り
、
史
上
最
大
の
も
の
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
事
故
後
、
放
射
線
に
汚
染
さ
れ
た
食
品

を
食
べ
た
こ
と
が
原
因
と
思
わ
れ
る
、
が
ん
や
白
血
病
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
被
害
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
被
害
に
苦
し
む
人
々
が
今
も
な
お
増
え
続
け
て
い
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
事
故
が
起
こ
っ
た
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、

障
が
い
を
持
っ
た
子
ど
も
が
例
年
よ
り
多
く
生
ま
れ
て
き
た

そ
う
で
す
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
現
在

分
か
っ
て
い
る
の
は
、
放
射
性
物
質
を
体
に
取
り
込
む
と
ほ

みんなの広場

ノ
の
見
方
・
考
え

方
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。
一
つ
の
物

事
で
も
捉
え
方
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

い
ろ
ん
な
視
点
で

物
事
を
捉
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば

相
互
理
解
も
進
み
、

ひ
い
て
は
障
が
い

に
対
し
て
も
理
解

が
進
む
の
で
は
な

い
か
と
い
う
考
え
が
根
底
に
あ
り
話
を
し
て
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
こ
の
講
演
は
非
常
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
私
に
と
っ
て
障
が
い
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ
ま

で
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
障
が
い
が
あ
る
が
ゆ
え
に
講
演
の
機
会
を
頂
き
、
人
の

役
に
立
て
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
講
演
会
は
自
分
の
中

で
、
障
が
い
を
プ
ラ
ス
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
初
め

て
の
出
来
事
だ
っ
た
の
で
す
。

お
わ
り
に

福
岡
大
学
で
の
学
生
生
活
に
は
入
学
前
に
私
が
想
像
し
て

い
た
よ
り
も
多
く
の
魅
力
的
な
資
源
や
機
会
が
あ
り
、
そ
の

恩
恵
を
存
分
に
享
受
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
感
じ
る
の

は
、
私
が
社
会
人
経
験
後
に
大
学
で
学
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
何
と
言
っ
て
も
多
く

の
魅
力
が
あ
る
の
は
事
実
で
す
。
私
は
在
学
中
に
自
分
に
役

に
立
つ
資
源
を
積
極
的
に
活
用
し
て
一
層
充
実
し
た
学
生
生

活
を
過
ご
そ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
同
じ
福
大
生
に
も
大

い
に
大
学
生
活
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
こ
の
寄
稿
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
充
実
し
た

学
生
生
活
の
1
コ
マ
で
す
。
あ
ら
た
め
て
充
実
し
た
学
生
生

活
を
振
り
返
っ
て
、
そ
の
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
筆
を
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

玄界高校での講演の様子
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と
ん
ど
が
す
ぐ
に
は
排
出
さ
れ
ず
、
体
内
で
放
射
線
を
出
し

続
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
放
射
性
物
質
を
た
め
込
む
と
、

子
ど
も
を
授
か
っ
た
と
き
、
母
体
を
通
じ
て
胎
児
に
も
放
射

能
の
影
響
が
及
び
、
何
ら
か
の
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
生

ま
れ
る
確
率
が
高
く
な
る
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
放
射

能
は
一
世
代
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
次
の
世
代
に
も
そ
の

次
の
世
代
に
も
か
か
わ
る
問
題
な
の
で
す
。
私
は
こ
の
事
実

を
知
っ
て
、
大
変
恐
ろ
し
く
感
じ
ま
し
た
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
と
福
島
の
事
故
を
単
純
に
は
比

較
で
き
な
い
、
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
放
射
性
物
質

が
ま
き
散
ら
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
か
ら
学
べ
る
こ
と
を
学

び
、
そ
れ
を
生
か
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
日
本
で
は
、
放
射
能
に
よ
る
汚
染
の
可
能
性
が
あ
る

食
品
が
出
回
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
基
準

が
あ
り
規
制
は
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
ら
は
世

界
が
驚
く
ほ
ど
と
て
も
緩
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
ヨ
ウ
素
と

い
う
放
射
性
物
質
の
飲
料
に
お
け
る
規
制
値
は
、
国
際
法
で

定
め
ら
れ
た
原
発
の
排
水
基
準
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
、「
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
て
い
て
も
よ
い
」
と
、

日
本
政
府
が
判
断
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
市
販
さ

れ
て
い
る
食
品
の
産
地
も
、
以
前
に
比
べ
る
と
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
表
示
さ
れ
て
い
な
か
っ

あ
い
ま
い

た
り
曖
昧
に
さ
れ
た
り
し
て
い
る
も
の
も
ま
だ
あ
り
ま
す
。

本
当
に
安
全
な
の
か
分
か
ら
な
い
、
だ
か
ら
日
本
の
食
品
は

外
国
で
輸
入
規
制
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
こ
の
現
状
は
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
日
本

国
民
が
普
通
に
口
に
し
て
い
る
も
の
を
、
外
国
で
は
、
危
険

か
も
し
れ
な
い
と
輸
入
規
制
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
ま
ま

私
た
ち
は
何
の
疑
い
も
な
く
日
本
産
の
食
品
を
食
べ
続
け
て

も
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
、
健
康
な
体
で
生
き
て
い
け
る
の

だ
ろ
う
か
、
と
心
配
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
国
民
が
す
べ
て
の
食
品
を
安
心
し
て
食
べ
る
た
め

に
は
何
を
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
本
来
な
ら
事
故
直
後
に
、

国
や
関
係
企
業
は
、
被
害
調
査
や
流
通
規
制
な
ど
迅
速
な
対

応
を
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
が
な
さ
れ

な
か
っ
た
以
上
、
で
き
る
こ
と
を
早
急
に
進
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

抜
き
取
り
検
査
で
は
な
く
全
品
検
査
を
す
る
こ
と
。
情
報
公

開
を
徹
底
す
る
こ
と
。
食
に
携
わ
る
人
々
や
企
業
に
、
事
故

に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
や
今
後
の
対
策
に
か
か
る
費
用
を
補

償
す
る
こ
と
。
ま
た
放
射
線
被
害
は
一
瞬
で
終
わ
る
も
の
で

は
な
く
ず
っ
と
続
い
て
い
く
も
の
な
の
で
、
補
償
も
継
続
し

て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
食
品
関
係
の
企
業
や
農

家
の
方
は
独
自
で
調
査
を
行
っ
た
り
対
策
を
練
っ
た
り
す
る

こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
政
府
や
メ
デ
ィ
ア
は
も
っ
と
積
極
的
に
情
報
を

提
供
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
昨
年
の
夏
休
み
、
福
島
県
や
岩
手
県
の
高
校
生
と
出

会
い
、
話
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
彼
ら
に
食
に
つ
い
て
聞

く
と
、
安
全
な
の
か
ど
う
か
は
自
分
た
ち
も
分
か
ら
な
い
、

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
安
全
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、

親
戚
で
農
業
や
漁
業
を
営
ん
で
い
る
人
が
多
い
か
ら
、
事
故

前
と
同
じ
よ
う
に
地
元
の
も
の
を
食
べ
て
い
る
、
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
何
よ
り
、
地
元
で
は
放
射
能
の
こ
と
を
安
易
に

口
に
出
せ
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
は
な
い
そ
う
で
す
。
提
供
さ

れ
る
情
報
が
少
な
い
か
ら
本
当
の
こ
と
が
分
か
ら
な
か
っ
た

り
、
情
報
が
か
え
っ
て
風
評
被
害
を
招
く
、
と
い
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
将
来
を
担
う
若
者
が
意
見
を
言
い
づ

ら
い
、
こ
う
し
た
雰
囲
気
も
改
善
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
確
か

に
安
全
な
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
安
全
で
な
い
も
の

も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
み
ん
な
が
知
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
こ
こ
で
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
消
費
者
も
政

治
家
も
食
品
に
か
か
わ
る
方
も
放
射
能
に
関
す
る
知
識
が
少

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
対
応
が
遅
れ
て
い
る
の
も
そ
の
た

め
で
し
ょ
う
。
私
は
大
濠
高
校
に
入
学
し
、
中
学
校
と
は
比

較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多
く
の
人
に
出
会
い
ま
し
た
。
多
く
の

人
に
出
会
い
、
多
様
な
考
え
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
私
は
放
射
能
の
本
当
の
恐
ろ
し
さ
を
知

ら
な
い
人
が
多
い
と
も
感
じ
ま
し
た
。
国
全
体
を
挙
げ
て
、

放
射
能
や
放
射
能
が
食
品
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
知
識
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ど
う
付
き
合
う
か

福
岡
大
学
附
属
若
葉
高
等
学
校
1
年
生

讃
井
香
純

を
得
る
機
会
を
増
や
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
私
た
ち
は
安
全
な
食
品
ば
か
り
に
囲
ま
れ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
食
の
安
全
と
い

う
真
実
は
見
え
な
い
の
で
す
。
真
実
を
知
る
た
め
に
は
、
多

く
の
情
報
と
自
ら
判
断
す
る
力
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
真

実
を
知
り
た
い
、
と
い
う
気
持
ち
を
常
に
持
つ
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

震
災
後
、
日
本
各
地
で
放
射
能
に
つ
い
て
の
勉
強
会
な
ど

が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
情
報
を
得
よ
う
と
、
そ

の
よ
う
な
勉
強
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
日
本
を
創
っ
て
い
く
私
た
ち
高
校
生
は
、
自
分
た

ち
が
生
き
て
い
く
社
会
に
関
心
を
持
つ
べ
き
だ
と
深
く
感
じ

ま
す
。
学
生
団
体
を
立
ち
上
げ
た
り
、
そ
れ
に
参
加
し
た
り

し
て
い
る
高
校
生
も
い
ま
す
。
何
か
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

こ
と
も
大
事
と
は
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
身
近
な
も
の
に
目

を
向
け
考
え
て
み
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
伴
う
福
島
の
原
発
事
故
を
経
験

し
た
日
本
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
が
担
う
役
割
は
何
で
し
ょ
う

か
。
復
興
の
す
べ
て
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

し
、
ま
だ
終
わ
っ
た
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
放
射
能
が
か

か
わ
っ
て
い
る
の
で
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
こ
と
も
確
か

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
日
本
だ
か
ら
こ

そ
得
る
こ
と
の
で
き
た
知
識
や
技
術
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
世
界
に
発
信
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

震
災
後
、
た
く
さ
ん
の
国
が
日
本
に
救
い
の
手
を
差
し
伸

べ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
応
え
る
取
り
組
み
を
進
め
る
べ

き
で
し
ょ
う
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
生
活
に
必
要
不
可
欠

な
食
品
、
そ
の
安
全
に
目
を
向
け
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

近
年
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
一
層
進
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
素
早
く
で
き
る
便
利
な
世
界
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
ば
、
何
よ
り
情
報
が
速

く
、
ど
こ
に
で
も
伝
わ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
多
く
の
商
品
を
比
較
・
検
討
す
る
こ
と

が
容
易
に
で
き
、
支
払
い
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
済
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調
べ
た
い
こ
と
の
キ
ー
ワ
ー
ド
さ

え
検
索
画
面
に
入
力
す
れ
ば
関
連
し
た
情
報
が
ご
ろ
ご
ろ
と

表
示
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
何
年
か
ご
と
に
改
訂
さ
れ
て
い

く
辞
典
と
は
違
い
、
内
容
は
常
に
最
新
版
で
す
。
さ
ら
に
、

メ
ー
ル
は
文
章
を
書
い
て
送
信
す
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
環
境
さ
え
整
っ
て
い
れ
ば
、
何
分
と
か
か
ら
な
い
う
ち
に

地
球
の
反
対
側
に
い
る
人
に
だ
っ
て
届
い
て
し
ま
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
使
え
ば
、
低
価
格
で
世

界
中
の
人
と
通
話
が
で
き
ま
す
。
私
も
そ
れ
を
使
っ
て
、
ベ

ト
ナ
ム
に
留
学
し
て
い
る
姉
と
頻
繁
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て

い
ま
す
。
遠
く
離
れ
て
い
て
も
常
に
つ
な
が
り
を
持
て
る
こ

と
で
安
心
感
を
覚
え
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。
ほ
か
に

も
、
情
報
の
や
り
取
り
に
紙
な
ど
の
資
源
を
使
わ
な
い
こ
と

も
利
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。最
近
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
電
子
書
籍
と

い
う
も
の
が
売
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
紙
を
使
っ
た
書
籍
と

は
違
い
、
何
冊
持
ち
運
ん
で
も
重
さ
は
変
わ
ら
ず
、
売
り
切

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
環
境
問
題
が
深
刻
に

な
っ
て
き
て
い
る
昨
今
、
紙
を
使
わ
な
い
の
は
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
も
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
や
り
取
り
さ
れ
る
情
報
に
実
体
が
な
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
よ
っ
て
契
約
書
な
ど
の
重
要
な
書
類
で
は
、
直

に
名
前
を
書
い
て
捺
印
を
す
る
と
い
う
手
順
を
必
ず
踏
み
ま
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す
。
こ
れ
は
、
人
が
実
体
が
な
い
こ
と
に
不
安
を
覚
え
て
い

る
か
ら
だ
ろ
う
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
の
発

信
元
が
不
確
定
の
場
合
が
多
い
た
め
、
扱
わ
れ
て
い
る
情
報

の
責
任
の
所
在
が
は
っ
き
り
と
せ
ず
、
真
偽
が
分
か
ら
な
い

場
合
が
あ
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
一
般
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
者
が
、
飲
食
店
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
評

価
を
付
け
る
口
コ
ミ
サ
イ
ト
で
は
、
来
店
者
を
増
や
し
た
い

飲
食
店
が
あ
る
業
者
に
依
頼
し
、
自
身
の
店
に
高
い
評
価
を

付
け
さ
せ
て
い
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ほ
か
に
は
、
電

子
ウ
ィ
ル
ス
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
っ
て
情
報
が
流
出
し
や

す
い
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
つ
い
最
近

で
は
、「
ウ
ィ
ル
ス
を
感
染
さ
せ
て
乗
っ
取
ら
れ
た
パ
ソ
コ

ン
に
よ
っ
て
犯
罪
予
告
が
行
わ
れ
、
そ
の
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち

主
が
取
り
調
べ
を
受
け
て
い
た
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
新
聞
を
読
ん
で
い
て
も
「
あ
る
会
社
が
サ

イ
バ
ー
攻
撃
を
受
け
て
顧
客
情
報
が
流
出
し
た
」
と
い
う
記

事
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
デ
ジ
タ
ル
の
対
比
と
し
て
一
般
的
に
古
い
も
の
は

ア
ナ
ロ
グ
と
呼
ば
れ
、�
古
い
人
�
と
い
っ
た
意
味
合
い
の

「
ア
ナ
ロ
グ
人
間
」
と
い
う
言
葉
も
使
わ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ア
ナ
ロ
グ
の
メ
リ
ッ
ト
を
挙
げ
る
な
ら
、
温
か
み
が
あ

る
こ
と
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
手
紙
を
例
に
言
え
ば
、
書
か

れ
た
文
字
に
は
差
出
人
の
個
性
が
表
れ
て
い
て
、
使
わ
れ
る

便
箋
に
は
そ
の
人
の
セ
ン
ス
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
抽
象
的
な

こ
と
で
す
が
、
い
く
ら
電
子
メ
ー
ル
が
普
及
し
て
も
郵
便
は

な
く
な
っ
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
も
人
に
は
大
切
な

こ
と
、
必
要
な
こ
と
な
の
だ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
デ
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
手
紙
で
は
伝
わ
る
の
が
遅
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
日
本
国
内
で
も
届
く
の
に
は
、
平
均
2
日
程
を
要

し
ま
す
。
目
ま
ぐ
る
し
く
発
達
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
は
と
て
も

便
利
で
す
。
し
か
し
、
ア
ナ
ロ
グ
に
し
か
果
た
せ
な
い
、
デ

ジ
タ
ル
で
は
ど
う
し
て
も
埋
め
よ
う
が
な
い
大
切
な
こ
と
が

あ
る
よ
う
に
私
は
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
こ
と
を
理

解
し
た
上
で
、
各
々
の
特
性
や
相
手
に
ど
う
感
じ
て
も
ら
い

た
い
か
な
ど
を
考
え
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

最
近
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
子
ど
も
に
害
を
与
え
る
と

し
て
、
子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を
制
限
し
よ
う
と

す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。
果
た
し
て
こ
れ
は
正
し
い
対
処
と

言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
の
若
い
世
代
は
デ
ジ
タ
ル
ネ
ー
テ
ィ
ブ
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
年
代
は
定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
生
ま

れ
た
時
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
触
れ
て
き
た
世
代
の
こ
と

を
そ
う
呼
ぶ
そ
う
で
す
。
こ
の
世
代
に
よ
く
見
ら
れ
る
特
徴

と
し
て
、情
報
を
無
料
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
や
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
世
界
と
現
実
と
の
区
別
が
つ
い
て
い
な
い
人
が
多

い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
音
楽
な
ど
の
違
法
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
問
題
や
、
ネ
ッ
ト
依
存
は
こ
こ
か
ら
来
る
も
の
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
違
法
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
著
作
権
を
侵
害
し

て
い
る
と
し
て
2
0
1
2
年
10
月
か
ら
二
年
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
二
百
万
円
以
下
の
罰
金
と
い
う
刑
事
罰
が
課
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
の

め
り
込
む
あ
ま
り
、
親
に
し
か
ら
れ
自
殺
し
た
子
ど
も
も
い

ま
し
た
。
数
年
前
に
は
、
ネ
ッ
ト
掲
示
板
で
注
目
を
集
め
た

い
が
た
め
、
放
火
や
動
物
虐
待
事
件
を
起
こ
し
た
事
例
も
あ

り
ま
す
。そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
、言
っ

て
し
ま
え
ば
架
空
の
世
界
が
実
生
活
と
同
等
、
ま
た
は
そ
れ

以
上
の
価
値
を
持
つ
と
考
え
て
し
ま
う
人
が
い
る
の
が
現
状

の
よ
う
で
す
。

そ
の
よ
う
な
若
者
の
行
動
を
制
御
す
べ
き
親
世
代
は
と
い

う
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
詳
し
い
人
も
い
れ
ば
、
全
く
使

わ
な
い
人
も
い
て
、
知
識
量
に
大
き
な
差
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
私
の
母
親
は
全
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
触
れ
ま
せ
ん

が
、
父
親
は
仕
事
で
使
う
こ
と
も
あ
っ
て
基
本
的
な
こ
と
は

知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
若
者
の
中
で
流
行
っ
て
い
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
識
が
な
い
よ
う
で
す
。
若

者
の
流
行
に
ま
で
精
通
し
て
い
る
親
と
い
う
の
は
珍
し
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
知
識

が
子
ど
も
よ
り
親
の
方
が
少
な
い
、
こ
の
こ
と
が
ネ
ッ
ト
依

存
と
い
っ
た
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
一
因
だ
と
私

は
思
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
付
き
合
い
方
を
教
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
親
が
、
実
は
教
え
る
程
の
知
識
が
な
い
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こ
と
か
ら
、
い
っ
そ
の
こ
と
取
り
上
げ
て
し
ま
え
と
考
え
て

し
ま
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
触
れ
た
人
な
ら
そ
の
便

利
さ
は
手
放
し
難
い
も
の
で
す
し
、
今
は
触
れ
た
こ
と
が
な

い
人
で
あ
っ
て
も
、
将
来
的
に
は
そ
の
便
利
さ
に
必
ず
触
れ

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
社
会
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
前

提
と
す
る
時
代
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
私

は
子
ど
も
に
ト
イ
レ
の
仕
方
、
箸
の
持
ち
方
を
教
え
る
よ
う

に
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
少
し
ず
つ
触
れ

さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。少
な
く
と
も
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
特
別
な
世
界
で
も
何
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

正
し
い
知
識
を
伝
え
る
こ
と
で
教
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

私
は
、
3
歳
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
て
い
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
い
始
め
た
の
は
5
歳
の
こ
ろ
と
い
う
完
全
な
デ

ジ
タ
ル
ネ
ー
テ
ィ
ブ
で
す
。
電
子
メ
ー
ル
は
も
ち
ろ
ん
よ
く

利
用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
同
時
に
、
3
週
間
に
一
通
の
ペ
ー
ス
で
手
紙
の
や
り

取
り
を
す
る
と
い
う
ア
ナ
ロ
グ
を
好
む
一
面
も
あ
り
ま
す
。

手
紙
の
相
手
は
、
3
年
前
に
私
が
山
梨
に
住
ん
で
い
た
時
の

同
級
生
で
、
お
互
い
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
知
っ
て
い
る
の

で
電
子
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
急
ぎ
や
短
い
内
容
で
あ
れ
ば
電
子
メ
ー
ル
を
使
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
手
紙
だ
け
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
、
同
級
生
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
美
し
い
字
を
見

る
と
「
相
変
わ
ら
ず
、
す
ご
い
な
あ
」
と
感
心
し
て
し
ま
い

ま
す
。
手
紙
の
相
手
は
、
私
が
書
い
た
読
め
は
す
る
も
の
の

き
れ
い
と
は
言
え
な
い
字
を
見
て
「
へ
な
ち
ょ
こ
な
字
だ
な

あ
」
と
笑
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
こ
と
が
大
事
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
量
は
膨
大
で
す
が
、
そ
れ
は

人
が
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
り
、
人
が
介
す
る
以
上
そ
こ
に
は

善
意
も
悪
意
も
、
そ
し
て
真
実
も
虚
偽
も
散
り
ば
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
情
報
を
単
に
享
受
す
る
だ
け
で
は
情
報
に
踊
ら
さ

れ
て
し
ま
う
危
険
が
高
く
な
り
ま
す
。
自
分
に
必
要
な
情
報

は
何
か
、
嘘
か
真
か
、
を
見
極
め
て
、
選
択
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
私
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
広
が
る
も
の

は
世
界
な
ん
て
い
う
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
道
具
で

あ
り
、
自
分
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
も
の
に
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
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倭
寇
的
視
野
と
コ
ミ
ュ
ー
ン
精
神

―
歴
史
か
ら
学
ぶ
グ
ロ
ー
カ
ル
な
実
験
と
し
て
の
福
岡
大
学

「
福
岡
・
東
ア
ジ
ア
・
地
域
共
生
研
究
所
」

地
域
ネ
ッ
ト
推
進
セ
ン
タ
ー
委
員

福
岡
・
東
ア
ジ
ア
・
地
域
共
生
研
究
所
長
（
人
文
学
部
歴
史
学
科
教
授
）

星
乃

治
彦

領
土
問
題
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

深
刻
な
問
題
だ
。
た
だ
、
歴
史
家
は

言
う
だ
ろ
う
、
ど
ち
ら
の
も
の
で
も

な
い
よ
、
っ
て
。「
境
」
が
で
き
た

の
も
、
そ
の
下
に
眠
る
地
下
資
源
、

漁
業
権
へ
の
着
目
、
そ
し
て
そ
れ
を

管
理
す
る
「
国
家
」
が
登
場
し
た
の

も
つ
い
最
近
の
話
で
、
そ
れ
ま
で
は

台
風
が
来
れ
ば
ど
こ
の
漁
民
で
も
風

よ
け
と
し
て
寄
っ
た
だ
ろ
う
し
、
漁

業
の
足
場
で
掘
っ
立
て
小
屋
を
建
て

た
か
も
し
れ
な
い
。

た
ま
た
ま
中
国
の
デ
モ
の
映
像
を

見
て
い
る
と
、
今
回
の
事
件
が
「
倭

寇
」
で
あ
る
、
と
す
る
プ
ラ
カ
ー
ド

が
目
に
入
っ
た
。
倭
寇
は
、
室
町
時

代
に
中
国
や
朝
鮮
半
島
を
荒
ら
し

回
っ
た
海
賊
で
あ
る
。
国
家
が
貿
易

を
独
占
し
よ
う
と
し
て
明
は
海
禁
政

策
を
取
り
、
国
家
が
許
容
す
る
日
明

貿
易
だ
け
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
だ

が
明
の
力
が
衰
え
て
く
る
と
、
私
貿

易
が
台
頭
す
る
こ
と
に
な
る
。
私
貿

易
と
は
聞
こ
え
が
い
い
が
、
話
が
ま

ざ

た

と
ま
ら
な
い
と
暴
力
沙
汰
に
な
り
、

海
賊
行
為
に
及
ん
だ
。
こ
れ
が
後
期

倭
寇
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
後
期
倭
寇

は
日
本
人
だ
け
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ

た
わ
け
で
も
な
い
。
中
国
か
ら
、
朝

鮮
半
島
か
ら
我
よ
我
よ
と
集
ま
っ
た

海
を
自
由
に
回
遊
す
る
人
た
ち
の
各

国
混
成
チ
ー
ム
だ
っ
た
。
有
名
な
そ

の
頭
目
は
、
五
島
列
島
を
中
心
に
活

動
し
た
王
直
と
い
う
れ
っ
き
と
し
た

中
国
人
で
あ
る
。

倭
寇
は
自
分
た
ち
の
間
で
独
自
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
網
を
持
ち
、
私
貿
易
を
展
開

し
て
い
た
ら
し
い
。
海
賊
行
為
が
あ

ま
り
に
も
ひ
ど
く
、
明
は
頭
を
悩
ま

す
こ
と
に
な
る
が
、
そ
も
そ
も
国
家

的
管
理
が
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
倭

寇
は
明
を
滅
ぼ
す
一
因
と
な
る
ほ
ど

で
あ
っ
た
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、
倭

寇
は
国
家
的
思
惑
を
自
由
民
が
乗
り

越
え
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。

彼
ら
が
水
先
案
内
人
と
な
っ
て
西

洋
人
が
日
本
に
来
航
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
西
洋
文
明
を
伝

え
た
と
い
う
事
実
も
面
白
い
。
倭
寇

は
、
何
と
自
由
な
こ
と
か
！
「
境
」

に
こ
だ
わ
っ
て
反
目
し
た
り
、
殺
し

合
っ
た
り
し
て
い
る
近
代
人
が
小
さ

く
見
え
る
。
こ
の
倭
寇
の
日
本
で
の

拠
点
が
主
に
は
五
島
、
対
馬
、
壱
岐

な
ど
を
中
心
と
し
た
九
州
だ
と
す
る

と
、
国
民
国
家
を
前
提
と
し
た
一
国

史
で
は
見
え
な
い
「
九
州
―
東
ア
ジ

ア
」
と
い
う
枠
の
歴
史
の
登
場
で
あ

り
、
こ
れ
が
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
歴
史

家
が
取
り
組
ん
で
い
る
国
民
国
家
を

相
対
化
す
る
作
業
の
一
例
で
あ
る
。

こ
う
し
て
相
対
化
さ
れ
る
「
国

家
」
と
い
う
枠
に
代
わ
っ
て
登
場
す

る
新
た
な
枠
組
み
が
「
地
域
」
と
い

う
概
念
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
地
域

は
二
様
に
理
解
さ
れ
る
。
一
つ
は
東

ア
ジ
ア
と
い
っ
たarea＝

大
き
な

地
域
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
福
岡
と

い
っ
たlocal＝

小
さ
な
地
域
で
あ

る
。大

小
の
空
間
概
念
の
組
み
合
わ
せ

と
し
て
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル（global

）

に
考
え
、
ロ
ー
カ
ル
（local

）
に
行

動
す
る
」
と
度
々
言
わ
れ
、
グ
ロ
ー

カ
ル
（glocal

）
と
い
う
造
語
も
使

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
確
か
に
、

視
野
は
東
ア
ジ
ア
で
あ
っ
て
も
、
足

場
はlocal

で
あ
っ
て
、
特
に
生
活

の
場
と
し
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と

か
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
だ
ろ
う
。
た
だ
そ
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の
小
さ
な
「
地
域
」
が
今
、
危
な
い
。

医
療
の
現
場
に
お
い
て
は
、
小
児

科
や
産
婦
人
科
の
分
野
で
都
市
で
も

医
師
の
数
が
足
り
な
い
し
、
専
門
医

を
求
め
る
な
ら
ば
、
13
万
人
の
人
口

を
抱
え
、
潜
在
的
に
数
千
人
の
糖
尿

病
患
者
が
い
る
と
さ
れ
る
福
岡
市
城

南
区
に
専
門
医
は
2
〜
3
人
と
い
う

お
寒
い
現
状
で
あ
る
。
ま
た
、
郊
外

に
展
開
す
る
中
央
資
本
が
繁
盛
す
る

一
方
、
地
元
商
店
街
が
シ
ャ
ッ
タ
ー

通
り
化
す
れ
ば
、
地
域
の
富
は
中
央

に
吸
い
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
構
造
が

定
着
し
、
地
方
は
ま
す
ま
す
や
せ

細
っ
て
い
く
し
か
な
い
。
何
と
か
富

の
流
出
を
止
め
よ
う
と
い
う
の
が
地

域
通
貨
の
発
想
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

集
中
豪
雨
、
台
風
、
地
震
な
ど
自
然

災
害
が
多
い
九
州
に
あ
っ
て
防
災
も

重
要
な
課
題
の
一
つ
。
こ
う
し
た
山

積
す
る
地
域
の
問
題
を
解
決
し
よ
う

と
す
る
と
き
、
も
は
や
財
政
難
に
あ

る
行
政
に
す
べ
て
を
期
待
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
や
は
り
こ
こ
で
も
、

「
地
域
」
に
し
っ
か
り
根
を
張
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
な
こ
と
は
す

ぐ
に
分
か
っ
て
く
る
。
だ
が
そ
れ
を

ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
の
だ
ろ

う
。問

題
に
取
り
組
む
人
の
共
通
見
解

で
は
、
や
は
り
こ
う
し
た
「
地
域
」

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
復
権
に
期
待
す

る
声
が
大
き
い
も
の
の
、と
か
く「
自

己
責
任
」
な
ど
、「
個
人
」
に
還
元

さ
れ
が
ち
で
あ
る
新
自
由
主
義
の
ご

時
世
、
す
べ
て
を
「
個
人
」
に
還
元

す
る
傾
向
は
根
強
い
。
特
に
、
近
代

日
本
に
あ
っ
て
、
村
落
共
同
体
は
、

「
個
人
」
の
自
由
を
封
殺
す
る
悪
人

の
役
割
を
あ
て
が
わ
れ
、
壊
さ
れ
そ

う
な
個
人
を
救
う
た
め
に
共
同
体
が

目
の
敵
に
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た

近
代
主
義
的
「
個
」
の
問
題
で
も
、

早
く
か
ら
本
家
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
孤

独
、
疎
外
現
象
の
問
題
に
さ
れ
て
き

た
が
、
現
在
提
起
さ
れ
て
い
る
社
会

問
題
に
し
て
も
、
個
人
で
は
何
も
解

決
し
な
い
。

私
は
福
岡
市
の
男
女
共
同
参
画
審

議
会
に
関
与
し
て
い
る
も
の
の
、
こ

の
問
題
一
つ
と
っ
て
も
、
な
ぜ
女
、

男
の
問
題
、
せ
い
ぜ
い
家
族
だ
け
が

問
題
と
さ
れ
る
の
か
不
思
議
な
気
が

す
る
と
き
も
あ
る
。
か
つ
て
は
地
域

に
豊
か
な
包
容
力
が
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
個
人
的
な
過
去
の
経
験
か
らし

か

し
て
も
、
隣
の
お
ば
ち
ゃ
ん
か
ら
叱

ら
れ
た
こ
と
、
お
じ
ち
ゃ
ん
に
優
し

く
さ
れ
た
こ
と
が
、
引
き
こ
も
り
も

し
な
か
っ
た
一
つ
の
原
因
だ
っ
た
の

か
と
、
今
の
学
生
と
話
を
し
て
い
て

思
い
返
す
。
ベ
タ
ベ
タ
し
な
い
、
地

域
的
大
家
族
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

特
に
歴
史
な
ど
を
や
っ
て
い
る
と
、

乳
母
制
度
と
か
、
先
人
た
ち
の
知
恵

な
ど
豊
か
な
過
去
に
合
点
が
い
く
こ

と
が
多
い
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
風
潮

の
中
、
こ
の
点
で
も
ど
う
し
て
も
近

代
批
判
に
な
り
が
ち
だ
が
、
ど
う
に

か
な
ら
な
い
か
と
焦
る
と
き
、
地
域

の
潜
在
力
を
も
う
一
度
見
直
す
こ
と

に
な
る
。
地
域
の
潜
在
力
を
発
掘
し

た
り
、
地
域
連
携
協
定
と
か
い
っ
た

連
携
を
組
み
立
て
た
り
、「
地
域
」

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
て
い
け
ば
、

何
と
か
問
題
解
決
の
糸
口
が
見
え
る

だ
ろ
う
が
、
立
ち
向
か
う
私
た
ち
の

研
究
所
の
課
題
は
山
積
し
て
い
て
、

途
方
に
暮
れ
そ
う
に
な
る
。
だ
が
、

こ
れ
以
外
の
道
は
な
い
。
文
部
科
学

省
に
し
て
もCenter

of
Com

-

m
unity

（CO
C

）
と
し
て
の
大
学
の

機
能
に
注
目
し
、
期
待
し
て
い
る
ら

し
い
。
倭
寇
的
視
野
と
コ
ミ
ュ
ー
ン

精
神
を
持
っ
て
一
歩
一
歩
進
め
て
い

く
し
か
な
さ
そ
う
だ
。

別府校区「記憶プロジェクト 公民館・地域住
民と協働して校区の「記憶」を収集・保存する」

福岡大学と5市町（糟屋町、太宰府市、筑紫野市、筑前町、那珂
川町）との地域連携協定の調印 2010年1月30日
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お問い合わせ先

お問い合わせ先

「福大生サポート募金」は、「学生のために」という視点を基本とし、
本学の学生の教育、学習および生活に関する支援に必要な資金を募るた
めに、2011年6月から寄付金募集を開始しました。
寄付金の使途は、多様な学生支援の中から次の5つを設けております。
①経済的な理由から学業継続に支障がある学生を支援する「給費奨学
金」

②海外で学ぶ“外向きな”学生を応援する「海外大学派遣」
③“福大人”の愛校心を高める「スポーツ強化」
④人間性を磨くサポートシステム「福大生ステップアッププログラ
ム」

⑤その他、学生の教育、学習および生活に関する支援事業
この募金は、末長くご支援いただくことにより、寄付者（卒業生、ご

父母、職員等）が学生を「育てる」「支援する」制度です。また、福岡
大学および在学生と寄付者との“絆”をより一層強め、本学独自の寄付
文化を醸成することも目指しております。
ご寄付は任意のものではありますが、金額の多寡にかかわらずご支

援・ご協力を賜りますようお願いいたします。

募金事務室
〒814‐0180 福岡市城南区七隈八丁目19番1号
TEL 092‐871‐6631㈹ 〔内線2120～2122〕
FAX 092‐871‐6826
E-mail bokin@adm.fukuoka-u.ac.jp
福大生サポート募金ウェブサイト

http://www.adm.fukuoka-u.ac.jp/fu854/bokin/
※平成25年4月から、業務およびお問い合わせ先は財務課へ変更になります。

福岡リーガルクリニック法律事務所（弁護士法人福岡リーガルクリ
ニックセンター 福岡県弁護士会所属）は、2010年4月に、福岡大学法
科大学院が中心となって、学内（60周年記念館・5階）に開設された弁
護士事務所です。
医師を目指す医学部生が、実際の医療現場に参加して医療を学ぶよう

に、法曹を目指す法科大学院生が、弁護士の監督と指導の下に法律相談
や事件処理に立ち会って、実践に即して法律を学ぶことをイメージし、
いわば「法律版の大学病院」を目指して設立されました。
このため、キャンパス内にあるとはいえ本事務所は、町にある法律事

務所と同様、民事・刑事を問わずさまざまな事件について、法律相談や
事件処理の依頼に対応しています。
また、地元に法律事務所がない地域の方々のために、福岡市城南区と

南区の自治協議会と協力し、各公民館で無料法律相談会を実施する活動
も行っています。
なお、本事務所では、福岡大学の学生・保護者・教職員の法律相談に

弁護士が無料で応じています（事前予約制）。相談の種類は問いません。
当然、秘密は厳守されます。
あれこれ思い悩む前に、お気軽にご連絡ください。

福岡リーガルクリニック法律事務所
〒814－0180 福岡市城南区七隈八丁目19番1号
60周年記念館（ヘリオス）5階
TEL 092‐874‐9292〔内線4881〕
E-mail fukuoka-legalclinic.lo@nifty.com

学生の夢と未来を「卒業生」「ご父母」「職員」の“絆”で支える

～ 福大生サポート募金 ～

福大生サポート募金

キャンパス内にある法律事務所

福岡リーガルクリニック法律事務所
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学校法人福岡大学は、外部評価の一環として、株式会社格付投資情報センター
（R&I）から、今年度で9回目となる格付け評価を受けました。その結果、昨年
に引き続き発行体格付け「AA－（方向性は安定的）」を維持しました。「AA－」
は、21段階ある格付けの上から4番目の高い評価であり、本学の歴史や伝統、健
全な財政運営に基づいた教育・研究・医療におけるさまざまな取り組みが総合的
に高く評価されたものです。
格付け取得の目的は、学校法人福岡大学の信用力を自ら確認し、教育・研究・
医療活動の維持・向上につなげることにありました。今後は、この評価結果を下
記のように活用していきたいと考えています。

1．学校法人福岡大学の信用力、財務の健全性、将来性を判断する指標として、
学生・生徒、保護者、卒業生、受験生などに開示し、ブランド力の向上に生
かす。
2．信頼度の高い第三者による評価結果を、時代や社会の期待に応える学園づ
くりに生かす。

本学は、今後も教学と経営の一層の充実に努め、教育力の高い魅力ある学園づ
くりを目指します。

大学基準協会の定める「大学基準」に「適合」

学校教育法により、大学はその教育研究水準の向上に資するため、教育研究、
組織運営および施設設備の総合的な状況に関し、7年以内ごとに、文部科学大臣
が認証する評価機関（認証評価機関）の実施する評価を受けることが義務付けら
れています。
そこで、本学は、2007（平成19）年度に実施した自己点検・評価活動に基づき、
平成20年度に大学基準協会による大学評価ならびに認証評価を受け、平成21年3
月12日付で同協会の定める「大学基準」に「適合」していると認定されました。
認定期間は2009（平成21）年4月から2016（平成28）年3月までとなります。

本学は、認定とともに受けた助言（26項目）・勧告（1項目）事項に対する改
善を行い、平成24年7月末日に同協会へ「大学基準協会大学評価結果に対する改
善報告書」を提出しました。

※『福岡大学の現状と課題（2007年）─福岡大学自己点検・評価報告書─』ならびに「福岡大学
に対する大学評価結果ならびに認証評価結果」については、本学公式ホームページに掲載して
います。

一
、
筑
紫
野
は

玄
海
の
汐
ざ
い
は
る
か

背
振
ね
を
指
さ
す
と
こ
ろ

う
つ
く
し
き
わ
れ
ら
が
母
校

わ
れ
ら
が
理
想

道
こ
そ
は
け
わ
し
か
れ

人
ら
し
き
人
に
あ
る
べ
く

輝
け
る
明
日
を
望
み
て

若
き
日
の
今
日
を
学
ば
ん

二
、
と
う
と
き
は

も
ゆ
る
火
の
熱
き
い
の
ち
か

経
世
の
旗
か
ざ
し
つ
つ

た
く
ま
し
き
わ
れ
ら
が
母
校

わ
れ
ら
が
抱
負

夢
こ
そ
は
大
い
な
れ

あ
た
ら
し
き
土
ふ
み
し
め
て

花
散
ろ
う
春
に
は
酔
わ
じ

ゆ
た
か
な
る
秋
を
祈
ら
ん

三
、
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学校法人福岡大学が「AA－」（ダブルAマイナス）の格付けを維持福 岡 大 学 校 歌
作 詞／狩 野 満 作 曲／飯 田 信 夫 編 曲／平 井 哲三郎
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『七隈の杜』に対するご感想、ご意見をお寄せください。

情 報 発 信

受験生およびそのご父母等、さらに高校教師を
対象に作成している広報誌です。大学の概要や入
試情報を掲載し、年に1回発行しています。
（Ａ4判約230ページ）

広く一般の方を対象に作成している広報誌です。
大学全体の概要を分かりやすくコンパクトにまと
め、本学の財務状況など各種数値データも掲載し
ています。
（Ａ5判約80ページ）

福岡大学公式ウェブサイトでは、ステークホル
ダーに向けて、日々最新情報を発信しています。
サイトには新着情報収集機能（RSS）を備えてお
り、発信情報をリアルタイムで確認することがで
きます。http://www.fukuoka-u.ac.jp/

在学生・ご父母・高校・地域の皆さま・教職員
等を対象に作成している広報誌です。年4回（4
月、6月、10月、1月）発行。大学の現況や学生
の活躍などを掲載しています。皆さまに広くご覧
いただいています。
（Ａ4判44ページ）

『七隈の杜』 第9号
福岡大学創立70周年記念事業誌
2013（平成25）年1月31日発行
編集 福岡大学広報課
発行 福岡大学

福岡市城南区七隈八丁目19番1号
TEL092‐871‐6631（代）
fupr@adm.fukuoka-u.ac.jp
http://www.fukuoka-u.ac.jp
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